
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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○初めての冬









　外は、朝を迎えた今もしんしんと雪が降り続けていた。

　25日、世間はクリスマスの真まっ只ただ中なか。

　世界各地が、大切な家族や恋人たちとの時間を過ごす人々で溢あふれていることだろう。この学校にも、少なからずそんな恋人たちはいるはずだ。

　約束の時間が近づいてきたので、身だしなみを整える。

「……もう８ヶ月以上か」

　この学校に入学してからの時間の経過は、本当に早い。

　それだけ自分自身が学校を楽しめているということだろうか。

　ベランダへと続く窓を少しだけ開けると、冷たい風が吹き込んできた。

　それと同時に、女子の笑い声も部屋の中に届いた。

　どうやらこれから、ケヤキモールにでも遊びに行くらしい。

「オレもそろそろ出ないとな」

　11時を過ぎたことに気づいたオレは、窓を閉めた。

　今日は佐さ藤とう麻ま耶やとの約束、デートの日だ。

　この日一日で、何かが変わる……のかどうかは分からない。

　ただ少なくとも、オレにとっては意義のある一日だととらえている。

　そうでなければデートをしようとは思わないだろう。

　人を好きになるということ。

　人を大切だと思うようになること。

　互いに同じ時間を過ごすだけで幸せを共有できる。

　かけがえのない存在へと昇華していく。

　そんな感情、出来事を、オレは知ることが出来るのだろうか。




　冬休みの小さな物語は、前々日23日のクリスマスイヴ前日から幕を開ける。






○恋の矢









　12月23日、晴れ。

　今朝は目覚めがとても良かった。

　信じられないほど爽そう快かいで、起床したのにまだ夢の中にいるような心地よさに包まれていた。

　あたしに訪れた最初の変化だった。

　何かが変わったの？　そう人に聞かれれば、あたしは断固ノーと答える。

　だけど、変わってないわけじゃない。本当は変化があった。

　劇的な変化が。

　あたし軽かる井い沢ざわ恵けいからは、自身を縛り付ける嫌な過去が無くなったのだ。

　正確に言うと、そうじゃないか。縛りつけて来る過去に、負けない力を手に入れた。

　それは昨日、２学期の終わりを告げる終業式後の出来事。

　あたしは龍りゆう園えん翔かけるに呼び出され、虐いじめというべき行為を受けた。

　言葉にするとダサいけど、それはありのままに起こった事実。

　あたしはどん底に落ちた。

　救いを求めて逃げてきたこの学校で、また地獄に落とされるんだと思った。

　そして、色んなことを聞かされた。中でも衝撃的だったのは、あたしを虐いじめた真ま鍋なべたちを導いたのが清きよ隆たかだったこと。

　最初は絶望し、怒りも湧いて来た。だけど……結果的にあたしは救われた。




　その清隆の手によって。




　屋上から無事生還したあたしを待っていたのは、元生徒会長と茶ちや柱ばしら先生だった。何かを話しかけるわけでもなく、ただ無関係の人たちの目に触れないよう配はい慮りよしてくれた。正直、そのケアがなかったら寮りようまで無事に辿たどり着つけなかっただろう。その二人は清隆の指示で動いていることだけを教えてくれた。それが、あたしを安心させる唯一の方法だと知っていたからだと思う。

　そんな屋上での出来事。真鍋たちに虐められてボロを出した自分が蒔まいた種。

　過去を振り切る力を持っていれば、もっと毅き然ぜんとしていられた。

　中学時代のことを悟さとられずに済んだ。

　……ううん、そういうことじゃない。根本的にあたしが悪かったんだ。

　自分を大きく強く見せるために傲ごう慢まんな態度を取り続けていたんだから、それを真鍋たちが不快に感じても仕方がない。あたしが選んだ虐められないための方法。そのデメリット。

「ふうっ……」

　ため息をつく。でもこれは悪いため息じゃない。

　こう、何て言うの？　気持ちのこもったため息って言うか、うーん。上う手まく表現できない。

　ただひとつ確かなこと。

　それは寝ても覚めても、あたしの頭の中には清隆がいるってこと。

　昨日からずっと、脳のう裏りに焼きついて離れない。

「……って言うか、もう、なんて言うか、反則なのよね……」

　平熱なはずなのに、何な故ぜか身体からだが熱い。

　あたしは熱くなる額を押さえるように目を閉じる。

　綾あやの小路こうじ清隆。１年Ｄクラス。

　最初は本当に眼中にもなかった。ただの影の薄いクラスメイト。

　一部じゃ格かつ好こいいとか話題になったこともあったけど、あたしは興味なかった。

　それにクラスメイトたちもすぐに清隆のことは忘れていった。今の世の中だと、コミュニケーション能力もモテる大きな要素だ。それが清隆からは決定的に欠落していた。

　いくら運動が出来ても、その他が伴っていないとモテ度では伸びきれない。

　だから洋よう介すけくんを筆頭に、Ａクラスの司つかさ城きくんやＢクラスの柴しば田たくんの方が桁けた違いにモテる。

　でも本当の清きよ隆たかはお喋しやべりも下手じゃなくて、頭も良くて、大人びて冷静で、上級生に負けないくらい運動も出来て、それにそれに、信じられないくらい強くて……。

　冷酷で非道な部分もあるけど、だけど……それでも最後には助けてくれる。

「ハッ……!?」




　もしかしてあたし、清隆のことをいつの間にか───




「いや、いやいやいや！　ない、ないって！」

　あたしは真っ赤になっているであろう顔を押さえながら大きく左右に首を振る。

　顔を真っ赤にして慌てて……これじゃまるで恋する乙女だ。

　別に恋愛を否定してるわけじゃない。あたしだってちゃんと恋したいと思う女の子だ。でも、なんていうか、清隆をそんな目で見るのを認められない自分がいる。

「そうよ。ダメに決まってんじゃん。あいつのせいで酷ひどい目にもあったんだし……」

　むしろ恨うらまないでいてあげてるだけ感謝してもらいたいくらいだ。

　その上であたしの心まで持っていこうなんて、そんな甘いこと許されるわけが無い。

　鏡の前に立って、寝起きボサボサの髪をクシで整える。

「だけど、あたしも良い人過ぎよね」

　自分に非があったって、清隆のやったことを普通の人は許せるだろうか？

　多分無理。無理に決まってんじゃん。むしろ恨んでるはず。

　あたしという懐ふところの深い人間だったからこそ、きっと許せたことなんだ。

　それで満足しなさいよね清隆。

　そう脳内で言葉にし、間違った妄想を振り払う。

　ただ、もう許していることは清隆の前では話に出さない。

　逆にちょっとくらい困らせてやろうかな。利用されたことに対して怒っていると思わせておくくらいが丁度いいはずだから。

　それに多分、次に清隆の顔を見たら実際に怒りが湧いてくるかも知れないしね。

　そんなことを考えていた時、携帯にチャットが届いた。

『今日の11時、よろしくね軽かる井い沢ざわさん』

「あぁそっか。そうだったっけ」

　クラスメイトの佐さ藤とう麻ま耶やさんからの連絡だ。24日を明日に控えた今日、あたしは佐藤さんに相談があるから会いたいと連絡を受けていたのだ。

　普段佐藤さんとは仲のいいグループが違うため、交流は深いほうじゃない。もちろんクラスメイトとしてそれなりに仲良くはしているけれど、こうして一人で呼び出されることは初めてのことだった。

「それにしても元気よね、あたしって」

　昨日、寒空の下バケツの水を頭から何度もかけられる酷ひどい目にあったのに、ピンピンしている自分を褒ほめたい。もちろん、芯まで冷えた後すぐにお風呂に浸かって体を温めたけれど、普通の子なら風邪でも引いて、三日三晩寝込んでいてもおかしくないのだ。

「あの手の仕打ちに慣れすぎてたから……なんてね」

　ちょっとした自虐ネタもすんなりと出て来るようになった気がする。

　昨日までのあたし。

　それは、変われたと思い込んでいて、だけど変われていなかった自分だ。

　虐いじめられることを恐れて、常に怯おびえていた。心の奥底は常に闇やみが広がっていた。

　だけど今ははっきり言える。

　あたしは少しだけ変わることが出来たんじゃないだろうか。

　パジャマを脱いで下着姿になる。

　その時、自らの身体からだに刻まれた傷きず跡あとがどうしても目に入った。嫌でも入ってしまう。

　毎日この傷と向かい合っては、気持ちが沈み死にたくなる。

　でも、もう昨日ほどは気にならない。

　あれほど憎くて、悔くやしくて、悲しかったはずの傷なのに。

　たった一日でこんなにも変わってしまうなんて信じられないくらいだ。

「とはいえ、男の子には見せられないけどさ……」

　こんな傷を見たら、異性は引いてしまう。女の子の肌は柔らかくてスベスベで、そして綺き麗れいで……そんな幻想を打ち砕いてしまうから。きっと百年の恋だって冷めるだろう。

　いや、別に誰にも見せる予定はないんだけどね……そう心の中で補足しておく。

　ただ……。

　表情に出してなかっただけかも知れないけど……でも、清きよ隆たかは……違ったんだよね。

　あたしのこの傷を見ても、気持ち悪いとすら口にしなかった。

　ただ口にしなかっただけ？　それとも船内の暗がりだったから？　それとも、あの時は脅おどすために気持ち悪いなんて思わなかっただけ？

　単なる嘘うそ？　内心は気持ち悪いと思ってた？

　あるいは───本当に気持ち悪いとは思ってない？

　肯定と否定が頭の中で繰り返される。

　けどそんなものに答えなんて出るはずがない。

　自問自答を繰り返していて、あたしは大切なことに気づく。

「つかあいつ、あたしの身体に手で触ったのよね……」

　あの時は考える余裕もなかったけど、これって結構とんでもないことじゃない？

　太ももに触れて、制服ひん剥むかれそうになって……。

　女子からばい菌きんや害虫扱いされていたあたしは、男子からも守ってはもらえなかった。クラス全体、学年全体があたしを女の子以前に、人として見ていなかった。男子の手すらまともに握ったこともないのに、あいつは何てことしてくれたんだろう。

「って、もうもうもう！　また考えてるし！　あたしのバカ！」

　もういったん、清きよ隆たかのことは蓋をして封印しよう。そうしよう。

　あれは事故だったんだから忘れなきゃダメだ。

　あたしは袖そでに腕を通し、着替えをスムーズに進めた。
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　準備に少し手間取ったあたしは小走りで目的地を目指す。

　冬休みを迎えたケヤキモールは、生徒たちで溢あふれかえっていた。

　殆ほとんどの生徒が遊びに来ているのか、普段の休日より遥はるかに人出が多い。

「そりゃそうよね。ここしか遊ぶところなんてないし」

　必要なものは全部揃そろってるから不満は無いけど、目新しさはない。

　何とか遅刻せず辿たどり着つけたあたしは、待ち合わせのカフェ、その入り口傍そばで携帯を持って待っていた佐さ藤とうさんに声をかけた。

「おはよう佐藤さん」

「あ、軽かる井い沢ざわさん！　おはよう！」

　佐藤さんは目を輝かせてあたしに手を振る。美容院に行ったのか、綺き麗れいに髪が整えられていた。それだけで色々と想像してしまう。

　佐藤さんに相談があると持ちかけられたのは昨日の夜のことだ。

　あたしは心身共に疲れていたけど、その事実は伏せている。そりゃそうだ。あたしが屋上に呼び出され冷水を浴びせられたことは誰にとっても『なかったこと』なのだから。

　つまり佐藤さんたちから見ればいつものあたしじゃなきゃダメってこと。だから相談を断ることも出来たけど、引き受けることにしたのだ。

　それに……ちょっと前から佐藤さんの行動も気になってたしね。

「ごめんね急に呼び出して」

「大したことじゃないって。気にしないで」

「そう言ってくれると助かる～」

　嬉うれしそうにする佐藤さんと２人で予定通り店内に入る。

　満席だったけど、ちょうど入れ替わりで１組出て行ったので上う手まく入ることが出来た。

「やっぱり混んでる～」

　思わずそう口にした。呆あきれるほどの盛況ぶりだ。

「冬休みは、どこの学年も試験とかしてないのかなあ」

　そんなことを言う佐さ藤とうさんと同じ疑問をあたしも持つ。

　夏休みのとき、あたしたち１年生はすぐに豪華客船で航海に出た。だけど、今回はどの学年の生徒も多く見かけることから、特別試験は行われていないように思えた。

　この学校も冬休みくらいはとサービスしてくれてるんだろうか。

　それとも年末年始になって何か試験が始まるとか？　だとしたら嫌な感じ。

「朝ごはん食べてなかったら色々注文してね。全部私が奢おごるから」

　佐藤さんは遠慮しないでと笑顔で言う。

　あたしはお言葉に甘えて、アメリカンスコーンとカフェオレを注文し、２人で店の中央付近にある２人がけの小さなテーブル卓についた。

「それであたしに相談ってなに？」

　ご飯を奢ってまでの相談ってことは、結構なお願いなんじゃないだろうか。

　少し居住まいを正して耳を傾ける。

「う、うん。あのね？　実は私……もうすぐデートなんだよねえ」

　佐藤さんはそう切り出した。

「……デート？」

　あたしは驚きつつも、テンションを抑え聞き返す。

「そうなのっ」

　顔を赤らめながら、佐藤さんが二度三度と頷うなずいて見せた。

　嫌な予感、やっぱり的中。

　そしてその相手は、あたしの読み違いじゃなければ───。

「えーっと、誰と？」

　そう聞かれるのを佐藤さんは待っていたかのようだった。

「綾あやの小路こうじくん、なんだよね。意外……でしょ？」

　恥ずかしそうに、だけどうれしそうに佐藤さんが呟つぶやく。

　あたしは急に軽い耳鳴りがしたけど、平静を装う。

　配ばれてきたばかりのスコーンを手に取り、いつもより一口を大きくかぶりついた。

　ぽろぽろとトレーにこぼれ落ちるカケラ。

　パサパサになった口の中にカフェオレを流し込んだ。

「へえ……。佐藤さんって綾小路くん狙いだったんだ。意外～」

　もちろん佐藤さんが清きよ隆たかを好きになっているであろうことには気づいていた。

　だけど、直接相談されていなかった以上、そうやって答えておくのが無難だ。

「やっぱり？　私も自分でちょっと驚いてるところはあるんだよね。でも、体育祭のリレーあったじゃない？　走ってる姿見てたら、結構キュンって来ちゃったんだよね」

　聞いてるこっちが恥ずかしくなるくらい興奮気味に佐さ藤とうさんは話す。

　その姿は本当に『恋する乙女』そのものだった。

「でも、影薄くない？　佐藤さんだったら他にも良さそうな男子はいそうだけどね。ほら、他クラスの司つかさ城きくんとか」

　学年内でも相当なイケメンだって一時期盛り上がってたことがある。

　最近話題になってないけど、どうなの？　と勧めてみた。

「アレはダメかなー。少し前に部活が一緒の上級生と付き合い始めたみたいでさ」

　なるほど、ね。既に売約済みだったから噂うわさが聞こえてこなくなったわけね。

　テレビで騒がれるアイドルも、男女問わず恋人が出来ると人気は急落する。

「そうなんだ。じゃあ、里さと中なかくんは？　あっちは今もフリーなはずよね？」

「確かに格かつ好こいいとは思うけどさ……なんか違うんだよね」

　他の人気どころを勧めてみても、佐藤さんには全く響く気配がなかった。

　どうやら佐藤さんは、清きよ隆たかの外見だけで判断してるわけじゃないみたい。

　って、これだと清隆の外見が司城くんや里中くんに負けてるみたいよね……。今のところ目立ってないだけで外見勝負しても、清隆なら間違いなくトップクラスだ。

　つまり恋に落ちた佐藤さんもその事実に気づいちゃったってこと、か……。

　男子にとっても女子にとっても、パートナーの外見はステータスだ。

　こんな格好いい男子と付き合ってる、可愛かわいい女子と付き合ってる、それだけで自分自身の評価も一緒に上がる。あたしが平ひら田たくんと付き合ったことで得たものが想像以上に大きかったように。このタイミングで佐藤さんと清隆が付き合ったとしたら、この先佐藤さんの株は爆上がりするかも知れない。清隆が才能を見せて頭角を現したら、それこそ平田くん以上の評価になることだってある。

　リレーで注目を集めつつある清隆だけど、現状は思ったほど女子の興味を集めているわけじゃない。普段の物静かな態度や堀ほり北きたさんとだけ話してる印象が、イマイチ女子のブームに繋つながらない要因だろう。あと、池いけくんや山やま内うちくん、須す藤どうくんみたいな、女子受けが激しく悪い友達と一緒にいたのもマイナス印象。

　ともあれ、佐藤さんはこれまで、そんなに清隆とは接点がなかったはず。

　なのにリレーの一幕だけで好きだのなんだの、ちょっと軽すぎるんじゃないだろうか。

　あたしのほうがよっぽど清隆を知っている。

　本性って言うか、清隆の闇やみの深い部分だって佐藤さんは全く知らないはずだ。

　あぁもう、違う違う！　今はそんなのは関係ないんだから。

　あたしが佐藤さんを悪く言う筋合いはないし、応援しなきゃならない立場だ。

　何な故ぜならあたしは、平ひら田た洋よう介すけくんの彼女。

　他人の恋こい路じを邪魔する理由なんてどこにもありはしないのだから。

　だからあたしは、平田くんの彼女にして、Ｄクラスの女子のリーダー的存在、軽かる井い沢ざわ恵けいとして佐さ藤とうさんに切り込んでいく。

「こんなこと聞くのもアレだけどさ。マジであんなの狙ってるわけ？」

　清きよ隆たかの素す性じようを知らなければ、間違いなくあたしはそんな風に聞いたはずだ。

「……うんっ」

　その問いかけに対しても、佐藤さんは迷わず頷うなずいて答えた。

　意思は固い様子で、佐藤さんは冗談で清隆に近づこうとしているわけじゃなかった。

　そんなこと、とっくに気づいてたけどね。

「好きな人出来て良かったじゃない。それに今、綾あやの小路こうじくんってフリーなはずだし」

「そうなの、だからチャンスなんじゃないかなって。もし他の子たちまで綾小路くんを好きになったりしたら……って思うと焦っちゃうんだよね」

　友人や親友に恋愛相談をしたら、好きな男性を取られた、なんてエピソードはこの世に五万とある。佐藤さんがそれを警戒していても不思議じゃない。

　学年で１、２を争う彼氏を持っているあたしなら、そのリスクも限りなく低いと踏んだんだろう。

　それにしても、冬休みにデートするところまで来てたのは想像以上だった。

　清隆のヤツ、佐藤さんには興味なさそうだったのに、屋上の一件がありながらすることはしてたんだ。

　ストローが入っていた紙の袋を、ぶちっと無意識のうちにちぎってしまっていた。

「……もしかして相談って、そのデートに関すること？」

　聞き返すと、佐藤さんは目を輝かせて頷いた。さっきから眩まぶし過ぎる。

「うん。ほら、デートの成功の秘ひ訣けつみたいなの？　どんな風にすればいいのかなって。平田くんとはどうやって付き合ったのか、そういうところも色々教えてほしくって」

　Ｄクラスの中で明確に交際を宣言しているのは、あたしと洋介くんだけ。他クラスの友達にヘルプを求めても清隆、もとい綾小路って誰？　ってなるのが関の山だ。

　つまり、佐藤さんが私に頼ってくるのも無理の無い話だった。

「軽井沢さんって、平田くんとは入学して早々に付き合ってたじゃない？」

「うん。まぁ、ね。別に大したことじゃないけど」

「大したことあるって。ほんとに凄すごいよ、私尊敬してるもん！」

　そう言って佐藤さんはあたしの両手を包み込むように握り締めた。

「だからその手腕、私に伝授して！」

「別に手腕ってほどのものじゃ……」

　そもそも、佐さ藤とうさんの求めているものに、あたしは何一つ答えられない。

　中学時代の醜しゆう悪あくな虐いじめから逃れたあたしは、虐められる側からそうでない側に回ることを決意して彼に近づいた。思い返せば、あたしはとても運が良かったのだ。

　洋よう介すけくんがそういう人じゃないと見極めての行動ではあったけど、本当に一いちか八ばちかの賭かけだった。もしあたしが嘘うその彼氏役をお願いしたとき、彼が拒否していたら今とは違った結果になっていただろう。それにこっぴどく振られていただけじゃなく、虐められていた過去をみんなに露ろ呈ていされていたかも知れない。

　洋介くんはその本心から和を大切にし、理想とする人だった。彼氏のフリをすることで私を助けられるならと、喜んで受けてくれたのだ。

　だからあたしはそんな彼に甘え、その平和の傘に守られることを選んだ。

　クラスの中心人物である洋介くんの彼女。その肩書きは想像以上に効力を発揮した。

　最初の頃はクラスの女子から妬ねたみや嫉そねみもあったけど、それもすぐになくなった。

　あたしは自分がされてきたことを思い出して、色んな生徒に高圧的な態度を取った。贅ぜい沢たくな買い物も、小銭をせびるような真ま似ねも、その全てをトレースした。

　そうして、あたしはＤクラス女子のリーダーの座を射止めることが出来たのだ。

　でも、偽りだらけの地位で作り上げてきたあたしが、出来ることと出来ないことはハッキリしている。だから佐藤さんに恋愛のレクチャーを頼まれても答えようがなかった。

　恋愛未経験の人間に、恋愛のテクニックなんて分かりようがない。

　付き合いたてこそ、『付き合っている』という事実を周囲に広めるためにデートまがいのことは繰り返したけど、そこには心が通ってなかった。だから何が正しくて何が間違いなのかは今もさっぱりわからないのだ。

　佐藤さんの期待を裏切りたくはない。自分が恋愛ベタだとは思われたくない。

　以前までのあたしなら、多分雑誌やテレビで聞きかじった知識を堂々とひけらかしたはずだ。あたかも自分が体験したデートのように置き換えて饒じよう舌ぜつに話しただろう。

　でも、今は変わりつつあった。

　佐藤さんに対して───信頼を寄せてくる相手に対して適当な発言はしたくない。

　最近、その強気で傲ごう慢まんな役を演じる自分が嫌になりつつあったから、一瞬本当のことを話したくなった。だけどそんなことはおくびにも出せない。この学校では、あたしは洋介くんの彼女として堂々としていなければならない。

　だからつきたくない嘘もつき続けなければならない。




　……本当に、そうなんだろうか？




　あたしには今もまだ、洋介くんの存在が必要不可欠なんだろうか？




　こんな時に、また余計な考えが頭を過よぎる。

　目下あたしにとって唯一の危険材料だった真ま鍋なべや龍りゆう園えんたちは、清きよ隆たかの作戦（？）で排はい除じよされた。つまり虐いじめの話が表に出ることはもうない。

　それにこれから先何かあってもきっと清隆は助けてくれる、そんな安心感もある。

　洋よう介すけくんの彼女であることは利点の塊かたまりだけど、それを取り除いたからといって、この学校であたしの地位が奪われることはもうないんじゃないだろうか。そりゃ、洋介くんに振られたとかって話になれば多少は格かつ好こ悪いかも知れないけど、それは２人の話し合い次第で上う手まく行く気がする。

　そうすればあたしは晴れてフリーになれる。

　フリーになれば、あたしだって本当の恋愛をすることが出来る。

　つまり───

　ってそんなことを今考えたって仕方ないじゃない。目の前の佐さ藤とうさんは、あたしからの良い返事を期待して待っているんだ。洋介くんと付き合い続けることの意味なんてものは後で考えればいい。

　何度も邪魔してくる余計な思考を、今度こそ隅に追いやる。

「話を聞いてて思ったのはさ、佐藤さんはお試し的なデートじゃなくて、綾あやの小路こうじくんと付き合うための本気のデートがしたいってことよね？」

「うんっ」

　つまり清隆を落とすためのデート。

「どうすれば上手くいくかな？」

「そうねー……」

　真剣に考える。佐藤さんが清隆と付き合うための方法を。

　……うーん、あいつってどうやれば落ちるんだろう。

　他の男子とは明らかに一線を画す存在だ。普通の恋愛なんてするのかな……。

　それとも、意外とその普通の恋愛ってヤツに憧あこがれてる？

　どっちとも取れるだけに、判断の難しいところよね。

　あたしがそんな疑問を浮かべては消してを繰り返していると、佐藤さんが携帯を取り出していた。

「ちょっと漠ばく然ぜんとしすぎてたかな？　えっとね、一応素人ながら、デートプランを考えてみたんだよね。判定お願いっ」

　と、頭を下げながら携帯のメモ画面に書かれたデートプランを見せてくる。




　12時に合流→昼食→映画館→ショッピング→伝説の木の下で告白？→プレゼント




　ものすごく簡単にだけど、こんな風に書かれていた。

　まず何より最初に気になったことに突っ込む。

「うんちょっと待って。まさか１回目のデートで告白するつもり？」

「当たって砕けろの精神で行こうかなって。……当日勇気が湧けば、だけど」

　もっとじっくり関係を深めていくと思ったら、想像以上の短期決戦も短期決戦だ。

「ちょっと早すぎなんじゃない？　もう２、３回デートしてからでも遅くないと思うけど。相手の嫌な部分とか気づけるかもしれないし」

　もちろん恋愛上手な子は、即判断したりする場合もあるみたいだけど。佐さ藤とうさんは恋愛に関して初心者に近いみたいだし、もっとじっくり行くべきだと思う。

　と、同じ初心者のあたしが言うのは何とも信しん憑ぴよう性せいないけど……。

　でも結果を焦ってるって言うか、見み栄えを優先させているようにも思えた。

　もしかすると、佐藤さんは３学期に彼女デビューがしたいのかも知れない。

「それにこの伝説の木の下ってなに？　ひょっとして愛を誓い合うと一生結ばれるとかだったりするわけ？」

　この学校に、そんな都市伝説染みた木なんてあっただろうか。

　もし本当に不可思議な力が存在するとしても、先行きの見えないこの時代、10年後20年後まで結ばれることが確定しているのは良いことだけとは言えないかも。

　別れたくなるようなダメ男だと判明した後も添そい遂とげるのはもはや呪いだ。

「そんなに有名じゃないみたいなんだけどさ、学校の掲示板見てたら見つけたんだ。その木の前で告白したら成功したって。しかも結構報告が多くって」

　へえ……知らなかった。あたしも興味が出てきて調べてみる。

　すると、本当に実在する話らしく、学校の雑談掲示板の方に、告白が上う手まくいった例が複数紹介されていた。

　この学校が設立された時に、どこかのお偉いさんが寄き贈ぞうしてくれて移植されたものらしくて、その木は樹齢50年を超えるらしい。

「そういえば立派な木が何本かあったっけ……」

　普段そんなに木のことなんて意識してなかったからなぁ。

　告白の時間は夕方の日が沈む前。午後４時～午後５時。その時周りに誰もいないことが条件だと書かれてあった。その条件を満たすと99％成功する、らしい。

　99％ってのが、なんとも胡う散さん臭くさいところではあるよね。

「それにしても、結構難しくない？　この告白のタイミング」

「そうなんだよね。告白の瞬間に関係ない誰かがいると上手く行かないんだって」

　この時間帯は、結構人通りが激しいからタイミングは難しそうだ。しかもこの伝説を実行しようとする他の男女が複数いても不思議じゃない。

　上う手まく会話を繋つないで、２人きりになれるよう誘導しないといけないだろう。

　もちろんこんなものは迷信で、験げん担かつぎ程度にしか考えられない。でも一世一代の告白を成功させるため、藁わらにもすがる思いってことだ。

　あたしだって勝負するなら、１％でも可能性を上げたいだろうし。

「えっとさ、綾あやの小路こうじくんを好きになった理由は？」

「えっ？　どうして？」

「や、ごめん。あたし綾小路くんのこと全然知らないからさ。イメージが湧き辛づらくって。どんなところを好きになったのかな、ってさ。ほら、聞いておけばデートプランとかのアドバイスにも役立ちそうじゃない？」

　問いかけると、佐さ藤とうさんは恥ずかしそうに頬ほおを手のひらで隠しながら呟つぶやく。

「んー……まず格かつ好こいいでしょ？　普段静かで大人っぽくてさ。それでいて足も速いし……テストも私より上でバカじゃないし……。ほら、平ひら田たくんはもちろんそれ以上だと思うけど、他の男子って殆ほとんど子供っぽいしさ」

　多分池いけくんや山やま内うちくんたちのことを言っているんだろう。その点にはあたしも納得。

　とても同い年とは思えないほど、クラスメイトの男子の殆どは子供だ。

　だからこの時期、大抵の女子は同級生に幻げん滅めつして先輩に走ったりする。

「こ、こういうこと話してるの他の子には内緒だからね？　綾小路くんの良さに気づかれたらヤだし。それに男の子慣れしてないって噂うわさ広まるのもダサいしさ」

「あたしには相談して良かったんだ？」

「軽かる井い沢ざわさんなら平田くんの彼女だから安心ってのもあるから」

　やっぱり平田くんの存在は大きいみたい。佐藤さんはあたしを頼りにしている。

　ここまで頼られると悪い気はしないけど……。

　よりにもよって、どうして清きよ隆たかなんだろう。

　これが他の男子だったら、あたしはきっと素直な気持ちで応援できた。

　こんなに心の中で引っかかることもなかったのに。

　これも巡り合わせってヤツなわけ？

「はあ……っ」

　ついため息が出てしまう。朝とは違う重たいヤツ。

　でもそれを聞いた佐藤さんの顔が、見る見るうちに曇くもっていく。

「や……やっぱり迷惑だったかな？」

「あぁごめん。全然そういう意味のため息じゃないから。ほんとにっ」

　慌てて否定するも、あたしの心の中には靄もやがずっとかかっている。

　……別に清隆が好きなわけじゃないんだけどね。

　ただなんていうか、あいつとはちょっと特殊な関係だから。

　それがどうしても先行してしまう。

　でも今は頭を切り替えて佐さ藤とうさんのために行動しなきゃ。何度目かの自答。

「じゃあちょっとデートプランを見直そうか。もしお昼ご飯一緒に食べるんだったら、映画観みた後の方がいいかも。場が持たなくなった時に映画の話とかも出来るしね」

「うんっ。軽かる井い沢ざわさんの考えるプランに乗っからせてっ」

　素直に頷うなずき、佐藤さんは携帯を取り出した。

　映画は既に予約してるだろうけど、流れ的にはそっちの方がいい。

　ご飯食べた直後に映画観てると不測の事態に困るかもしれないし。それに眠くなっちゃうのもＮＧよね。

　あたしは映画館のＨＰにアクセスする。

「それで、肝心のデートはいつなの？」

　まずは時間を変更できるかどうか、その辺から確認しないと始まらない。

「明後日あさつてっ」

「そっか結構急……って、明後日25日だけど!?」

　思わず立ち上がってしまいそうになった。浮いた腰を慌てて椅子に下ろす。

「へへへ」

　いや、へへへじゃなくって……！

　12月25日。１年間を通じて男女に取ってもっとも大切な１日の１つだ。

　清きよ隆たかのヤツ、そんな25日のデートをオッケーするなんて何考えてるわけ!?

　本来恋人たちがより関係を深めるために過ごす時間のはずで、愛情を確かめ合う日。関係性をスタートするには不向きだ。そんな日をデートで使うなんて普通じゃない。やんわり断って26日以降にするべきだったのよ。

　もしこれが逆だったら、相当なヒンシュクを買ったに違いない。

　ただエッチなことがしたいだけの男子、なんてレッテルが貼られたはずだ。

　そんな風にあたしは内心で強烈に突っ込む。

「ふう、ふう」

「……どうしたの軽井沢さん」

「ううん何でもないの、気にしないで」

　何勝手に熱くなってるんだか。

　無関係なあたしが、２人がどんな日にデートしようとも口出しすることじゃない。

　当事者同士の自由なんだ。

　分かってる、はず。あぁもうさっきからなんなわけ!?

　猛もう烈れつに腹が立つ、自分自身の思考に。

　その間違った思考に往復ビンタを食らわせて、強引に封印する。

「25日か……まぁでも、明日のイヴよりはマシかな」

　映画館の方もイヴの方が圧倒的に埋まっているようだった。

　映画を観みてそれからずっと一日、一緒に過ごしたりするんだろうな。

　カップルが多く利用すると言っても、学校全体でみれば10％から20％くらいしかカップルは存在しない。時間帯と席の位置さえ気にしなければ幾いくらでも取り直しは可能だ。

「映画をさ、11時50分から観て、終わったら13時30分。２時前から食事を食べて３時くらいに店を出る。あとは調整して４時過ぎに告白。こんな感じ？」

　ざっくりと時間調整して見た結果、これがベストじゃないだろうか。

　佐さ藤とうさんも異論は無いようで満足そうに頷うなずいていた。

「後は───ランチも予約しておいた方がいいかも。窓側の席取りたいでしょ？」

　お昼時を外せば、問題なく取れるはず。

「それから頼むモノも予あらかじめ予約しておくと、メニューにないのも作ってもらえるわよ」

「そうなんだ、知らなかった……。さすが軽かる井い沢ざわさんっ」

　明後日あさつてならその辺も融通が利きくはずだ。

　まぁ本当はこういうのを全部男の子が考えてくれるといいんだけどね。

　今回は佐藤さんが告白するための舞台だから、これでいいんだろうけど。

　……ただ、これが本当に正解かどうかは分からない。

　繰り返すのも情けないけど、本当のデートなんてしたことないし……。





　　　　２






　そんな佐藤さんからの相談を受けた、カフェからの帰り道。

　あたしたちは２人で雑談しながら寮りようを目指していた。

「今朝も結構積もったけど、明日からはもっと積雪が増えるんだって」

　そんな佐藤さんの言葉を受けて、あたしは周囲の景色を見渡した。少し溶けてはいるものの、ところどころに雪の名な残ごりがある。

　このまま行けば、年内はずっと雪が降り積もっているかも。

　あー雪かぁ。そういえば一昨年くらいだったかな。泥どろのついた雪をチョコのカキ氷だとか言って、口の中に詰め込まれたことがあったっけ。昔の思い出を懐かしむように、そんなことを思い出した。なんだか遠い昔のことのように感じる。

「あんなことして何が楽しかったんだか」

「え？」

「ごめんごめんこっちの話。独ひとり言ごと多くてごめん」

　昨日の出来事があったせいか、いちいちそんなことを思い出してしまう。

　と、佐さ藤とうさんの表情が少し硬いものに変わっていた。

　あたしの独ひとり言ごとのせいかと思ったけど、そうじゃないみたい。

「実はさっき言えなかったんだけど、もうひとつお願いがあったんだよね」

「乗りかかった船？だし、遠慮せずに相談して」

　ドンと胸を叩たたき、そう答えた。

「ありがとう軽かる井い沢ざわさん。えとね、その、デートできるのはうれしいんだけど……」

　肝心のデートに対して不安なことがあるのか、佐藤さんは続ける。

「実は人生で初めてのデートでさ……その、どうしていいか分からないんだよね」

「他の男子と付き合ったこととかないんだ？」

　恥ずかしそうに頷うなずく佐藤さん。まぁ話の展開からそんな気はしてたけど……。

　佐藤さんみたいな今時の子はもっと早くに済ませてると思ってたから意外だ。

「軽井沢さんだから話したんだからね？　もうすぐ高校２年生にもなるのにデートしたことないとか、もう周りに言ったら絶対バカにされるし。遅すぎるって。やっぱり軽井沢さんもそう思う？」

「そ、そうかもね。ちょっと遅いかな。でもそれだけ本気で好きになる人がいなかっただけじゃない？　自分を大切にしてるってことでもあるしね」

「そう言ってくれると嬉うれしいなぁ」

　あたしは誤ご魔ま化かしながらもフォローを入れた。佐藤さんにではなく自分に。

「それでね？　多分緊張して上う手まく事を運べないと思うんだよね。だから軽井沢さんと平ひら田たくんを入れてＷデート……とか出来ないかなって。私と綾あやの小路こうじくんが上手く行くようにアシストしてほしいの！」

　そうお願いしてきた。提案された内容が理解できず一瞬混乱する。

「だ、だぶるでぇと？　あ、あしすと？」

「本当はもっと早く言えば良かったよね。色々予約とかしてもらった後だし」

　申し訳なさそうに謝る佐藤さん。

　別に予約なんて数分で終わることだから大した問題じゃない。

　重要なのは、あたしに、つまり恋愛未経験の存在に恋のキューピッド役を頼んできたことだ。これほど滑こつ稽けいなことがあるだろうか。

「ダメ……かな？」

「それは───」

　間違いなく断るべきだ。あたしの浅い知識じゃ必ずミスが露ろ呈ていする。

　あぁでも、佐藤さんも初めてのデートなら誤魔化せる？

　ここはどっしりと構えて、快く承しよう諾だくするべき？

「やっぱりクリスマスは平ひら田たくんと２人きりで過ごしたいかな？」

「え？」

　どうするべきか悩んでいると、また佐さ藤とうさんが不安そうな顔をして言った。

　そうか。普通の恋人同士なら明日と明後日あさつては一緒に過ごすことが多いんだ。いつもだったらその辺もしっかり把は握あくしてるところだけど、終業式後のことで頭がいっぱいだった。

「私も軽かる井い沢ざわさんと平田くんみたいに、理想のカップルになりたいの」

　あたしが順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな学校生活を送っていると思っている佐藤さんにしてみれば、このお願いはそれほど不自然なものでも、歪いびつなものでもない。

　でも───

　心に引っかかること。

　それは清きよ隆たかは関係ない。

　あたしは、別に洋よう介すけくんを好きなわけじゃない。本当に付き合ってるわけでもない。




　偽りのカップル。




　だけど、偽りのカップルであり続ける限り、あたしにも洋介くんにも本当の恋愛は訪れない。




　その事実が引っかかっていた。

　清隆だってあたしを一人の異性として見ることはない。

　それに、そんな嘘うそにまみれたあたしが佐藤さんの助けになんてなれるだろうか。

「そういうのは、ちょっと……」

　考えた末に断ろうと思ったけど、ここでも踏みとどまる。

　さっきから定期的に頭を過よぎる清隆の存在。

　これがいつまでもチラついてしまうと、心の衛生上良くない。

　だったら、チラつくことがないようにしてしまえばいい。

　たとえば、そう。佐藤さんと清隆をくっつけてしまえば───。

　そしたら、万が一にもあたしの心が清隆に持っていかれるなんてことはない。

「ま、任せて。あたしがなんとかしてあげる」

「ほんと!?　軽井沢さん！」

　うれしそうにあたしの手をとり、飛び跳ねる佐藤さん。

　……そんなに好きなんだ。清隆のこと。

　だったらその初恋、本気で応援してあげないとね。

　適当に積もって溶け残っていた雪を手のひらですくい、ぱふっと額に押し当てる。
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　反省反省。

　そんな風に頭の熱を冷ました。

　本気で応援すると決めたなら、Ｗデートくらいこなして見せよう。

　今のあたしは中学校時代のあたしじゃない。

　３年間を失った、絶望を抱いていたあたしじゃない。

　そして、この学校に入学した直後のあたしでもない。

　高圧的な態度でクラスメイトと接するだけが偉いんじゃない。

　そんなことでしか身を守れない、中学時代のあいつらと同じじゃダメなんだ。

　自分の恥ずかしさを押し殺して協力を求められているなら、それにひたむきに向き合って答えなきゃ、そんなのは本当の友達と呼べないよね。

　だけどＷデートとなれば課題も幾いくつか出てくる。

　さしあたっての問題は、洋よう介すけくんが空いてるかどうかね。後で急いで確認しないと。

　クリスマス、あたしたちは会わないことになっていた。

　既にカップルとしては学年を飛び越えて噂うわさにもなっているし、これ以上周囲にカップルであることをアピールする必要はない。お互いの時間を無駄にしないためにもクリスマスはゆっくり過ごそうってことになっていたのだ。

　もし誰かに聞かれたら、部屋でデートした、と答えておけば問題も起きないし。

　外で一人でいるところを見られても、夜に合流予定、と言えば話は躱かわせる。

　だから洋よう介すけくんは、既に予定を入れてしまっているかも。

「あのさ。綾あやの小路こうじくんには、偶然軽かる井い沢ざわさんたちが合流したことにしたいんだけどな」

　色々と頭の中でプランを練っていると、追加でそんなお願いをされる。

「最初からＷデートにするのは嫌ってこと？」

「なんとなく、だけどね。ダメかな？」

「あー、うーん……」

　もちろんダメってことはない。佐さ藤とうさんがそれを希望するならそれでもいい。

　でも───。

　少しだけ考えたあたしだったけど、すぐに結論を出す。

「それはやめとこ。素直にＷデートしたいって伝えたほうがいいかも」

「そう、かな。嫌がったりしないかな？」

　どうやら佐藤さんは、清きよ隆たかがそれを聞いて嫌がると判断したらしい。

「後で仕組んだことだってバレた時の方が嫌がると思うけど？」

「そっかぁ……」

「決めるのは佐藤さんだけどね」

　一応そう伝えておく。こうしよう！と強制は出来ないから。

　佐藤さんは悩んでいる様子だったが、あたしに言わせればそれはミスだ。

　あの清隆が、こっちの仕組んだ作戦に気づかないはずがない。

　どの段階かは分からないけど、遅かれ早かれ仕組まれたものだと気づくはず。

　だけどそれをあたしが強く指摘するのは、当然この場では違和感しか生まないだろう。

　清隆は意外と鋭いからやめよう？　なんて明らかに不自然だ。

　あたしと清隆には何の接点もない。

　それがクラスメイトを含め誰もが持っている認識なのだから。

　かと言ってＷデートが悪いもの、とも言い切れない。あたしにはその知識が無いから。

　もし後で調べて『Ｗデートは初心者のデートに最適』なんて記事でもあろうものなら責任があたしにも乗っかってしまう。ジャッジを佐藤さんにしてもらうのが正解だろう。

「当日にさ、自然な流れで合流してもらえる？　うん、それがいいな」

　あたしの勧める方針は届かず、佐藤さんにはＷデートを伏せての作戦を希望された。

「佐藤さんがそれでいいなら、あたしは構わないけどね」

　だからあたしは、素直にそう頷うなずいて見せた。

　あとは、極力気づかれないようにやるしかない。

　こうなった以上、あの清隆をどこまで欺あざむけるのか試してみよう。

「あ、もし洋介くんにＷデートを断られたら、その時はごめんね」

　そこだけは先にしっかりと伝えておき、あたしたちは寮りように帰り着いた。





　　　　３






　帰宅したあたしはベッドにその身体からだを預けると、携帯を握り締め天井を見上げた。

　帰宅直前から、あたしの中には別のもやもやが広がっていた。

　佐さ藤とうさんからの相談。

　清きよ隆たかを好きだということ。

　カップル成立のために力を貸して欲しいって話。

　妙な苛いら立だちを覚えると同時に、不穏なものをあたしは感じずにはいられなかった。

　この件が、単純な恋愛沙汰ならまだ良かったかも知れない。

　あたしなりに知恵を振り絞って、佐藤さんをバックアップできたと思う。

　だけど───

　あたしが何よりも気にしているのは恋愛に関する部分じゃない。

　清隆は異性への興味で佐藤さんとデートするつもりなんだろうか？　ということ。

　これがもしも『恋愛目的』じゃなかった、としたら？

　大問題に発展しかねない。

　考えすぎだとは思うけど分からない。何せ相手は清隆だ。

　あの清隆が本心では何を考えているのかは、さっぱり分からない。

　異性としてのデートが目的なんじゃなく、佐藤さん本人を知りたがっているとしたら？




　利用できる生徒かどうかを見極めるためのデート。




　そんなことを、あたしは想像していた。

　あたしに接触したように、佐藤さんが清隆の学校生活を円滑にするためのキーになってしまうことを、恐れている自分がいる。

　もし清隆のメガネに適かなったとしたら───あたしの存在を脅おびやかすんじゃないだろうか。

　場合によっては、あたしの盾となってくれる清隆じゃなくなるかも知れない。

　電話アイコンを押して、キーパッドを呼び出す。そして11桁けたの番号を打ち込む。

「自分の番号だって、まだ覚えてないのに……」

　いつの間にか頭の中に刻み込まれていた、清隆の携帯番号。

　あとはもう一度電話アイコンにタッチするだけで、電話が繋つながる。

　電話をかけたとして、あたしはなんて聞くつもり？　自分に問いかける。

　あたしより佐藤さんの方が利用しやすいと思ったわけ？　とか？

「何それ、バカすぎ……」

　質問内容以前に、そもそもあたしが利用されることを望んでるみたいじゃん。

　そうじゃない。

　あたしはただ、自分を守りたいだけ。

　清きよ隆たかという盾を使って、この学校での地位を守って行きたいだけ。

　そうよ、そうに決まってる。

「直接聞いてやろうじゃないの」

　そう思いグッと左手の親指に力を込める。

　でも、触れそうで触れない距離を保った親指は全く動かない。

　あたしは、結局電話アイコンをタッチすることが出来なかった。

「はあ。バッカみたい」

　なんで自分から『あたしを利用するのはもう終わりなわけ？』なんて聞かなきゃならないのか。

　と、直後携帯が震えた。

「うわっ!?」

　画面にはさっきあたしが打ち込んでいた11桁けたの番号が表示されている。

　間違えて電話アイコンを押したのかと思ったけどそうじゃない。

「……も、もしもし？」

　慌てて電話に出る。

「ちょっと聞きたいことがある」

　いつもの無気力そうな平へい坦たんな声があたしの耳に届く。

「何よ、聞きたいことって」

「今周囲に人は？」

「いない。部屋だし」

　もしかして、あたしが体調を崩したんじゃないかって、その心配をして電話してきたんじゃないだろうか。それにしては、夜に連絡してくるなんて遅すぎるけど。それでも僅わずかな期待に胸が躍る。

「軽かる井い沢ざわに少し調べてもらいたいことがある」

　そんなあたしの期待は１秒足らずで砕け散る。

「何よ。もうあたしに頼ることはない、みたいなこと言ってなかった？　連絡先を消すように念入りに忠告してきた癖くせに」

　素直な不満（こんな表現あるのか知らないけど）を言葉にする。

　そもそも、屋上の出来事からは昨日の今日だ。

　あたしに対して色々と言うべきことがあるんじゃないだろうか。『風邪引かなかったか？』なんて気の利きいた言葉じゃなくてもいい、せめて『悪かった』の一言くらいあってもいいはずだ。

　虐いじめるよう裏で糸を引いていた事実なんて、普通はドン引きで、あたしじゃなきゃ学校に報告していたかも知れないのに。

　どんな形にせよ最低限謝罪はあって然しかるべきだ。

　それが最初に出てきた言葉が『調べてもらいたいことがある』って。




『あのさ清きよ隆たか。あんた、自分の立場分かってるわけ？　これ以上協力する必要性はないって言うか、責任取ってずっとあたしを守りなさいよね。タダでさ』




　佐さ藤とうさんの件でイライラしていたあたしは、思い切ってそう言おうと思った。

　だけど、その言葉は喉の奥に引っかかって出てこない。

　そんなことを口にして、清隆が離れていくのが怖かったからだ。

「調べて欲しいことって何よ」

「佐藤のことだ」

「……佐藤さんのこと？」

　この状況、まさか佐藤さんの件なんて。

　どこまでも周囲の状況があたしを苛いら立だたせる。

　でもＷデートのこともあるし、今日あたしが佐藤さんに会ったことは口にしない。

「彼女がどうしたわけ？」

「普段の遊び相手や、行動パターンを知りたい。性格、趣味や嗜し好こうも分かるとありがたいんだが。もちろんおまえが把は握あくしてるなら話は早い」

　そんなの知らないし。

　ちょっと意地悪く心の中で呟つぶやいておいた。

「生あい憎にく様。あたしは佐藤さんと別グループだから。その辺ちょっと疎うといのよね」

「疎い、か。女子の中心でも知らないことは多いみたいだな」

「む……嫌な言い方してくれるじゃない」

「分からないなら探ってくれ。極力佐藤に感づかれない方法が望ましい」

「……まぁ篠しの原はらさん辺りに聞けば、ある程度知ってるかも知れないけど」

「最適だと思う選択をしてくれ。方法は任せる」

「分かった、ちょっと聞いておくけど……理由くらい教えなさいよね」

「詳細はメールで送ってくれ」

　用件だけ伝えた清隆は満足したのか、一方的な要望を伝えて電話を切った。

　あたしの問いかけには何も返してこなかった。

「何よあいつ、好き勝手して……もう絶対期待なんてしないし」

　耳元で咳せきの１つや２つしてやるんだったな。

　ぶつぶつ文句を吐き出しながら、あたしは篠しの原はらさんにチャットを飛ばす。

　虐しいたげられながらも、素直に実行する自分の律りち儀ぎさに感心したくなる。

　篠原さんから返事をもらい、上う手まく佐さ藤とうさんに関する話に持ち込むことが出来た。しばらくチャットでやり取りをしながら情報を集めていく。聞き出せた情報をまとめ、清きよ隆たかのフリーメールアドレスに送る。

　返事はいつものように返ってこないけど、問題なく届いているはずだ。

　やっぱり清隆のヤツ……佐藤さんが気になってる？

　デート前に色々情報を集めて、有利に事を運ぶつもりなのは明白だった。

　ってことは、デートが上手く行ったら２人は付き合うってこと？

　それとも……佐藤さんを手駒にして利用するための行動？

　考えても考えても答えは全く出ない。出るはずもない。

「あーもう！　何なのよあいつはあ！」

　今日の夜は眠れず、長い一日になりそうだった。






○伊い吹ぶき澪みおの災難な一日









　クリスマスデートを２日後に控えた、23日の午前。

　オレは一人、ある目的のためケヤキモールに足を運んでいた。

　足早にある店に行き、必要そうなものを探す。

「この手のは飲んだことがないからな……」

　ネットの評判を見たり、店員に聞いたりしながら２つほど選んでおいた。

　小さな紙袋に商品を入れられ、会計を済ませる。意外と１つ１つが高額なことに驚きつつも、オレはその紙袋を片手に店を後にして、一度寮りように戻り始める。後は帰り道にあるコンビニで、ちょっとしたものを買い込めば目的は達成だ。

　その後は、再びケヤキモールに戻って、間もなく公開が終わってしまう映画を見る。

　それが今日一日のオレの計画だった。

　しかしある人物との接触により、その計画は崩れ始める。

「御ご機き嫌げんよう綾あやの小路こうじくん」

　広いようで狭い学校の敷地内。ウロウロしていれば色々な生徒に遭そう遇ぐうするものだ。

　モールの出口を目前にして、一人の少女に声をかけられた。

　杖つえをつきながらゆっくりと歩みをこちらへと近づけてくる。

　１年Ａクラス坂さか柳やなぎ有あり栖す。オレがホワイトルーム出身だと知る、この学校の理事長の娘。

「こんな早くからお出かけか。今日は一人なんだな」

　普段坂柳の周囲には取り巻きの存在がいるのだが、見当たらない。

「真ま澄すみさんと遊びに来たのですが、まだ落ち合う前でして」

　坂柳はオレの手にある紙袋の存在に気づく。

「体調が悪いのですか？」

「いや、全く。見ての通り元気だ」

　両手を軽く広げ、オーバーアクションでアピールする。

　それから小さな紙袋をポケットにしまう。

「それは良かったです。よろしければ一緒に遊びませんか？」

　何ともありがたくない提案をされる。返事は考えるまでもない。

「遠慮しておく。おまえは目立つ存在だからな」

　オレが坂柳と一緒に遊んでるところなんて見られたら、無駄に騒ぎになる。

「ふふっ。残念です」

　坂柳だって、そんな無駄なことでオレを目立たせたくはないだろう。からかうつもりで遊びに誘ったことは明白だった。

　もしオレのことを周知させたいなら、とっくに行動しているはずだ。

　だが龍りゆう園えんに対してすらも、何一つオレの話を漏らしていなかった。

　そのことから見ても、坂柳は自分だけでオレの相手をするつもりなのが分かる。

「多少の立ち話なら問題ありませんか？」

「立ち話することなんて何かあったか」

「こう呼ぶと彼は怒りますが、ドラゴンボーイさんはあなたを探していましたよね。正確にはＤクラスを影で操る軍師を、ですが。その件はどうなりましたか？」

　今はまだ、屋上での出来事やその決着を当事者たち以外は知らないだろう。

　だが、情報の一部は入手していてもおかしくない。

　例えば───

「Ｃクラスの生徒が仲間割れをして、随ずい分ぶんと大事になったようです。ご存ぞん知じでした？」

　そう。龍園たちがオレとの戦いで傷つき負傷したこと。

　これらは見た目ですぐ分かるため、色々な憶測も飛とび交かいやすい。表向きはＣクラスが内輪もめをしたことになっているから、坂柳もどこかでそう耳にしたんだろう。

「軽くは聞いたが詳細は知らない」

「ドラゴンボーイさんが舎しや弟ていと喧けん嘩かしたそうなんです。でも、どうにも腑ふに落ちない気がしまして。てっきり綾あやの小路こうじくんが絡からんでいると思っていました」

「なんでそこでオレが出てくる。その軍師をオレだと決め付けているからだろう？　こっちからすれば意外な事件だ。Ｃクラスは上う手まくまとまってると思ってたんだがな」

「Ｃクラスがまとまっている、ですか」

「恐怖政治だろうと独裁政権だろうと、１つになっているだろう」

「なるほど。そうかも知れませんね。綾あやの小路こうじくんは無関係そうです。見たところお怪け我がをされた様子もありませんし……」

　こちらの表情や仕草をつぶさに観察しているようだが、そこからは崩せないぞ。

「内輪もめは本当かも知れませんね。ただ、Ｄクラスを気にかけていた彼の行動の説明がつきませんね」

「Ｄクラスには結構優秀な生徒がいるからな。高こう円えん寺じなんかは特にそうだろ」

「なるほど。確かに彼ならドラゴンボーイさんの相手も務まりそうですしね」

　結果、坂さか柳やなぎはこう締めくくった。

「まぁいいでしょう。ことの真相は３学期が始まれば分かることです」

「話題を変えてもいいか？」

　密ひそかに話題を誘導するのではなく、堂々と変える。

「ええ、もちろんです」

　そのことを坂柳は指摘することもなく受け入れた。

「この間のことが気になってたんだが、先日は一いち之の瀬せと仲良くやってたみたいだな。自分のクラスは別として、他クラスと交流を持つとは思わなかった」

　オレは少し前、坂柳と一之瀬が仲良く歩いていたのを思い出した。

　わざわざ休日を一緒に過ごすというのは、仲良くなければできないことだ。

「ふふっ。冗談は止やめてください」

　こちらの発言が面白かったのか、坂柳が笑う。

「私と彼女は友人同士……ではありませんよ？」

「と言うと？」

「向こうは、私や綾小路くんを友人だと思っているでしょうけれど……」

　そう言って一度間を置く。

「ＣクラスがＤクラスにお熱なようで、ちょっと妬やけてしまいまして。私も退屈しのぎにＢクラスにちょっかいを出していただけですから」

　単なる退屈しのぎの相手、ということらしい。

「それよりも３学期になったら、私と遊んでもらえるのでしょうか？」

「悪いがそのつもりはないな。やるなら堀ほり北きたたちとでも遊んでくれ」

「彼女では私の相手は務まりませんよ」

「だったら龍りゆう園えんでも、上級生でもいい。オレのことは無視してほしいもんだ」

「それは出来ない相談ですね。一日も早く、私は綾あやの小路こうじくんと戦いたいですから」

　こっちに乗る気がないと答えても、坂さか柳やなぎは引こうとしない。

　坂柳相手に謙遜し続けても効果はないだろう。

　ホワイトルームのことを知っている以上、その追及をやめることはない。

「無視し続けたらどうする？」

「それでも構いませんが……本当にそれでよろしいのですか？　もし綾小路くんが相手をしてくれないのなら、別の方に相手をしてもらわなければならなくなります。あなたがたと協力関係にあるＢクラスが崩壊してしまっても責任は持てません」

「さっきの雑談に絡からめて来るか」

　坂柳が一いち之の瀬せに近づいたのはＢクラスへの攻撃開始を意味しているらしい。

　はたしてどこまで本当か。坂柳との会話に少しだけ楽しみが出てきた。

「綾小路くんが私のお相手をしてくれるまで、当分の間、私はＢクラスの皆様と遊ぶことに致します。すっぽり穴が開いて、綾小路くんたちは自然ともうひとつ上のクラスに上がるかも知れませんね」

　オレにだけ告げる他国への侵略。

　とは言えこの段階ではまだ、本当に仕掛けると決め付けないほうがいい。ただの挑発、言葉遊びかも知れない。だがチャンスであることには違いない。坂柳の目がオレから一之瀬へと流れてくれれば、不要な騒動に巻き込まれないで済むからだ。

「本当に一之瀬たちに勝てるのか？」

「と仰おつしやいますと？」

「入学時から２学期終了まで、着実にＢクラスは力をつけている印象だ。一方でＡクラスは身内同士で足の引っ張り合い。実力は自分が上だとアピールされても信しん憑ぴよう性せいは怪しい」

「なるほど。口先だけでなら何とでもいえる、と」

　坂柳は冷静に受け止めつつも、感情を少しだけ覗のぞかせた。

　オレは更に、もうひとつ燃料を投下する。

「オレも最近おまえの正体に気が付いた。この学校の理事長、その娘だってことをな」

「そうでしたか。どのような経緯でお知りになったんです？」

　坂柳が食いつく。食いつかざるを得ない話題だ。

「経緯はどうでもいい。明らかになったことがある。それはおまえがＡクラスに配属されたのには父親の影響が少なからずあったんじゃないか、ということ。つまり実力で選ばれるべくして選ばれたと完全に言い切れないということだ。一之瀬を倒すと豪語されても俄にわかには信じがたい」

　坂柳有あり栖すという生徒に、第三者が認めるほどの実力は確認されていない。

「私がクラス内で多数に支持されていることはどう説明をつけますか？」

「クラスからの支持？　何も実力だけが物を言うわけじゃない。おまえが格下だと思ってる龍りゆう園えんや一いち之の瀬せだって同じことをしてるんだ。Ｄクラスで言えば平ひら田たもな。まとめ方としちゃ平田に軍配があがりそうだし、突出した実力の裏づけにはならない」

　カツンと杖つえを一度鳴らして、坂さか柳やなぎは別の角度からの訂正を始めた。

「あなた相手に子供だましの言葉では通用しませんね。失礼いたしました」

　そう言い一度謝罪する。

「しかし綾あやの小路こうじくん。あなたも少々驕おごりが過ぎるのではないでしょうか。ホワイトルーム最初の成功例と言われた自分に酔っているのでは？」

　坂柳からは、オレはそんな風に見えるらしい。

　これまで考えたことはなかったが、そう捉とらえられても仕方ないのかも知れない。

　成功か失敗の２択で言えば、オレは紛まぎれもなく成功に分類される人間だからだ。

　そうでなければあの男も……父親もオレにこだわったりはしない。

「やはり、綾小路くんはひとつ勘違いをしていますね。『ガラスの内側』にいた方が偉い、と思っているのではありませんか？　確かに、あなたが幼少期から学んでこられた知識量は、並大抵のものではないでしょう。この学校ではその事実を殆ほとんど伏せているようですが、学力の高さや運動能力の高さも疑っていません。けれど、あの場所は『持たざる者』が天才になるべくして用意された施設。天才として生まれた人間には不要の場所、とも言えるのですよ？」

「そうかも知れないな」

　それは否定しない。事実父親の信念はまさにそれだからだ。遺伝子上優秀かどうかは関係ない。生まれた時から徹底した教育を受けさせ、睡眠時間から食べる物までありとあらゆるものを管理していくことで、最高の人間が完成する。そしてそれが日本を支える優秀な人材を生み出すたったひとつの方法だと、父親は信じていた。

「どうしてオレに対して敵対心を持つ」

「綾小路くんを倒すということは、生まれ持った才能には、凡人では絶対に勝てないということの証明になりますよね。どれだけ努力しても埋められない差は存在する。それが私の信条です」

　自分のことを天才だと疑っていない、ということか。

　坂柳を探していたのか、彼女の後方から神か室むろがゆっくりと近づいてきた。

「ここにいた……はあ。あのね、勝手に約束の場所から動かないでよ。足悪いくせにさ」

　神室はオレに気づきながらも視線を合わせることはなく、坂柳に悪態をつく。

「ごめんなさい。早く着いたのでちょっと散歩していたんです」

「だったら連絡のひとつくらい寄よ越こしなさいよ」

　神室が合流した以上、オレに関する話題を不用意には出さないだろう。

　坂さか柳やなぎはオレの実力を周知させることには、一切興味がないように見える。

　というより、下手にオレのことを広めて獲物を奪われることを嫌っている。

「突然ですが真ま澄すみさん。あなたは一いち之の瀬せ帆ほ波なみさんのことをどう思いますか？」

「本当に突然ね……」

　合流したばかりの神か室むろは脈みやく絡らくのない話に、少し戸惑ったようだ。

　特に傍そばにオレがいることで、話しづらい部分もあるだろう。

「実は今、一之瀬さん攻略について彼と話をしていたんです」

「攻略……ね。どう思うって聞かれても……一之瀬は優等生で、面倒見がいい。お人よし。そんなとこ？」

「そうですね。優等生という部分は明白でしょう。常にテストでは上位のようですし、クラスを上う手まくまとめています。綾あやの小路こうじくんはどう思いますか？」

　今度はオレに聞いてくる。

「同意見だ」

　手っ取り早くそう答える。

「ではそんな優等生である一之瀬さんを倒すことは、簡単だと思いますか真澄さん」

「難しいんじゃない？　Ｂクラスの結束は固そうだから外からは崩せないし。買収なんかの手も一之瀬には通用しない。正攻法で戦ってくしかないわけだけど、ウチのクラスも完全にまとまったかって言われると怪しいしね」

「確かに一見すると、一之瀬さん攻略は難しいように思えますね」

「あんたにはそうじゃないってこと？」

「ええ。実はそうでもないんですよ。誰にでも弱点はあるものです。あの一之瀬さんにもありましたよ。決定的なウィークポイントが」

　そう言って坂柳は笑う。

「彼女が優等生だということはお２人も肯定するように疑いようのない事実ですが、果たして面倒見が良い部分やお人よしである部分。それは彼女の本心から来ているのでしょうか？　例えば心の底では他人を見下すような一面も持っていると思いませんか？」

「知らない……。ただ大抵の人間は上辺だけ、そういう態度をとるね。口では優しいことを言いながらも、腹の中じゃ何を考えてるか分からない。でもそれは悪いことじゃない。人は誰だって打算的に動いてるのが当たり前。でも、あの一之瀬は本当にバカなお人よしかも」

　神室の言うように殆ほとんどの人間には裏側の部分が存在する。

　[image: ]くし田だのように激しい裏ではないにしろ、黒い部分はあって当然のものだ。

　しかし一之瀬帆波という生徒はそれを全く感じさせない。

　一之瀬のウィークポイントを掴つかんだということは、それに関係しているのか。

「あんたはそうは思わないわけ？」

「いえ。彼女は出来た人間です。性格に偽り無く善で埋め尽くされていますよ」

「ってことはマジな方のバカお人よしってことね」

「そうですね。正解です」

　笑顔で答える坂さか柳やなぎ。

「では真ま澄すみさんと一いち之の瀬せさんは、似た人物でしょうか？」

「は？　何それ。全然違うけど、嫌いや味みでもいいたいわけ？」

「それはハズレです。意外だと思うかも知れませんが、真澄さんと一之瀬さんはよく似ています」

　似てない似てないとあきれるように否定する神か室むろだが、坂柳は続ける。

「似ているんですよ。何な故ぜなら、彼女の抱える問題と真澄さんの抱える問題は『全く同じ』なんですから」

「問題が同じ？　ちょっと待って。それ、どういう意味？」

　綾あやの小路こうじくんは分かりますか？　と目で聞いてくる。

　分かるはずもないので、軽く左右に首を振って否定した。

「お分かりになりませんか？　あなたが私に握られている秘密と、彼女が内に抱えている秘密が同じということです。もっとも、過程が同じだけで結果は全く違いますが」

　そう細かく説明され神室の中では何かが繋つながったのだろう。

「あの一之瀬が、私と同じことをしてたって言うの……？」

　俄にわかには信じられない、と神室が複雑な表情を見せる。

「それほど珍しいことではないようですよ」

「それは一之瀬が自分で言ったの？　根拠があってのこと？」

　食いつく神室の様子は普通ではなかった。比較的冷静な生徒だと思っていたが、一之瀬の抱える問題とやらが無視できなかったのだろう。

「もちろんです。彼女は私に詳しく聞かせてくれましたから。固い殻の中に閉じこもっていた彼女の心を優しくほぐしてあげたんです。コールドリーディングを使って」

　わざわざ説明口調で詳細を語ってくれるとは、丁寧なことだ。

　コールドリーディングとは話術のひとつ。注意深い観察力を用い、相手の情報を引き出し掴つかむ手法。恐らくは事前に情報も集めていたはずだ。厳密に言えばホットリーディングも織り交ぜて一之瀬に近づいたのだろう。

「人は自分をよく見せるためなら平気で嘘うそをつく生き物です。あなたや一之瀬さんは氷山の一角。きっとたくさんいらっしゃることでしょう。人とは面白いものですね。どんなに優秀であっても、あっさりと過ちを犯すのですから」

　そう言って、オレに視線を戻すと坂柳はこう締めくくった。

「それ以外にも幾いくつか穴と呼べそうな部分はありますが、ともかく一いち之の瀬せさん攻略のヒントは以上です。私は一之瀬帆ほ波なみさんを徹底的に叩たたき潰つぶさせてもらいますね。それがひとつの証明として受け止めてもらえることを期待します」

　真実に自力で辿たどり着ついて見せろってことのようだが、生あい憎にくと興味がない。坂さか柳やなぎには好き勝手に暴れてもらいたいところだ。オレからの誘導が上う手まくいったようだな。坂柳もこっちの安い挑発には気づいているだろうが、その挑発に答えずにはいられないようだ。

「それでは行きましょうか真ま澄すみさん」

　そういって歩き出す坂柳たち。オレもすれ違うようにして歩き出す。

　実際にすれ違う寸前、坂柳が口を開く。

「それにしても、何も言わないのですね真澄さん」

「は？　何が」

「私と綾あやの小路こうじくんが２人きりで話しているのを見て、そしてこれからの戦略を話し込んでいる。だというのに、そのことには何も疑問はわかないのですね。普通、何かしらの質問くらいぶつけてきそうなものですが……」

「は、なにそれ。別に興味ないだけなんだけど」

「そうでしょうか？　あなたは意外と気になったことを素直に言葉にされる傾向があります。なのに今回はそれがない。どうしてでしょう？」

　神か室むろが答えずにいると坂柳が続ける。

「もしかすると、あなたは既に綾小路くんに関して何かしらの情報を持っているのかも知れませんね。とすると、その情報はどこから得たのか……。もしかして、私の知らないところでお２人に接触機会でもありましたか？」

　僅わずかな不自然さを嗅ぎつけた坂柳が、鋭い瞳でオレを見た。

　だがオレから話す言葉も、向ける視線もない。

　落ち度があるとすれば神室の方である。

「ふふ。まあいいでしょう。今日は機嫌が良いので気にしないことにします。それでは御ご機き嫌げんよう綾小路くん」

　そういい、神室を連れて去っていく。

　冬休み中も坂柳に使われて大変そうだな、神室のヤツも。それだけ握られている弱みが大きいってことだろうが。ただ一之瀬と神室が同じ問題を抱えていると言っていた件くだりは話半分くらいに聞いておいたほうが良さそうだ。あの場面で嘘うそをつくメリットは坂柳にはないが、だからといって坂柳の言説を信じて得することもない。

　本当に一之瀬が今の位置から転げ落ちた時に真実が分かればそれでいいだろう。

「堀ほり北きたの耳にだけ入れておくって手もあるが……どうするかな」

　同盟を組んでいる堀北は、一之瀬を援護する選択を取るかも知れないな。オレ個人としては放っておくべき案件だと思うが、それを決めるのはクラスを引っ張って行く人間、つまり堀ほり北きたの役目であるべきだろう。冬休みのどこかで直接伝えておくか。

　緊急性はないと判断し今すぐの連絡は見送る。

　嵐のような存在が去った後、何食わぬ顔でオレは寮りようへ戻ろうとした。

　購入したモノを届けるという、本来の目的を果たすためだ。

　しかしそんなオレの目的は意外にもあっさりと終了を迎える。

　ケヤキモールの入り口に差し掛かったとき、元気そうな姿のある少女とすれ違う。

　少し急いでいたのか、オレの存在に気づくことなく小走りでどこかへと向かっているようだった。念のためと思い後を追うと、友人と合流して店内に消えていく姿を目撃した。

　姿が見えなくなるまで見送った後、オレは寮に戻る選択を頭から消す。

「映画でも観みにいくか」

　そう決めて、映画館へと足を向けることにした。
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　映画館に来るのはオレにとって珍しいことじゃない。

　休みの日になると定期的に足を運んでいるからだ。人によっては、映画の鑑賞にポイントを使うのは無駄遣いだと考えるかも知れないが、様々なことに興味を持つことは意外と大切だ。オレにとって映画鑑賞は、趣味になりつつあった。

　息抜きに最適なうえ、新しい知識を吸収することが出来る。映画で様々なモノに触れることで好奇心を刺激されることもしばしばある。

　とは言え、今日見るのは専門技術が生かされた映画ってわけじゃない。クリスマスの熱に当てられたカップルたちが見るような、甘く切ないラブロマンス系の映画でもない。田舎マフィアの小さな抗争に焦点をあてたドンパチ系の作品だ。

　頭を空っぽにしてストーリーを見たい日も時にはある。ちなみに、この映画は公開が今日で最後を迎えることになっているが、けしてロングランの名作ではない。箸にも棒にもかからなかった、Ｂ級映画の位置づけだ。そのためネット上でいつでも席を予約出来たが、観るかどうかを悩み続けて、結局上映が終わる最終日、別の目的のついでに観にいくことを決めた作品である。

　受付の人間と短いやり取りをして観る時間と映画を指定すると、座席表の載ったラミネート加工されたシートを差し出された。

　ところがここで誤算が起きた。いつもオレが鑑賞している後方の席が埋まっていて、空きがあまりないらしい。

　上映予定だった人気作が公開を僅わずかに延期したことで、この映画に客が集中したようだ。

　しかもクリスマスが近いこともあってか、殆ほとんどの席が２人ずつのセットで席を押さえられている。

　恋人同士で何も観みないよりは、一つくらい観ておこうってことだろうか。

　前列の大きく道幅の開けた列の真ん中が見やすそうだと思いオペレーターに伝える。すると中央付近に運よく何個か空きがあり、席の確保に成功する。端の方の席が人気なのは、カップルの有無は関係ないんだろうか？　その辺の映画館事情は良く分からない。

　上映まで20分ほどあるため、適当にパンフレットの置かれたコーナーで時間を潰つぶす。

　それから入場開始できる10分前になったところで、一人で入場した。

　後ろからもパラパラとカップルの生徒たちが入ってくる。

　前列の真ん中に座って、上映の開始を大人しく待つ。

　周囲の席は比較的早い時間から埋まり始めた。

　スクリーンに視線を送る。

　オレは映画本編前に流れる、近日公開予定の予告を観る時間が結構好きだ。

　だから予告が始まる前に、必ず席についている。

　自室のテレビで見るよりも、次にどんな映画を観ようか強い興味をかきたてられる。そんな大きなスクリーンは非常に魅力的で、それを目当てに映画館に足を運んでいると言っても過言ではない。

　ただ、今は劇場内は明るく映画の宣伝ではなく、コンビニ商品等のＣＭが流れている。

　ふっくらとしたお米をしゃもじで返していたり、パリッとした海の苔りを網の上で焼いているシーン、そして完成したおにぎりを食べる子供たちの映像が流れている。

　段々と席が埋まり上映時間が近づいてきた時、どんな状況か気になり辺りを見渡した。

　同列は殆ど埋まっていて、オレのすぐ右側にはカップルが、左側も１つ空けてカップルが座っていた。暗がりなのを良いことに、手を取り合ったりしている。

　この手の映画でもカップルは湧いてくるものなんだな。

　空いていた左側の席は一人のため、最後まで空席だろう。

　わざわざ誰もイヴの前日に一人虚むなしく映画なんて観に来るはずもない。

　携帯もマナーモードにすると同時に、念のため電源を落としておく。

　それとほぼ時を同じくして劇場内の照明がゆっくりと落とされていき映画の予告が始まる。ここからがわくわくする時間の始まりだ。

　するとそのタイミングで左側に影が差した。そして一人の生徒が座席に腰を下ろした。

　オレのようにイヴ前日に一人で映画を観に来る変わり者もいるらしい。

　この映画をチョイスしたところには素直に賞賛を送りたい。

　そう思いながら視線だけをスライドさせる。

「…………」

　思わず間抜けに口を開けてしまう。

　孤高の生徒の正体はＣクラスの生徒、伊い吹ぶき澪みおだった。

　つい前日、屋上で派手な一件があっただけに、気まずいものがある。

　ただ幸いなことに、既に映画館の照明は消えてしまっている。

　伊吹はこちらに気づくこともなくスクリーンに目を向けていた。

　エンディングのスタッフロールは最後まで観みる派だが、最後まで残っていると照明が復活してしまう。やむをえない、今日はスタッフロール突入と同時に撤退だ。

　しかし、ここでひとつの誤算があった。

　それは、映画館で度々巻き起こる『ひじ掛け』問題だ。

　隅っこであれば、左右のひじ掛けを確実に自分用として使うことが出来るが、それ以外の席では常にひじ掛けの争そう奪だつ戦せん。映画館ルール的には、どちらが自分のひじ掛けであるかの規定はなく早い者勝ちだったりするケースが多いようだ。

　オレより先に席についていた右側のカップルがひじ掛けを使っていたので、空いていた左側のひじ掛けを使っていたのだが、伊吹はそのひじ掛けに無造作に肘ひじを置いてきた。

　共有部分のスペース上２人分の肘も置けなくはないが、些さ細さいなことで袖そでと袖が触れ合う。

　それが気になったのか、伊吹が無意識に相手を確かめようとオレのほうを見た。

　当然全てを観察していたオレと目が合う。

「げ」

　即座に漏れ聞こえてきたのは、そんな伊吹の嫌そうな声だった。

　ＣＭと予告の絶妙な静せい寂じやくの間だっただけに、随ずい分ぶんとハッキリ聞こえてきた。

「偶然、だな」

　何も声をかけないのは、それはそれで不自然だと思いそう声をかける。

　しかし、伊吹はそれに答えず視線を外した。

　どうやら無視を決め込むつもりらしい。

　それならそれで、こっちもやりやすいと割り切らせてもらおう。

　そう思いスクリーンに集中する。

　ところが……。

　上映が始まってから、定期的に伊吹側から向けられる視線を感じた。

　オレの存在が余程気になるのか、映画にはあまり集中していないようだ。

　ちゃんと観たらどうだ？　と言いたいところだが上映中大声でも出さない限りそれも難しい。ならそっと耳打ちをしてみるか？

　いや、そんなことをすればたちまち伊吹に噛かみつかれるかも知れない。

　ここは伊吹の視線に耐えながら、気にしないように過ごすしかない。

　幸いオレは幼少期から『監視』されることには慣れている。
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　意識の中で気が付いていることをおくびにも出さず、映画を観みていく。

　ただ問題があるとすれば、映画の出来そのものが良くないことだ。まさにＢ級、だな。

　上映が始まって折り返しを過ぎた頃だろうか。

　これから主人公が敵を討つために敵地へと乗り込むクライマックス直前。

　手に汗握るシーンが訪れようとしていた時、突如として映像がブラックアウトした。

　最初は何かの演出だと思い、生徒たちは黙ってスクリーンを見守る。

　ところが、10秒待っても20秒待っても映像や音が進むことはなかった。

　おかしいぞ？　と思い始めたところで館内にアナウンスが流れた。

「大変ご迷惑をお掛けしております。機器トラブルのため一時上映が止まっております。ご鑑賞中の皆様にはご迷惑をお掛けいたしますが、しばらくお待ちください」

　そんなアナウンスだった。

　生徒たちは一斉に不満を漏らしつつも、小声で雑談して待つことを決めたようだ。

「なんかついてないんだけど……」

　こちらへの当てつけのように、伊い吹ぶきがため息混じりに言う。

　機材トラブルの原因がオレにあるとでも言うつもりだろうか。

「こっちも予想外だった。おまえが今日、映画に来るなんてな」

　こちらもその当てつけに対して言い返す。

「私がいつどのタイミングで来ようと勝手でしょ」

　それが気に入らなかったのか伊い吹ぶきは当然のように反論してきた。

「それはオレも同じだ」

　だから最終的に合わせるようにして答えた。

「あんたは……」

　何か言いかけて一瞬口ごもった後、伊吹が強い視線で口を開いた。

「今まで腹の中で私をバカにしてた。その事実が許せない」

　伊吹がそう怒りたくなる気持ちは分からなくもない。だが恨うらまれる筋合いはない。

　慰なぐさめや、そんなことはない、なんてフォローをしても伊吹には無駄だろう。

　だからオレは最善と思われる策を選ぶ。

「それも実力だ伊吹」

「は……？」

　映画館の一部、オレと伊吹の間にだけ不穏な空気が流れる。もちろん伊吹側からだ。

　殺気と苛いら立だちの混じった鋭い視線が向けられる。

　だがオレは構わず言葉を続けた。

「どんな状況でも自分が相手を上回る力を持っていれば、問題にはならなかったんじゃないか？　相手が能力を多少隠していたところで気に留とめることもない。おまえがオレを止められれば、龍りゆう園えんたちに勝ち目もあった。少なくとも引き分け以上には持ち込めただろう」

　強いと啖たん呵かを切ったオレが屋上で返り討ちにされれば、それ以上ダサいことはない。

「それは……」

　伊吹が絶対的に反論できないこと。

　己の強さだ。相手が力量を隠す隠さないなど些さ細さいなこと。

「それに、だ。オレは龍園や坂さか柳やなぎたちと違って、上のクラスを目指すつもりも、ましてワンマンプレイで不用意に目立つつもりもなかった。当然目立ちたくないから、余計な能力も披ひ露ろうしない。龍園と戦うことになったのも、色々なモノを天てん秤びんにかけた上での仕方がない選択だ。相手をバカにするとか、見下すとか、そんなことすら考えちゃいない」

　これは伊吹を安あん堵どさせるための話じゃない。ある意味伊吹に取っては今まで以上の屈くつ辱じよくを感じたかも知れない。相手を侮ぶ辱じよくするってことは即すなわち、相手を敵として認めている証拠。

　だがオレが言っているのは伊吹を道端の石ころとしか思っていないってことだ。

「……気に入らない」

　どんなに理屈にかなった話でも、当然心情的には受け入れがたいか。

「あんたは目立つつもりなんかなかったっていうけど、それはおかしい。無人島であんたが龍園を刺激する回答をしなきゃ、こんなことにはならなかったんじゃないの。違う、それ以前。須す藤どうの暴力の件を見逃してればよかった」

「そうだな。その点はそうかも知れないな」

　須す藤どうが仮に退学し、無人島で伊い吹ぶきの策略でＤクラスが惨ざん敗ぱいし、船上試験もそのまま進行していれば、龍りゆう園えんはＤクラスなど眼中に置いていなかっただろう。

　とっくにＢクラスとの戦いに身を投じていたはず。

「あんたは口で色々言いながらも能力を使った。隠しながらも使ったんだ」

　能力を行使することはオレの勝手。

　だが、その使い方が気に入らない伊吹にとっては、受け入れがたい現実だったんだろう。

　伊吹はこれ以上話すのも時間の無駄だと思ったのか、消えたスクリーンを見つめた。

　オレも反論せず、そのまま流すことにした。どうせすぐに上映は再開される。

　それで伊吹との時間も終わりだ。
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　映画が終わったらスタッフロールを見届けず立ち去る。そんな思い描いていたビジョンは、あっけなく打ち砕かれる。

　想定外の事態になった。

　待てど暮らせど上映が再開されない。

　機材トラブルの不具合がよほど酷ひどいのか、それとももたついているだけか。

　オレも伊吹もお互い気まずいからこそ、さっさと済ませてもらいたいものだ。

「はあ」

　伊吹の方から繰り返されるあからさまなため息。

　しかしこんな状況じゃ、ため息もつきたくなるってものだ。

　オレは既に映画の内容がどうでもよくなり始めていた。

「あー……オチどうなると思う？」

　これ以上の沈黙もどうかと思い、オレはそんな風に話を振ってみた。

　オチが気になっているから、伊吹も席を立たないはずだ。そうでないなら、とっくに帰っているはず。あるいは他の生徒が帰る様子を見せないため、流れに乗れないか。

　が、伊吹はオレから反対側のひじ掛けに頬ほお杖づえをついていて、こちらを見ようともしない。

　まるで見えないガラス、それも相当分厚いガラスがオレと伊吹の間に挟まっているような気がする。伊吹の態度は言うまでもなく、うざいから話しかけてくるなってことだろう。

　流石さすがにこれ以上藪やぶを突くのは止よした方が良いな。

　今にも毒をもった蛇が飛び出してきて、腕に噛かみ付つきそうだ。

　結果、黙り込むことを決めた。

　だが、いつになれば映画は再開されるんだろうな。

　チラホラとだが、待つのを苦痛に感じた生徒たちが退席していく。

　伊い吹ぶきもこの流れに乗じて帰るかと思ったが、席を立とうとはしないようだ。

　やはり単に映画の続きが見たいのか、それとも───。

　ともかくオレとしても、一応最後まで見てオチを知りたい。そうでなければこの映画を観みに来た意味すら失ってしまう。ここは粘り腰を見せる時か。

　携帯の電源を入れ、時刻を確認する。

　アナウンスが流れてから恐らく20分以上が経過しただろうか。

　この上映だけじゃなく、次の上映にも大幅に影響を与えそうだな。

　後ろを振り返ると、もはや客はオレと伊吹を含めて数人ほどにまで激減していた。

　恐らく一人で観に来ていたならもっと粘っていたんだろうが、カップル同士だとパートナーを待たせることにもなる。恋人との大切な時間をここで無駄にはしたくないのだろう。しらける前に移動してしまったと見るべきか。

「……あんた、帰らないの」

　携帯に視線を落としていると、伊吹が声だけをオレに向けてきた。

　顔の表情は見ることが出来ないくらい、明後日あさつての方向を向いている。

　どうやらオレが帰らないことへの不信感から、黙っていられなかったらしい。

「８割見たしな。正直オチが気になる。20分待ったしそろそろ復旧する頃だろ」

　ここまで粘ったのに帰ったらもったいない。そんな謎理論まで頭に浮かびだしている。

「結末なんて、ネットで検索すればいくらでも出てくるでしょ。面白かったかどうかも含めてね」

「他人の意思が反映されたレビューを読む気にはなれないな」

　その作品の良よし悪あしの本質は、自分で見なければ分からないものだ。

　もちろん、その作品を見るかどうかの参考指数にはなるが、評価を下すものじゃない。

　ましてもっとも重要な結末部分を、１、２行の説明だけ見て納得するなら、最初から映画館まで足を運んで観ようとは思わないだろう。

「私はもう映画なんてどうでもいい。あんたより先に帰りたくない、それだけ」

「随ずい分ぶんとストレートだな」

　本当に映画とは一切関係のない理由で粘っているようだ。

　ただ、残念ながら伊吹がこの勝負に勝つことはない。よくて引き分けだ。

　上映が再開されるまでオレは席を立つつもりがない。これが明日のイヴにも予定のない男の強みとでも言っておくべきか。

　そんな２人の戦いに終止符を打ったのは、悲しいアナウンスだった。機材の不具合を直すことが出来ず、上映を中止することになったこと、そして返金処理がされることになったことなどが説明される。

「ついてないな」

　つまり結末が知りたければ、レンタルされるのを待って借りるかレビューサイトのネタバレでも見て補完する他ない。

　上映の中止がアナウンスされても伊い吹ぶきはこちらを向くこともなく動かなかったので、オレは用の済んだ映画館から立ち去ることを決めた。
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　さて、変な待ち時間もあったせいか妙に肩が凝った。

　坂さか柳やなぎや伊吹との予期せぬ絡からみもあり、寄り道して帰る気にはなれない。

　さっさと帰ろうと映画館を出たところで背後から声をかけられた。

「ちょっと待ちなさいよ。このまま、あんたの正体を周囲に隠しとおせると思ってるわけ？」

　伊吹だ。わざわざ追いかけて来て何を言うかと思えばそんなことか。

「一連の会話を聞いてなかったのか？　あの時のことは胸にしまっておくべきだぞ」

「冗談じゃない。今まであんたは、私のことを腹の中であざ笑ってた」

　それが許せない、と言われるまでもなく伊吹の顔に書いてある。

　さっきのオレの言動と理念に対しての不満は更に膨ふくれ上がっていた。

「だったらどうする。言いふらしてみるか？」

「……それはしない。困るのは私だけじゃなくなるんでしょ？」

「そうだな。場合によっちゃ、屋上にいたメンバー以外、真ま鍋なべたちにも飛び火するだろうな」

　一連の経緯をたどって行けば、最終的に学校側もオレにたどり着くかも知れない。

　だが、言い逃れはいくらでも出来る。精々停学処分が関の山だ。

「そもそも、この学校はクラス対抗が基本だ。オレを責めるのはお門違いだろ」

　そこに正々堂々を求められても困る。

「分かってる、分かってるわよ……。ただ生理的に、あんたを受け付けないだけ」

　伊吹澪みおという少女を分析するに、まだ彼女は大人への一歩を上り始めていない。

　恐らく幼い頃から武道を学び自分の強さを誇こ示じし続けてきた。

　幼少期は男女の肉体における強さの差は殆ほとんどない。それ故に技術があれば異性を圧倒できるだけの力を身につけることも容易たやすい。しかし、年齢を重ねて行くごとにそれは難しくなっていき、中学生に入った頃から肉体の持つポテンシャルが差を埋める。

　こと肉体の強さだけにおいて考えれば、女性が男性に勝るものは皆無に等しい。

　差別ではなく、純粋に存在する差。

　もちろん、伊い吹ぶきは並の高校生として考えれば相当強い部類には入る。

　武術の覚えのない男では、到底太刀打ちできないだろう。

　だが同じ才能、同じレベル以上の鍛たん錬れんをしてきた男には、残念ながら勝つことが出来ない。

　そういった事実を、本来人は自然と学んでいく。

　だが伊吹はまだ高校１年生。まだその差による壁を認めきれていないのだろう。

「黙り込んで何考えてるわけ」

「どうすれば、この場を丸く収められるのか思案してた」

「それで、思いつけた？」

「生あい憎にくと方法は浮かばなかった。何を話しても納得してもらえそうにないからな」

　伊吹は今日初めて、ほんの少しだけ唇の端を緩ゆるめた。

「正解よ。私は納得しない、引き下がらない」

　だろうな……。

　不可解なパズルを解くには、一度正攻法に回ってみるべきかも知れない。

「ところで……結構映画は好きなのか？」

「は？」

　何聞いて来てんのよ、という伊吹の態度はもっともだ。

　しかしオレはその態度を無視して続ける。

　あえて普通の話題を繰り出してみた。

「一人であの映画を観みにいくくらいだぞ。しかも相当マイナーな映画だし」

「別にいいでしょ。私には私の目標があるんだから」

　不思議な言い回しに引っかかる。

「目標？」

「……この学校で上映される全ての映画を観る。大した目標じゃない」

　いや、それって意外と凄すごいことだろう。

　誰だって学校生活に、自分で決めた目標みたいなものを勝手に持ち込む。

　友達を作る。休日は必ず出かける。無遅刻無欠席で卒業したい。テストで１番を取り続けたい。簡単なものから達成困難なものまで様々だ。

　その中でも伊吹の掲げた『公開される全ての映画を観る』は、一見簡単そうで実は難しいものだと思う。自分の好きな映画なら足も軽くなるが、興味のないジャンルは当然その逆で足が重くなるはずだ。

　多くの人が、そんな目標ただの遊びだと思うだろう。

　しかしどんなもの、どんなことであれ目標を立てそれを目指す過程は意外と大切だ。

「……何よ。バカにしてるわけ？」

「さあ、どうだろうな」

　こちらの沈黙を悪いほうに捉とらえた伊い吹ぶきが睨にらみつけてくる。素直に褒ほめることもできたが、あえてしなかった。こっちもちょっと困らされてるしな。

　ともかく伊吹とは早々に別れた方がいいだろう。これ以上付きまとわれると、余計な生徒たちにまで目撃されてしまう。

「これからどうするんだ。一緒にお茶でもするか？」

「冗談よして。帰る」

　当然誘いには乗ってこない。拒絶されることは分かりきっていた。

　その流れに乗るように言葉を続けた。

「だったら右だな、オレは左に曲がる。そういうことで今日はお開きにしよう」

　そう言って左右それぞれの道を指し示した。

　双方が別々に歩み出せば、何一つ問題が起こらない。理想的な道筋だ。

「何よ。私だってあんたとなんて一秒でも早く離れたいし。言われるまでもない」

　見事に相思相愛だったようで、伊吹はすぐに右に曲がった。

　オレもそんな伊吹に背を向けるように左に曲がろうとした。

　ところが───

　背後からぐいっと腕を掴つかまれた。伊吹がオレの腕を引っ張っている。

「おい、なんだ？」

「黙って。石いし崎ざきたちが来てんのよ」

　身を隠すように、物陰へとオレを引きずりこむと、こっそりと様子を窺うかがう。

　オレも少し遅れて伊吹の視線の先を追うと、石崎を中心に、小こ宮みやと近こん藤どうがいた。

　今までならそこに、龍りゆう園えんも含まれているはずだが、当然ながらその姿はない。

「大丈夫かよ石崎。まだふらふらじゃねえか」

「うるせえな。もう平気だっての。ってて……」

　全身が痛むのか、時折苦痛に表情を歪ゆがめながら石崎が歩いている。

　そんな様子を見て小宮が不安そうに辺りを見渡しながら言う。

「つかさっきの話……龍園さんとやり合ったってマジなのかよ」

「……ああ。アルベルトと伊吹も一緒にな。もう龍園さん……いや、龍園の時代は終わりだ。これから龍園のヤツは、誰にも指図することはないんじゃねえの」

「それは、良かった、けどよ。でも誰がこれから作戦とか立ててくんだよ」

「知るか。金かね田だとかがやるんじゃねえの」

　そんなやり取りをしながら、３人がオレたちの目の前を通り過ぎていく。

「ふう。気づかれなかった」

　安あん堵どする伊吹。オレと２人でいるところをクラスメイトに見られたくなかったんだろう。特に石いし崎ざきは、どんな反応を示すかわかったものじゃない。

　しかし聞こえてきた石崎の言葉はオレたちの耳にも届いている。

「……さっき石崎からメールが来た。龍りゆう園えんのヤツ、退学しなかったって」

「そうなのか」

　他ひ人と事ごとのように言うと、伊い吹ぶきが詰めてくる。

「あんたが何かした。そうじゃなきゃ、あの龍園が思いとどまるとは考えにくい」

「引きとめようとして、おまえには止められなかったのか？」

　言葉尻や態度、そして口調からそうじゃないかと思ったが図星のようだ。

「私は龍園なんて死ぬほど嫌い。でも、クラスメイトでもないあんたの方が、あいつに強い影響を与えてるってことがもっと嫌いで許せない」

「他人だからこそ、与える影響もある。そして逆に、オレには出来ないこともおまえになら出来る。石崎のヤツが義理を果たすつもりのようにな」

　すれ違う際のやり取りだけでも、何があったかを推測するのは難しくない。

　男気、とでも言うやつだろうか。

　石崎もまた、元は龍園を嫌いながらもリーダーとして導いてきたことに対する礼儀を尽くそうとしているのが伝わってきた。

「……本当にそう思うわけ？　自分が龍園より上ってアピールできるからじゃないの？」

　素直に石崎の考えを認めようとせず、伊吹が言う。

　けどそれは鎌かけだろう。

　オレがどんな考えを持つのかを引き出す狙いが伊吹にはあった。

　そう伊吹の目が訴えかけている。

「おまえこそ、本当にそう思うのか？」

　だからオレはそのままの質問を返すことにした。

「……嫌ってはいるはずなんだけどね。散々虐しいたげられて来た訳だし。３人がかりだったとしても龍園を倒したってなれば、クラス内での石崎の評価は必然的に上がる」

「なるほどな。そういう見方も出来るか」

　こちらが納得した様子で頷うなずくと、軽く膝ひざの裏を蹴けられた。

「これは避よけないの？」

「あのな。オレはエスパーでもなんでもないんだぞ。何でもかんでも避けられるか」

　伊吹は怪しみながらも、そのことを追及しては来なかった。

「それであんたはどう思ったの。石崎の発言」

　自分の意見だけを言わされて不服だったのか、そう言ってきた。

「嫌っていても、実力を認めてはいるってことだろう」

　龍園が退学することのデメリットを、石崎は肌で感じているのかも知れない。

　龍りゆう園えんの立てた筋書きを汲くみつつ、仲なか違たがいしたことにする。

　オレとのことを一切表に出さず、約束を律りち儀ぎに守っているようだ。

　もちろんそれも計算のうちではあったが、絶対の保証などどこにもない。これまではともかく、明日には気が変わって全てを暴露する可能性も０じゃない。軽かる井い沢ざわのことだって、触れようと思えば触れられるのだ。

「アルベルトは喋しやべったりしないだろうけど、石いし崎ざきのヤツがいつまでも黙ってると思う？」

　そのことを伊い吹ぶきも分かっている。だからこそ挑発するように様子を伺ってきた。

「話したら話したで、その時のことは考えてる」

「……あ、そ」

　こちらが驚きや動揺を見せなかったため、すぐに伊吹は興味をなくしたようだ。

　とにかく石崎たちは行ったな。これで解散の流れに───。

　オレは咄とつ嗟さにしゃがみ込み頭を数十センチ下げる。

　その直後、オレの頭のあった位置を高速で伊吹の足が駆け抜ける。

「……何が避よけられないよ。避けたじゃない」

「そういう前フリからの蹴けりだったからな。というか全力で蹴ったな？」

　武道経験者の回し蹴り。直撃すれば脳のう震しん盪とうは避けられないレベルだ。

「強い癖くせに、それをおくびにも出さない。なんなわけ？」

「おまえは普段から、自分は強いですなんて吹ふい聴ちようして回ってるのか？」

「それは……」

「武術だろうとなんだろうと、それを使う機会がなきゃ誰かが認知するはずもない。オレは須す藤どうや石崎たちと違って、血気盛んなタイプじゃないからな」

「勝負して」

「なんだって？」

「もう一度私と勝負してって言ったの。本気の全力であんたと戦わせて」

　そのことが諦あきらめきれないのか、伊吹は再び戦闘モードへと切り替わっていた。

　石崎たちが現れなければ、あっさり別れられたんだが……。

「どうしてこんな話の流れになったんだ？」

「私はあんたが嫌い。表の顔と裏の顔を使い分けるところがね」

「なるほど」

　龍園や石崎みたいな連中は良くも悪くも見たままだからな。伊吹もそうだ。

　無人島の時だってスパイとしての演技はあったにせよ、素の伊吹は同じだった。

「オレは元々こんな性格だから、恨うらまれる筋合いはない。そう言ってもダメだよな？」

「無理」

　２文字で否定される。

「これまでのことは別としても、屋上での借りを返さなきゃ気がすまない」

　これは、何を言っても聞きそうにないな。

　伊い吹ぶきは自分のコンディションが整った今、勝てる可能性を追いたいと思っている。

　ここで逃げることは簡単だが、３学期以降学校生活が始まってから同じように詰め寄られるのはもっと手間だ。それを伊吹も当然突いてくる。

「学校が始まって私があんたに不用意に絡からめば、それだけ面倒なことになるんじゃないの？」

　直接言いふらしはしなくても、他クラスの人間に付きまとっていれば周囲は怪しむ。

　それでいいのか？　という多少強引な脅おどしだ。

　言ってしまえばそれも『言いふらす』ようなものなのだが、伊吹はそうじゃないと言いたいらしい。

「あんたが私を引き下がらせたいのなら、もう一度勝負するしかない」

　勝負なんて一口に言っても様々だ。

「囲碁や将棋で勝負しようってわけじゃないよな？」

「どっちもルール知らないし」

　それは残念だ。どっちも腕には自信があったんだが。

「勝負のつけ方なんて決まってるでしょ」

　そう言って、人通りもあるモール内で構えを取った。

　考えるまでもないが、そういうことだ。

　きっと、いつもそうやって物事に対して白黒つけてきたんだろう。

「……多分、何も変わらないと思うぞ」

「はっ。やっても結果は変わらないって？」

　オレの言葉に引っかかったのか、青筋を立てるように伊吹の唇がヘの字に曲がる。

　一瞬緩ゆるんでいた唇の形も遥はるか昔のことのようだ。

「結果だけじゃなくて、伊吹自身の考え方もな」

　屋上での負け方を踏まえて、再戦しても結果が変わらないことは分かりそうなものだ。

　だがどんな負け方だったとしても、伊吹は納得しなかったに違いない。

　男がとか女がとかじゃなく……多分負けを認めたくないだけなんだろう。

　だったらおまえの勝ちでいいよ、と言っても火に油を注そそぐだけだろうしな。

「どうせ私の勝負なんて受けないんでしょ？」

　もちろん、普通なら受けることはない。

　まして疲れている今、余計な行動はしたくないのが本音だ。

　しかし───

「時間はいいのか？」

　オレは否定せずそう伊い吹ぶきに声をかけた。

「……別に。映画以外に予定もなかったし。もしかして受けるわけ？」

　オレが話に乗るとは当然思わなかったであろう伊吹が面食らう。

　むしろ一歩引いているようにも見えた。

「冗談だったのか？」

「そんなことない。あんたが受けてくれるって言うなら望むところよ」

　驚いたものの伊吹はすぐに食いついてきた。

　今すぐにでも始めたいようで、前のめりになっている。

　だがそうはいかない。

　ケヤキモール内は数多くの人が行き来している。あまりに目立ちすぎる場所だ。

「受けるの？　受けないの？」

「どうしたもんかな。何にせよ、ここじゃ目立ちすぎるだろ。仮におまえの言うように勝負するとして、場所はどうする」

　ここはケヤキモール。監視の目は無数にある。

　さらに人目も避けつつとなれば場所を移すことは避けられない。

　かといって、敷地内も基本的にはアウトだ。冬休みの今、どこに誰の目があるかは分からない。もはや寮りようの室内にでも移動するしかないが、そんなところでの勝負は成立しないと伊吹も分かっている。

「……探す。これから探す」

「諦あきらめるって選択肢はないんだな」

「ここで会ったが１００年目ってヤツよ」

　そう言って伊吹は背を向け歩き出す。ついて来いってことらしい。

「逃げたらどうする？」

「走って追いかけて、見つけたらその場で飛び蹴げりする」

　ってことらしい。逃げたくなる衝動を抑えながら後を追う。

「先に言っておくけどな、適切だと思える場所があることがこの話の大前提だぞ」

「そんなこと分かってる」

　それさえ承知しているなら、ひとまずは納得しよう。

　人気のない場所が見つからなければこの話も流れるはずだ。

　こちらが一方的に断った場合と違って、伊吹も無む茶ちやをしてこないだろう。

　それを読んだ上での行動だ。

　前を歩く伊吹と数メートル離れているとはいえ、長い間行動を共にはしたくない。

　それから伊吹は、ケヤキモール内を必死に歩き回る。

　どこかに人気のない死角がないかを探す。だが簡単には見つからない。モール内の奥には生徒がそれほど寄り付かない場所もあるが、当然監視カメラはある。それに生徒はおらずとも従業員はどうしても存在する。

　かといって、それはモールを出ても同じだ。学校の校舎裏とかになれば話も変わってくるが、制服でないと入れない以上、それも無理だろう。

　わざわざ着替えてきて合流するのもおかしな話だし、オレたちが学校に入るところを他の生徒に目撃されれば、それはもう失敗みたいなものだ。

　それを見越して挑発行為に乗ったが、やはりこれが正解だったようだ。

「そろそろ諦あきらめないか？　この学校にそもそも死角は───」

「ちょっと待って」

　言葉を遮さえぎられる。

　何か閃ひらめいたことでもあるのか、視線をある方向へ向ける。

　伊い吹ぶきが見ていたのは『スタッフ以外立ち入り禁止』と書かれた窓ガラス付きの扉だった。丁度中でスタッフが作業していたのか、台車と共に中から出てくる。

　黄色いエプロンをつけていて、その胸には『木き村むら』と書かれたネームプレートがある。

　そして大きな文字でケヤキモールドラッグストアの文字がプリントされていた。

　台車には商品が入っていると思われる段ボールが３つほど乗っていた。その台車を押してモール内のドラッグストアへと向かった。恐らく商品を運び入れるのだろう。

「ついてきて」

「おいそこは───」

　そう言いかけるも、伊吹は扉に手をかけた。

　扉を開くと、やはり商品の積まれた倉庫のようだ。

　スタッフはおらず、最低限の明かりのみの薄暗い空間だった。

　段ボール箱を見ると、お菓子やガーゼなども積んである。

　やはりドラッグストアの商品ばかりだ。暖房は効いておらず、少し肌寒い。

「ここなら誰にも見られることはない。違う？」

　確かにスタッフ専用のスペースには監視カメラは設置されていない。

　だが普段は施せ錠じようされていてしかるべき場所じゃないだろうか。こんなところを普段から開けっぱなしにしているとは思えない。

　とすると、あの従業員が偶然鍵を閉め忘れていたか。あるいはすぐに戻ってくることを想定してかけずに出て行ったかのどちらかだろう。

　どちらにせよ、こんな場所に長時間いるとトラブルの元だ。

　こんなところに学生がいるのは不自然でしかないからな。

　見つかれば叱しかられることは避けられない。

「大したことないでしょ。間違って入ったって言えばそれでお終しまい。何か盗みでもしたなら話は違うでしょうけど、幸い私たちは隠す鞄かばんもない、完全な手ぶらだしね」

　確かに言い訳は出来るだろうが……。

　なんとしてでも、伊い吹ぶきは決着をつけたい気持ちが強いらしい。多少のリスクなどおかまいなしということだ。

　結果が分かっていても『あるいは』という感情は絶対に消えない。

「とてもじゃないが、こんな狭いスペースじゃ勝負なんて出来ないだろ」

　これじゃ最初に考えた寮りようの部屋とそれほど変わらない。

「私は別に構わないけど？」

　誰にも見られない条件さえ整えば、贅ぜい沢たくを言うつもりはないらしい。

「とは言えだな……さっきのスタッフがすぐ戻ってきたらどうする」

　それに普通、こういうところには迷って人が入らないよう鍵をかけるものだ。

　商品が盗まれるなんてことはまずないと思うが、確率は０じゃない。

　後で戻ってくるために鍵をかけなかったか、あるいは鍵のかけ忘れか。

　どちらにせよ長時間誰も訪れないってことはないだろう。

「それまでに決着をつければいいじゃない」

　こっちの意見には耳を貸さず、前向きなことだ。

　必死に場所を変えることを提案しようとしていると、ガシャン、と錠が閉まる音がした。

「どうやら、良くない方向の可能性があるぞ。締め忘れで戻ってきたみたいだな」

「別に慌てる必要ないでしょ」

「見てみろ」

　オレはドアノブを見るよう伊吹を促うながす。伊吹は怪け訝げんそうにしながらもドアノブを見る。

「……ちょっと。なんで鍵を開ける部分が無いわけ？」

「この手のガラス窓付きの扉は、室内側にサムターンがない場合がある。サムターンってのは、つまりおまえの言う鍵を開ける部分だな」

　サムターンを取り付けないのは、防犯のためだ。窓ガラスを割られてしまうと、手を入れて室内側のサムターンをまわしてデッドボルトを解除できてしまうからな。

「つまり出られないってわけ？」

「そういうことになる」

「何なのよ。なんであんたとかかわると、密室に閉じ込められるわけ？　あぁもう、エレベーターのこと思い出したら更にムカムカしてきた」

「今回オレは一切無関係だ。おまえがこんなところに入ったからだろ」

「はあ？　私のせい？」

　いや、本当に伊吹以外に責任の持って行き所がない話なんだが。

　前は真夏のエレベーターで、今回は真冬か。奇妙なこともあるもんだ。

「とは言えエレベーターの時とは状況が違う。窓ガラスの素材は普通みたいだから、最悪叩たたき割わること自体は簡単だな」

「じゃあ最悪出られるわけね」

「ただし、第三者には絶対に知られることになるけどな」

　オレたちが倉庫に入り込んだことを絶対に知られてしまう。

「……いい。考え方を変えて前向きに行かせてもらう」

「嫌な予感がするんだが」

「その予感は的中ね。ここなら邪魔は入らないことが確定した」

　伊い吹ぶきはこちらを振り返ると、ゆっくりと構えを取る。

「ルールはあんたに決めさせてあげる。相手が負けを認めるまで？　意識を失うまで？」

　完全に逃げ切れないこの状況を、逆に伊吹は利用するつもりらしいな。

　今の状況なら、オレが逃げ出したいと思ってもそれは叶かなわない。

「ギブアップを宣言した方の負けで」

「……ちょっと待って。やっぱりルールは私が決める」

「おい」

「そのルールだったら、あんたは戦う前に負けを認めるんじゃないの？」

　正解。

「だから、私が勝ちと思うか負けと思うか。白黒付くまで勝負を続ける」

　なんとも強引かつ、無む茶ちやな話だ。

「分かった。おまえのその提案に乗ってもいい。ただしあれこれ条件を付けるんだ、こっちの条件もひとつ飲んでもらうぞ」

「なによ」

「決着が着いたなら、金輪際オレに対して挑んでくることを禁止にする。いいな？　もちろん学校の試験での正当な勝負なら、それを禁止にする権利はオレにないけどな。あくまでも今回みたいな個人的な戦いはこれっきりにしてもらいたい」

「……元々ここでケリをつけるつもり」

　不服はないようで、伊吹は小さく頷うなずいて承しよう諾だくした。

　そうと決まれば切り替えていくしかないな。

　屋上の件からこっち、肉弾戦が続くのは想定の外だったが仕方がない。

　むしろ、伊吹を倒した後の方が問題だ。長引かせずに終わらせよう。

「ほんとむかつくヤツよね。ここから出ることのほうを優先して考えてる」

「場所が場所だ。オレたちが倉庫に入り込んだ事実を知られれば問題にもなる」

　間違えて入った、という言い訳はすぐに連絡しなければ効果は薄い。

　長時間も品物が置かれてある倉庫に入っていた、という事実は重い。

　そんなオレの気持ちを知ってか知らずか、伊い吹ぶきが警戒しながらも蹴けりを繰り出してくる。

　やはり足技が主体か。

　狭い倉庫の中で避よけ続けるのは簡単じゃない。それに加えて、出来れば積まれてある段ボールに損害を与えるようなことはしたくない。

　こっちは色々と物入りで、軽かる井い沢ざわにも『大量のプライベートポイント』を借りている手前、無駄遣いは避けたいところだ。

　しかし、多少の反撃で今の伊吹の心が折れるとは思えない。己のプライドを賭かけた戦いでやすやすとはギブアップしてくれないだろう。

　かといって意識を刈り取ってもそれは同じこと。伊吹は意地でも負けを認めない。

　本人が勝ち負けを判断するルール。厄介な勝負を押し付けられた。

　勝つには攻撃しなければならないわけだが、安易に殴るわけにもいかない。これが死闘ならこちらも容よう赦しやしないが、なんのメリットもない場外戦。顔だろうと腹部だろうと、下手な傷や痣あざは相手に残したくないものだ。

　となれば、こちらが使える技は必然的に限られてくる。

　相手に負けたと悟さとらせつつ、傷つけない。２つを両立させる手段。

　もちろんどちらも絶対ではないが……。

　オレは伊吹の蹴りを最小限の動きでかいくぐり、利きき手ではない左手を使う。

　パン、という乾いた音と共に伊吹のコメカミを掌しよう底てい打ちする。

　掌てのひらの付け根の堅い部分を使い相手を叩たたく技。

　叩いた対象の内部にダメージを浸しん透とうさせることが出来る。

　強烈な音と痛みに、伊吹が後方へ吹き飛ぶように崩れ落ちた。

「は───」

　打ち込まれた相手は何が起こったかわからず、痛みとパニックによって意識が朦もう朧ろうとしているはずだ。

　もう少し強く打ち込んでいたら、恐らく意識を失っていただろう。

　猪ちよ突とつ猛もう進しん、目の前の敵を倒すことだけに全力を注そそぐ伊吹。意識を断たつのは簡単でも、気持ちを断つのは簡単じゃない。

「……本気、出すまでもないってわけ？」

　揺れる視界に抗あらがいながら、伊吹は額を手で押さえこちらを睨にらみつけてくる。

「おまえも武道の経験者なら分かるはずだ」

「分かってる。そんなこと指摘されるまでもなくね……だけど、納得したくないことだってある」

　それがこの、オレとの戦いってことか。

　伊吹は言葉にならない言葉を、雄たけびのようにあげオレに再び蹴りかかってきた。

　隙すきはけして小さくない、威力だけを重視した蹴けり。

　小細工をしてもこちらに命中しないことが分かった上での、一撃必殺にかけたい思いがあったのかも知れない。あるいはカウンター覚悟の相打ち狙いか。

　どちらにせよ、その攻撃を素直にもらってやるつもりはない。

　伊い吹ぶきの繰り出した蹴りを右手でガードし、空いている左手で伊吹の首を取った。

「がっ……！」

　満足に呼吸もできない状態。

　伊吹はもがくように両手でオレの左手を掴つかむ。爪を立て、必死に抵抗するがオレの左手はびくともしない。

「決断しろ伊吹。ここで止めておくか、無意味に続けるか。そして後者を選ぶなら、おまえにその先はない」

　そんな簡単な言葉で納得するならこんな事態にはなっていない。

　だがそれでも、最後にもう一度オレは伊吹を試すことにした。

「龍りゆう園えんは示した。おまえはどうだ伊吹、示せるだけの実力を持ってるのか？」

「ぐっ！」

　最後の力とばかりに、こちらを睨にらみつけた伊吹。

　だが───。

　伊吹の手が震え、その手がゆっくりとオレの左手に乗せられた。トントントン、とタップするように３回弱々しく叩たたいた。その動きと目を閉じ観念した顔を見て理解する。

　ゆっくりと左手の力を緩ゆるめ、伊吹を解放する。

「はあ……はあっ。女だから手を抜けなんて思わないけど、マジで容よう赦しやしないのね」

「手を抜けるような相手じゃないだろおまえは」

　それに手を抜けば、伊吹は更に激情する。

　まあ、実際には実力など殆ほとんど出していないが、それは別の問題だ。

　手を抜いたように見せないことが大切だ。

「あぁもう。どうして……」

　悔くやしそうにしながらも、伊吹はどこか吹っ切れたようにその場に座り込んだ。

「いい。認めればいいんでしょ、あんたの勝ちだって」

　オレにとって勝敗はどうでもいいが、それで伊吹が納得するなら否定することはない。

　この無謀な戦いにも、互いにちょっとした意味はあったということだ。

「あんたほど強いヤツ、大人でも見たことない。どうやってそこまで強くなったわけ？」

「日々の鍛たん錬れんを繰り返す。武道の心得がある人間なら当たり前のことだろ」

「あ、っそ」

　こちらが本気で答えていないことを理解し、伊吹は諦あきらめたようにため息をついた。

「それでここからどうやって出るわけ？　私にも協力しろって話だけど」

「簡単なことだ」

　オレは学校のサイトからケヤキモール、ではなくその中にある店のドラッグストアへと電話する。

「すみません、木き村むらさんという店員さん……ええ、そうです。いらっしゃいましたら代わって頂けないでしょうか？」

　程なくして、木村店員が電話に出た。

　オレは彼にここに閉じ込められてしまったことを伝えた。

「このままじゃ問題になるんじゃないの」

「そうだな。ペナルティなしで切り抜けられる保証はない。大事にしないで済ませるためには、おまえにもバカを演じてもらうぞ伊い吹ぶき」

　程なくして、先ほど鍵をかけたであろうスタッフが、開かい錠じようして中に入ってきた。

　倉庫内にいるオレたちを見るなり、何の用で入ったのか、そして何な故ぜすぐに連絡しなかったのかと問い詰めてくる。

「すみません。彼女とデートで舞い上がってしまって、人気のない場所を探していました。ここに鍵をかけられたことにも気づかなかったんです」

　クリスマス目前であることを利用し、盛り上がってしまったバカなカップルを演じることにした。

　もちろん、嘘うそでも『恋人同士』なんてことは発言しない。

　ここでのことをスタッフが上に報告すれば、虚偽だと取られかねないからだ。

　オレはあくまでも明言は避け、そうだと相手に思いこませることにした。

「なあ澪みお、おまえからも謝れよ」

「は、はあ？　あんた何勝手に───」

　下の名前で呼ばれたことに機敏に反応する伊吹だが、オレは視線で黙らせる。

　この状況下だ、明らかな失言が自分に跳ね返ってくることは分かっているはずだ。

　もちろん、万が一裏切った場合のことは考えて準備している。最悪こちらも肉を切られるだろうが、伊吹に半分以上の責任を押し付ける想定はしてある。この部屋に積極的に立ち入ったのが伊吹であることを証明するのは難しくないからだ。

「……すみません、でした」

　不服そうにしながらも頭を下げる伊吹。

　その流れのまま、荷物には指一本触れていないことも伝える。

　スタッフの男性は繰り返し厳しく注意してきたものの、自分が鍵をかけ忘れたことにも原因があるということで、今回は上への報告はなしということで終わった。モール内の別のスタッフではなく、鍵をかけた当事者を呼び出したのもそれが狙いだった。

　説教の後、木き村むら店員は鍵をかけ仕事に戻っていった。

　こうしてオレたちは密室での苦難を超えて、無事外へと出ることが出来た。

「何とかなったな」

「……あんた、あの一瞬で店員の名前まで見てたわけ？」

　名前を呼ばれたことよりも、そんなことが気になるらしい。

「意図的じゃない。何となく視界に入ってただけだけどな」

「あぁそう」

　聞いてきた癖くせに対応はどこか冷めていた。

「とりあえず、もうあんたとは金輪際かかわらない。それで手を打つ」

「それはありがたいな」

「でもその前に……最後にひとつだけあんたの意見を聞かせて」

「意見？」

「Ａクラスに上がるには一人２０００万ポイントがいる、それは知ってるでしょ？　クラス全体で見れば合計８億ポイント。そんなとんでもないプライベートポイント、卒業までに貯ためることなんて出来ると思う？」

「不可能だな。誰もが考えて、結果諦あきらめる戦略だ」

　オレは即答する。

「そう。そうよね」

「それが最後に聞きたかったことか？」

「ええ終わり。じゃあね」

　それ以上何も言うことがないのか、黙って歩いていった。

　これで伊い吹ぶきとの縁は切れた、と思いたいが……３年間高校生活を共にする以上、そう言ってられない日は必ず来るんだろう。そんな予感だけはあった。
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「色々と災難だった」

　当初の予定から一部変更することになりつつも、長い半日を終え、オレはやっと寮りように戻ることが出来そうだった。冬休みの外出には危険がつき物だな。

　坂さか柳やなぎに神か室むろ、そして伊吹とのひと悶もん着ちやく。石いし崎ざきたちとのすれ違いもあった。

　携帯で時刻を確認すると、既に午後３時を回っていた。

「あはは。それ言えてるー」

　帰宅すべく、ケヤキモールの中を歩いていると、３人組の女子が角を曲がってきてオレの少し前を歩き始めた。

　佐さ藤とう、篠しの原はら、それから松まつ下した。全てＤクラスの生徒たちだ。仲良さそうに話をしながら歩いている。

　佐藤とは明後日あさつて会う予定があるため、無意識に視線を奪われた。

　オレは気配を抑えつつ気づかれないよう声の拾える距離を保つ。

　何かオレにとって役に立つ情報が手に入ればラッキー、という程度の考えからだった。

「私たち、結局クリスマスまでに彼氏できなかったよねー」

　松下が周囲のカップルたちを見ながらため息混じりに言う。

「作ろうと思ったらすぐ作れるくせに。あんた可愛かわいいんだから」

　篠原はニヤッと笑いながら松下の脇の下を突つつく。

「妥協してまで付き合いたくないし」

「それはそうだけどさぁ。でもやっぱり彼氏は欲しいかな」

「じゃあ彼氏候補とかいるの？」

　篠原に対して松下が聞くが、篠原は腕を組んで難しい顔をする。

「それが全然。まずうちのクラスは壊滅的だしさ」

「唯一にして最高の物件は、軽かる井い沢ざわさんに持ってかれたしねー」

　もちろんその物件とは平ひら田たのことだ。

「他クラスとは試験で戦ってばっかりで仲良くする暇もないし。いっそ上級生と付き合った方がいいのかなー、なんて思ってる。ほんとは大学生とかがいいんだけど」

　松下は同級生が対象外だと言った。

「上級生かー。私はなんか、年上って逆にダメかも。恋愛するなら同い年かな」

　対して篠原の方は同級生の方が良いらしい。

「佐藤さんはどうなの？」

「えっ？　私？　そう、ねー。私も篠原さんと同じでクラスメイトかな」

「いやいや、クラスメイトとは言ってないし」

　即否定する篠原。その部分は否定しなければならない要素らしい。

「そう言えば佐藤さんって……綾あやの小路こうじくんに声かけてなかった？」

　突如オレの名前が出る。不意の振り返りでもされれば一発アウトだ。

　オレは傍そばの本屋、通路側に面したコーナーに目を向けた。

　追いかけることはすぐに諦あきらめ、切り替える。

　佐藤たちと距離を開けるためにも、しばらくこの辺りで時間を潰つぶそう。

「本年度流行グッズランキング、か」

　日用品から家電用品まで、身近な様々な物にランキングを付けたものらしい。

　このメーカーの洗剤がいいとか悪いとか、細々書かれてあるようだ。

　ちょっと興味を引かれたため、手にとって流し見してみることにした。

「……買って帰ってもいいかもな」

　付録のベストカー用品まとめは不要だったが、おまけだから気にしないでおこう。

　家電辺りの事情に疎うといので、商品を買う時に参考に出来るかも知れないな。

　とりあえず佐さ藤とうたちは帰っただろうと思い顔をあげる。

　しかし、何な故ぜか視線の先には篠しの原はらが一人で立ち尽くしていた。

　どうやら残りの２人はお手洗いに行っているらしく、篠原がその場で一人待機することになったようだ。

　もう少し、本を物色することになりそうだ。

　グッズランキング本を買うために手にとってから、他の物にも目を通していく。

　本屋にはそれほどの客はいなかったが、似合わない人物を見かける。

　如い何かにも悪さをしそうな立ち振る舞いの人物。龍りゆう園えん翔かけるだった。

　学術書のコーナーに目を向けている。

　こちらからでは背中しか見えないため表情は窺うかがい知しれない。

「似合わないな……」

　取り巻きもおらず、一人で佇たたずむ姿を見ているとどこか寂しげにも見えた。

　ただ、昨日屋上でオレに敗れた翌日にもかかわらず、堂々と外出しているのは流石さすがといったところか。龍園が出歩いていることの確認ができただけでも収穫だ。

　気づかれても立ち話をする間柄ではないので、今は近づかないことを決める。

「ねえちょっと、あんた１年でしょ？」

「え？」

「今私らのこと見て睨にらみつけてなかった？」

「い、いえ。私はそんな……全然そんなつもりなくって……」

　他の本に目を通していると、篠原の戸惑うような声が聞こえてきた。

　誌面から顔をあげると、どういうわけか上級生と思われる男女２人が篠原を囲むように睨み付けていた。女子の方には見覚えはなかったが、男子には見覚えがあった。３年Ｄクラスの生徒で、入学当初オレの持ちかけた交渉によって、テストの過去問を売ってくれた生徒だ。２年生や３年生は退学した生徒も少なくないと聞いていたが、山菜定食を食べながらも、今日まで退学せず残り続けていたらしい。

　上級生の２人は、ペアルックで同じ水玉ストライプの私服姿だ。それに腕が触れ合うほどの距離に立っている。ほぼ間違いなく恋人同士だろう。

「絶対睨んでたって。そっちが前見て歩いてなかったのがいけないんでしょ？」

「いいから行こうぜ……。構うなよ」

　男のほうは気にしていないようだったが、彼女のほうは何やら怒り心頭らしい。

「許せないんだけど。１年の癖くせに、あんただってＤクラスなんでしょ？」

「それは、その、そうですけど……でも私、別に睨にらんでなんか……」

「嘘うそつきなさいよ。ぶつかってきといて逆ギレしてきたくせに」

　状況を見るに、どちらかが前方不注意で肩が触れ合った、ってところだろうか。双方に怪け我がや転倒が見られないことからも、それほど強い接触ではなかったことが窺うかがえる。

「そもそもさぁ。上級生にぶつかっておいて、その態度はなに？　謝ってよ」

「で、でも前方不注意だったのは……」

「はあ？　もしかして私とでも言いたいわけ？」

　自分の正当性を主張しようとした篠しの原はらだったが、上級生からの圧に耐えかねたようだ、しぶしぶ頭を下げる。

「っ……いえ。申し訳ありませんでした」

　だがその、しぶしぶといった態度は当然オレだけじゃなく上級生にも伝わる。

　既に上級生の女生徒の導火線には火がついていたが、更に業火へと変わってしまう。

「はっ。そんな態度取った後で謝られても全く誠意が感じられないんだけどー」

「せ、誠意って……でも前を見てなかったのは先輩の方だと思います」

　どうやら篠原からすれば、睨んだ睨んでないの前に相手からぶつかってきたらしい。

「ふざけないでよ。あんたが前見てなかったんでしょ？」

「そんなっ」

　どうやら上級生が主張するには、前を見て歩いていなかったのは篠原だと言いたいようだ。篠原の言い分とは矛盾する。

　だが本当のことは当事者たちか、目撃者にしか分からない。

　篠原では解決に導くのは難しい状況かも知れない。

　一応助け舟を出したほうがいいだろうか。オレもぶつかる瞬間を見ていたわけじゃないため真実は判断しかねるが……まぁ上う手まくやれるだろう。

　そんな風に思い本を棚に戻そうかと思った矢先、ある生徒の姿が見えた。

　篠原が絡からまれていることに気づいたようで近づいてくる。

　もしや、と思って見守っていると、その生徒は篠原に声をかけてきた。

「何やってんだよ篠原」

　先輩たちを無視して、クラスメイトの男子、池いけ寛かん治じがそう声をかける。

「あ……池くん……えっと……」

　助かった、という反応ではなかった。どちらかというと、嵐が去るのを待っている最中に別の嵐がやってきたような、そんな困惑した様子を見せる篠原。

　普段、池はトラブルを持ち込むことの方が多いので無理もない。

「何あんた。邪魔しないでよ」

　突然の来訪者に、女の上級生が噛かみ付つく。

「あぁいやすいません先輩。でも、クラスメイトなんでコイツ。何かしたんですか？」

　その口ぶりからして、池いけは状況を知っていたように思えた。

　オレと同じように遠くから様子を窺うかがっていたのかも知れない。

「何って、ぶつかってきたのよ。しかも逆さか恨うらみして睨にらんできてさ」

「あぁ～分かります分かります。俺もよくコイツに睨まれるんですよ」

　へらへらと笑いながら池が篠しの原はらを指差す。

　篠原は不満だっただろうが、池の行動が理解できず唖あ然ぜんとしているようだ。

「ただ、こいつ目つき悪いんで普段から睨んだような顔なんですよね。先輩たち睨むような度胸はないって言うか。多分生まれつきかと」

　そういって篠原の悪口を交まじえつつも、先輩たちに矛を収めるように促うながした。

　ぶつかったこと、つまりどちらが悪いかにはあえて触れなかったようだ。

「それに下手に騒ぎにしない方がいいと思いますよ。さっき先生もいましたから」

　もし見つかればトラブルの火ひ種だねが広がってしまう。

　そんな風に池が機転を利きかせた。

　何より大きなポイントだったのは、その言葉を女にではなく男に向けたことだ。

　視線で分かりますよね？　と彼氏側に伝えたことは効果的だったように見える。

「……もう行こうぜ」

　折せつ角かくのイヴを目前に控えている。男としてもこれ以上揉もめ事ごとは起こしたくないだろう。

　争いごとに抵抗のあった彼氏側にしてみれば、切り上げるチャンスだ。

　女のほうはまだ少し不服そうだったが、それでも多少怒りが発散されたようだ。

「ふんっ」

　そう鼻で息を吐いて男と歩いていく。何とか事なきを得たか。

　先輩たち２人が立ち去った後、篠原はホッとするように息を吐いた。

「ありがと……」

　お礼を言われ喜ぶかと思った池だったが、意外にもそっけない態度を取った。

「別に……。何となくだよ」

　そんな短い言葉しか返さない。

「でもさっきの言いすぎ。私別に普段から睨んだ顔してないし」

「アレは助けるための方便だって」

「もっとマシな方法あったんじゃないの？」

「知らねーって」

「……その、あの……あ、ありが───」

「じゃ、じゃあな。精々彼氏のいないクリスマス楽しめよ！」

「は、はぁ!?　あんただって彼女なんて一万年出来ないくせに！」

　池いけは何な故ぜか失言の置き土産を残して、その場を離れることにしたようだ。トイレから戻ってくる佐さ藤とうと松まつ下したの姿が目に入ったからだろう。

　しかし、立ち去るところは当然２人に目撃されてしまう。

　戻って篠しの原はらと合流するなり２人は怪け訝げんそうな顔を見せた。

「あれ、今の池くんだよね？　なんかあったの？」

「またちょっかいだされてた？　なんでうちのクラスってあんなバカばっかりなんだろ」

「う、うぅん、そういうんじゃないって。ちょっとね」

　怒りを２人にぶちまけるかと思ったが、篠原は特に出来事を語ろうとはしなかった。

　そしてただ静かに、篠原は去っていった池の背中を見送った。

　問題も広がらなかったようだし、オレも帰ることにするか。

　この場で佐藤の情報を拾えることもなさそうだ。
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　本の入った買い物袋を手に下げ帰宅中、一本の電話が入る。

　液晶に映る長は谷せ部べ波は瑠る加かという名前を確認した後、電話に出る。

「あ、私だけど。唐突だけどさ、明後日あさつて皆で集まってパリピしない？」

「ん？　集まって何をするって？」

　明後日の予定は既に決まっていたが、聞いたことのない単語に思わず聞き返してしまう。

「パリピ知らないの？　パーティーピープル。略してパリピ」

　いつの間にそんな新語が生まれていたんだ。

　いや、振り返ってみるとクラスの誰かが言ってるのを聞いたことがある気もするが。

　パーティー好きが集まってわいわいしようってことだろう。

「クリスマスは恋人たちだけのものじゃない、ってのがメインテーマね」

　なるほど。やはりクリスマスの与える影響はカップルだけにとどまらない。

　その周囲にいる独り身にも降りかかるもののようだな。

「悪いな。明後日は予定があるんだ」

　楽しそうだとは思ったが、ここは断らなければならない。

「……うん？　明後日はクリスマスだけど、どういうことかな？」

　どういうことかなと聞き返されても困るが、波瑠加たちも外で遊ぶなら見られる可能性もある。ここは正直に話したほうがいいだろう。

「佐藤と遊びに行く約束をしてしまった」

「サトウって、角砂糖のサトウ？　ポケットにでも入れて出かけるわけ？」

　どんなボケだそれは。

「え、え？　なに、もしかして佐さ藤とうさんとデートするわけ？　クリスマスに？」

　こっちが説明しなおすまでもなく、当然波は瑠る加かは意味を分かっていたはずだ。

　だが訂正するべきところは訂正しておこう。

「デートってわけじゃない。遊びに行くだけだ」

「世間じゃそれをデートって言うんだけど」

　そうかも知れないが、こっちとしてはデートなんて言葉を使うつもりはない。

「前に約束を何度か断って、25日でってことで佐藤に頼まれた」

「いーやいやいや、それはちょっとまずいでしょ」

　もちろん、オレもこの学校に入って世間というものを学んできた。

　クリスマスに男女が出かけることの意味を全く分かってないわけじゃない。

　それでもオレが佐藤の誘いを受けたのは、彼女が25日を選んだからに他ならない。

「確認するけど付き合ってるわけじゃないよね？」

「椎しい名なの時と同じだ。オレは誰とも付き合ってない」

「そうだよね。ま、私がとやかく言うことじゃないんだけどさ……愛あい里りがね」

「愛里？」

「明後日あさつて、きよぽんが参加しないってなったら、色々気にすると思うのよね。病気ってことにも出来ないだろうし」

　本当のことを話せばいい。そう伝えるのは簡単だが、そうはいかないんだろう。

「分かった。こっちで何とかする。明後日はどこに出かけるの？」

「予定に合わせてそっちも動くってことか」

「それしかないでしょ。きよぽんと佐藤さんがクリスマスにデートなんてしてるところ見ちゃったら、あの子気絶しちゃうかも」

　気絶とは大げさな、そう思ったが愛里ならなくはないか。

　場合によっては酷ひどく落ち込ませてしまうかも知れない。

　オレがそう思っていると、電話の向こう側の波瑠加の空気が変わった。

「もしかして、愛里の気持ち……気づいてる？」

　核心にも近いことを波瑠加から質問される。

「波瑠加の考えている通りかは別として、他の人間から向けられる感情と少し違うことくらいは理解してるつもりだ」

「なーんか変な言い方だけど、そっか。そこまで鈍にぶくはなかったってことね。もちろん、それが分かったからって私から余計なことは言わないけどさ」

　余計なこと。

　つまり、愛里の気持ちに答えないのか？　といったことなどだろう。

　オレに言わせれば、愛里は自分で歩き始めたばかりの雛ひな鳥どり。

　まだ多くの人間を知らない状態で、数少ない親しい異性であるオレに多少感情を寄せるのは無理もないことだ。まずは多くの男女と時間を共に過ごし、その中で成長しなければならない。

　そうすることで見えてくる、恋愛とは違う別の感情もあるかも知れないのだ。

　そしてそれはオレ自身にも言えること。

　学校とは何か、友人とは何か、そして好きな人とは何か。

　まだよく理解していないことばかりで、早計な判断など出来ない。

「とりあえず、また連絡するね」

「悪いな、遊びに行けなくて」

　そう謝罪したが、それに対して波は瑠る加かはすぐに言い返した。

「元々はそんな縛りの外で集まってるグループでしょ。変に拘束力が強くなっちゃったらグループの強みがなくなっちゃうし。好きなときに集まって嫌なときに断る。そんなことが出来るグループだから魅力なわけだしね」

　そう波瑠加は答え、通話を終える。

「確かにそうだな」

　誘いに強制力みたいなものが生まれたら、このグループの強みが無くなる。

　とてもありがたいグループなのだと再認識した。






○それぞれの過ごし方









　24日、イヴになった。

　今日と明日、カップルたちは忙しくも幸せな時間を過ごすことだろう。

　一方で、大半の生徒には関係のない一日かもしれない。

　だが、彼らにも等しくイヴの日は訪れているわけで、過ごし方には少し興味がある。

　オレは早朝、朝７時前という時間に部屋を出た。

　今日は不思議なことに、男と会う約束が２件もあった。１つはオレが声をかけ、もう１つは向こうからの誘いだったが、何とも奇妙なものだ。

　寮りようから外に出ると、あたり一面は真っ白になっており、本格的な冬を思わせる。

「こんな風に積もるものなんだな」

　自然の力っていうのは本当に凄すごい。

　空からは、まだしんしんと雪が降り落ちていたが、予報では７時には止やむとされていたため、間もなくだろう。

　視覚的にも寒さを訴えかけてくるせいか、昨日と気温は殆ほとんど変わらないはずなのに妙に冷えて感じた。そろそろ手袋やマフラーも視野に入れるべきだな。

　当然ながら、冬休みの朝７時前だと殆ほとんどの生徒が寝静まっていることだろう。

「寒い」

　ケヤキモールから程近いベンチの傍そばには、当然人影は全くない。

　オレはベンチの雪を一通り払いのけてから、そこに腰を下ろした。

　降り続けていた雪がぱったりと止やんだ頃、その男は現れた。

「こんな朝っぱらから人を呼び出してんじゃねえよ」

　そう毒づいたのは、Ｃクラスのリーダー龍りゆう園えん翔かける。いや、元リーダーか。

　鋭い目つきでこちらを睨にらんでくる。

「こんな誰もいない時間でもなければ、呼び出せないだろ」

「それはおまえの都合だ。俺には関係ない」

　龍園がそう毒づくのも当然だ。

　確かに龍園と２人で会うことを見られて困るのは、どちらかと言えばオレ。

　あらぬ噂うわさ……ではないにしろ、余計な噂が立つことは避けられない。

「それで、この俺に何の用だ」

「世間話でもしようと思って。そう言ったらどうする」

「ハ。糞くそ眠ねむい朝にしちゃ面白い冗談だ」

　早朝とはいえ、こっちがリスクを負っていることを龍園は承知している。

　その話に意味がないとは最初から思ってもいないだろう。

「そういえば昨日おまえを見かけた。それに別のところで石いし崎ざきたちもな」

　龍園が宣言通りリーダーを辞やめた証拠でもあった。

　フェイク、なんてことも不可能じゃないが石崎たちを見るにあり得ないだろう。

　そもそもオレに対してその姿を見せるメリットはない。

「おまえの狙い通りオレの退学を阻そ止しできたことが嬉うれしかったか？」

「感心してたんだ。一人になったからって、部屋に引きこもってるわけじゃないんだな」

「俺がどこで何をしていようと俺の自由だ。それとも、俺を見るたび不安に駆られるか？　いつどのタイミングで、リベンジを決意するか分からないからな」

「そしてその時に後悔する、か？　おまえを退学にしなかったことを」

　龍園はオレが座るベンチのひとつ横のベンチに、足を乗せ雪を大胆に払う。

　それからどっかりと腰を下ろす。

「出来ればそれは遠慮願いたい。平穏な学校生活のためでもあるが、おまえを相手にするのは厄介だからな」

　龍園のやり口に付き合わされると必要以上に体力を消しよう耗もうする。

　根負けして、龍園の傘下に下っていった連中の様子が想像できる。

「だったら呼び出したりすんな。こうして出向いてやった奇跡を無駄にするなよ」

[image: ]

　余計な話はこれくらいにして、本題を切り出すことにしよう。

　下手にタイミングを見誤れば龍りゆう園えんは容よう赦しやなくこの場を後にする。

　それどころか、本当に屋上の続きが始まりかねない。

「先日の屋上の件で、話を少し補足しておこうと思ってな」

「補足だと？」

　何をいまさら、と龍園は思うだろう。

　特に敗戦の分析などされても気分の良いものではない。

　ただ、事実を伝え損そこねていたことを報告しておくことは重要だ。

「あの場では英断だったな龍園。恐らくおまえ一人なら、まだ屋上で粘ってオレと戦うことも出来た」

　だがあの場には伊い吹ぶきや石いし崎ざき、アルベルトも同時にいた。そのことが龍園の決断を急がせる要因になったことも事実だろう。事態が悪化すればするほど、危険性が増す。

　最悪の場合、龍園ひとりの責任問題ではすまなくなる可能性もあった。

　その瞬間だけじゃなく、先まで見た上でのサレンダー。価値のある一手だ。

　もちろんそう仕向けたのもオレではあるが、期待に応えられるという意味では、やはり龍園のポテンシャルは高い。

「心底ふざけた野郎だな、どこまでも他人を見下す姿勢には恐れ入るぜ。俺の専売特許だと思っていたが、おまえにやられちゃ廃業だな」

「事実を伝えただけだ」

「そんなことを伝えるメリットは考えるまでもないな。石いし崎ざきたちを利用してまで俺の退学を止めた理由が関係している、そういうことだろ？」

　上う手まく流れを持っていければと期待したが、望み薄だったようだ。

「小手先のやり口で、まだ俺が動くと思ってるのか？」

「動く？　どういうことだ」

「とぼけるな。俺を他クラスにぶつけようって話だ。そうでなきゃ俺をこの学校に残す意味がない」

　利用しないとなれば、龍りゆう園えんの存在は邪魔にしかならない。

　自ら退学を選んだのだから放置しておけばよかった、と考えるのは容易か。

「やる気は戻らないのか？　おまえは交戦そのものを楽しむ男だろ」

「たとえ俺がＢクラスやＡクラスを潰つぶしても、おまえが残ってたんじゃ意味がない」

　意味がない、とは随ずい分ぶんと言い切ったものだ。

「なんだ。一度の敗戦でそこまで心が折れたのか？」

　そう言うと、龍園は瞳に僅わずかながら怒りのような感情を灯ともした。

「今ここで暴れてやろうか？　お望みならな」

「ちょっと言い過ぎた。許してくれ」

　もしも伊い吹ぶきや石崎たちのことがなければ、オレは既に殴り飛ばされているだろう。

　この男は恐怖を知らなかった。

　そして恐怖を知った。

　だが、龍園はそれでもこの場で平然と立ち向かってくるだろう。

　恐れながらも前に進むだけのポテンシャルは十分に持っている。

　もちろんそれは、退学せず前に進み成長することを覚えるならの話だが。

「オレたちの間で一度決着はついた。今後屋上の一件は持ち出さない。今日この時が最後だと約束する。その上で話をしよう」

　もちろん口約束など龍園は信じない。

　あくまでも形式上、気休め程度の言葉。

「怪しいもんだ。これ以上話を続けても無駄だな。俺にとって有益な話が出るとは思えない、帰らせてもらうぜ」

　不快指数が上がったのか、切り上げようとする。

「そうとは限らない」

　立ち上がろうとする龍園を呼び止める。

　帰ろうとする素振りも、龍園にしてみればこちらの言葉を引き出す駆け引きのひとつかもしれない。

　何かあると思ったからこそ、朝早くに寮りようを出てきた。

　手ぶらで帰るつもりなど最初からないはずだ。

　龍りゆう園えんは視線をこっちに向けることもなく座りなおした。

「今からする話をどう捉とらえるのもおまえの自由だ。ただ、この先シンプルな戦いが延々と続くのも面白くないと思わないか？」

　謎かけのような問いを続けるオレに龍園は苛いら立だった様子だったが、すぐ切り返してくる。

「シンプルな戦いだと？」

「ＤクラスがＣクラスを倒し、Ｂクラスを倒し最後にＡクラスを倒す。そしてめでたく堀ほり北きたたちはＡクラスになる。物語の筋書きとしては王道でポピュラーなものだが、そんな様式美にこだわる必要性はないってことだ」

　これが王道の冒ぼう険けん活かつ劇げきなら、順当に弱い順に叩たたいて行くのかも知れない。

　だが、これはリアルだ。戦い方に順序なんてものは存在しない。

　Ａから叩くのもＢから叩くのも自由だ。敵であるＣと組むこともありえなくはない。

「面白いことに、３学期からはＡクラスはＢクラスに仕掛けて出るらしい。相手の目がＢクラスに集中している間に背後を取って、一気にＡクラスを崩すことも出来る」

　そしてそれは龍園にとっても無意味な話じゃない。

「どこまで信用できる情報だそれは」

「さあ。五分ぶ五分ってところか」

　坂さか柳やなぎがブラフを噛かましている可能性も考慮はしておかなければならない。

　性格的な部分から読み取っていけば、九分九厘りん実行するだろうけどな。

「その情報が確かなら、格かつ好こうのチャンスとも言えるわけだ。だがおまえらＤクラスとＢクラスは敵対しない協定を結んでると思ってたんだがな。Ａクラスを叩くのはいいが、その間にＢクラスが潰つぶれる。一いち之の瀬せじゃ坂柳には勝てねえぜ」

「勝ち負けはどうでもいい。オレは手を出すつもりはない」

「見殺しか」

「一之瀬を潰してくれるなら手間が省けていい。Ｄクラスは労せずＡクラスまで上がれるかもしれないな。それに坂柳なら退学者を出してくれるかも知れない。退学者が出た時のペナルティがどんなものかはそろそろ知っておきたいところだしな」

「色々と気に入らねえな。おまえは上のクラスを目指す意思がない。目立ちたくない心情の下に動いてるんじゃなかったのか」

「それは事実だ。だが周りが勝手に動く分には不都合はない。自動的にＡクラスに上がれるのなら悪い話じゃないしな」

　その周りとはもちろん、ＡクラスやＢクラス、そして龍園のことだ。

「おまえは何もせずに静観か？」

「片付けなきゃならない問題がある。ウチのクラスには厄介な存在が残ってるからな」

　その存在とは龍りゆう園えんも良く知る人物。

　考えるまでもなく、その人物の名前が口から出てきた。

「桔き[image: ]きようか。確かにおまえらにとっちゃ厄介だろうな。この学校の仕組み上、内側に敵がいるとそれだけで相当な制限を受ける」

　目の上のたんこぶは早めに処理したいのが、オレの素直な気持ちだ。

　Ａクラスに上がることも、クラス内から退学者が出ることも今となってはそれほど気に留とめる必要は無いが、[image: ]くし田だの場合は狙っている相手が堀ほり北きたなのが問題だ。

　こちらも屋上の一件で無む茶ちやをした以上、元生徒会長堀北学まなぶを敵には回せない。あいつの在学中に妹の堀北鈴すず音ねが退学するようなことがあれば、恐らくあの男は容よう赦しやはしない。

　オレの学校生活に黄色信号が灯ともるのは避けたいところだ。

「先日も桔[image: ]から俺のところに連絡があったぜ、いつ仕掛けるってな。生あい憎にくと俺はおまえを追い詰めるのに夢中で相手にしてやらなかったが、テストで負けてからも虎こ視し眈たん々たんと鈴音の退学を望んで止やまないらしい。クク、中々面白い女だ」

「[image: ]田を上う手まく利用すれば、ウチのクラスに打撃を与えることも出来るんじゃないか？」

「鈴音やクラスを叩たたくんだったら、この上ない好材料だがな。クラスのことに熱心じゃないおまえを潰つぶすには桔[image: ]じゃ弱すぎる」

　オレに対して仕掛けるなら確かに[image: ]田じゃ力不足だ。

「どうするつもりだ？　薬で一時的に抑えることが出来ても、癌がんは切除しない限り完全になくなることはない。それどころか他の臓器にまで侵食して転移するぜ？」

　やがて臓器は腐くさり果はて、死に至いたる。

「その結論は既に出てる。議論の必要もない」

「ほう？　聞かせろよ綾あやの小路こうじ。どうやって桔[image: ]を完全に押さえ込む」

「答える必要があるのか？」

「おまえの望む展開になるかどうかは、その答え次第かもな」

　楽しむように龍園が僅わずかにだが笑った。

　だが口の中が痛んだのか、すぐに笑顔は消える。

　ちょっと寒くなってきた。この時期長い間外にいると身体からだが冷え切ってよくない。

「Ｄクラスは３学期にＣクラスに上がる。だが、恐らくもう一度Ｄクラスに戻る──




何な故ぜなら───オレが[image: ]田桔[image: ]を退学させるからだ」




「ク、クク。クハハハ！」

　痛みを無視して、龍りゆう園えんが高らかに笑った。

「心底怖こえぇ男だなおまえは。肉を切らせてでも骨を断たつのか。使えない雑ざ魚こでも、この学校では切り捨てることが出来ない厄介なシステムが目白押し。それを分かっていながら退学させる気か」

　もちろん事はそう単純じゃない。

　退学にさせるだけの材料が現状ない以上、次回以降の試験内容にも左右される。

　それに気がかりな存在があるのも事実だ。

「いいぜ。やっぱりおまえはそうでないとな綾あやの小路こうじ」

「納得できたか？　手を組まなくても協力し合えることはある。そう思わないか？」

「クク。桔き[image: ]きよう降ろしの話は楽しませてはもらった。だが俺がおまえの口車に乗って、ほいほいＡクラスに攻撃を仕掛けるかは別の話だ」

「可能性はあると思ってるんだが」

「抜かせ。他の誰かとやり合うくらいならお前を殺やる」

　僅わずかにこちらに向けられた視線には、活力が戻っているように見えた。

　恐怖を知り、それでも尚なお、龍園の目には光り輝くものがあった。

　互いの目と目が交こう錯さくしあう。

「綾小路、おまえは強引にでも俺を利用するつもりらしいが、俺は戦うつもりはない」

「の、ようだな」

　意思は固そうだ。龍園は完全に表舞台から姿を消すらしい。

　あるいは水面下で動き続けるのか。

「龍園、ひとつアドバイスしておく。おまえの考えていたプライベートポイントに固こ執しつする作戦は悪くなかった。が、穴があるのも事実だ。１人２人勝ち抜けさせることは出来てもクラス全体を引き上げることは不可能だぞ」

「伊い吹ぶきのヤツがゲロったか」

「吐いたってほどじゃない。８億貯ためられるかどうか聞かれただけだ」

　それが龍園の実行しようとしていた作戦であることは、想像に難くない。その戦略に勝ち目が無いこと、それはこれまでの学校の歴史が物語っている。

　推定８億プライベートポイントを貯めることなど非現実的だ。

　オレは龍園一人が勝ち抜けるため、あるいは親しい者だけを引き上げるためにプライベートポイントを貯める作戦を遂行していると思っていた。

　屋上でプライベートポイントを手放そうとしたのは退学するからであって、在学を選択すれば水面下で再びプライベートポイントを集めに動き出すと踏んでいたのだ。

　しかし伊吹の様子から察するに、龍園はクラス全員を勝ち抜けさせる戦略として、プライベートポイントを集めていたと思われる。確かに暴君として存在するには、それ相応の見返りを用意しなければならないが、そんなものは最後の最後で反ほ故ごにしてしまえばいい。明確にそうするなんて約束を、記録として残しているはずもないしな。

「それとも、８億を貯ためると見せかけているだけか？」

　伊い吹ぶきをも騙だましているなら、この話はこれで終わりだ。

「仮に、今おまえの手持ちポイントが尽きていても、Ａクラスとの契約は残っている。１ヶ月80万ポイント入る計算で単純に考えても、残り25ヶ月。卒業までにギリギリ間に合う計算だ。毎月自分に入るプライベートポイントも加味すればもう少し短縮できる。それ以上欲張るな」

　それで龍りゆう園えん翔かけるは晴れて制度にのっとり、Ａクラスへと昇級。卒業できる。もちろんＡクラスが破は綻たんしないことが大前提で、不必要な支出も避けなければならないが、難しい話じゃない。

「綾あやの小路こうじ。お前は確かに頭がキレるし腕も立つ。だがそれでも完璧には程遠いようだな」

　冗談ではなく、龍園はあざ笑うように言った。だが虚勢を張る口調ではない。

　つまりそれは───８億を貯める方法がある、ということを意味する。

「お前にはクラス全員を引き上げる秘策があるとでも言うのか？　龍園」

「いいか。年間に動いているプライベートポイントは膨ぼう大だいだ。退学者を抜きに考えれば、各学年１６０人。３年全部を合わせれば４８０人。もし仮に１ヶ月10万ポイントを全員から搾取することが出来ればそれだけで４８００万ポイント。月に20万ポイント以上なら１億にも届く」

　それを８ヶ月続ければ約８億。目標額に届くことも夢じゃないと？

　計算上は足りても、とても実行できるものではない。机上の空論にもほどがある。

　騙し騙されの戦略も、大量のポイントが動くとなれば学校からの監視も強まるだろう。もし奇策にハメて全生徒から一ヶ月搾取に成功しても、１億が関の山。やはり不可能だ。

　その１億すら不正の余地があれば直ちに回収されペナルティを受ける。

　知恵を振り絞り、正攻法で攻めたとしてどれだけ貯められるだろうか。

　無駄だと思いつつ、改めてソロバンを弾はじいてみる。

　クラス全員の協力は必然のモノとして、クラスポイントを高水準の１０００ポイントで維持したと仮定。１年間で約５０００万ポイント。

　特別試験等を上う手まく切り抜け順当に貯めていけば、そこに１０００万ポイント前後を乗せられるかどうか。つまり年間で６０００万ポイントほど。

　無駄に使わず試験を完璧にこなしても、この辺りが限界ライン。

　３年間で１億８０００万。２億にも届かない。これが１クラスが貯められる最大限のプライベートポイントだが、実際には大きく目減りするはずだ。

　現実ラインとして１億５０００万ポイントに届けば御おんの字じだろう。

　そう結論付けたが龍りゆう園えんの言ったことは、どこか根拠がある話に思えてならなかった。

　その横顔を見ていて、オレの脳のう裏りにも過よぎるもの。

「届くわけがない、とも限らないのか」

　龍園が見み据すえていた戦略。

　オレには見えていなかった戦略。

「俺とおまえはやり口が似ちゃいるが、根本的な思考は違うようだな」

「勝算の低い選択肢は、極力選ばない主義なんだ」

「だろうな。だがお前にも見えたんだろ？　俺の考えていた戦略が」

「ああ。元々勝算が０だと思っていたおまえの戦略だが、５％以上にはなった」

　だが成功させるためには、絶対に必要不可欠なものがいくつもある。

「そんなことより綾あやの小路こうじ。……おまえ、なんで頭に雪かぶってんだ」

　そんな指摘を受け、オレは自分の身なりに視線を落とした。

「あぁいや、何となく。雪の感触が気持ちよかったからなんだが。変か？」

　雪が降りしきっていた間、面白くてついジッとしていたら積もっていた。

　頭から肩、腕や膝ひざにかけて溶け残った雪が見て取れた。

　指摘はありがたかったが払いのけることはしなかった。

　どうせすぐに溶けて消える。
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　それならこうして、雪と触れ合ってみるのも悪くない。

「ふざけた野郎だな」

「その話を聞いたら、ますます利害の一致にも繋つながるはずだけどな」

「美う味まい話には当然、危ない臭いも立ちこめやがる。おまえは仲間でも必要とあれば平然と切り捨てる。互いに背中を刺そうと思ってる相手と組めるか？」

「それだけの度量があれば、憂ゆう慮りよする必要もない。裏をかかれるのが怖いなら、その更に裏をかけばいい。それだけのことだろ龍りゆう園えん」

　仲良しこよしの協力関係なんて求めていない。

　両者の利害だけ一致させる。それが、ある種もっとも強い関係を生み出す。

「だったらこうだ綾あやの小路こうじ。俺が最後に根回しをしてやる」

「根回し？」

「３学期の動向次第だが、Ｃクラス、いやＤクラスになった俺のクラスは恐らく金かね田だとひよりが回していくだろう。最終的にはあいつらが決めることだが、Ａクラスを攻撃すること、そして今後Ｃクラスになったおまえらには一切手を出さないことが得策だと吹き込んでやる」

　あくまでもどうするかのジャッジは、龍園以外が決めるってことか。

「悪くはない話だな」

　龍園が退ひこうとも、金田たちがこっちを攻撃してくればその分手間は避けられない。

　特に石いし崎ざきや伊い吹ぶきはオレに対して良いイメージは持っていない。クラスに働きかけてオレたちのクラスに戦いを挑むことだってあるだろう。

「だが、その根回しの条件にはさっきの件を含める。おまえらがＡクラスに上がった時、要求を呑むなら聞いてやるよ」

「それで裏から椎しい名なたちを動かしてくれるのか？」

「あり得ないな。俺はもう降りたと言っただろうが」

「つまり、ただの根回しひとつで……なかなか吹っかけてくれるな」

　不可侵を条件にしても、こちらが圧倒的に不都合を被こうむる話だ。

「俺を安く動かせると思うなよ綾小路」

　[image: ]かつら城ぎと結んだ契約といい、龍園は上う手まく相手の懐ふところに入り込んで来る。

「その提案、飲んでもいいが書面には出来ない。あくまでも口頭での約束だ」

「クク。裏で動くおまえにそんなもの求めやしねえよ。だがな、反ほ故ごにすれば俺は容よう赦しやしない。どんな手を使ってでも後悔させてやる」

　なんなら破って見せろ、と言っているようにも聞こえた。

「余計なことだとは思うがひとつ聞かせてくれ。たとえここで密約を結んでも、龍園抜きで『作戦』が成なり立つとは思えないけどな」

　０％が５％に上がっても、そこから先は相当な手腕、運が必要になってくる。

　それを持ち合わせている人間がいるとすれば、この龍りゆう園えんくらいなものだ。

「そこまでは知らねえよ。そのチャンスを生かすも殺すも金かね田だたち次第だ」

　あくまでもお膳ぜん立だてするだけ、ということらしい。

　それが旧Ｃクラスを暴力と恐怖で支配してきた男の責任の取り方。

　せめてもの償いってことだろう。

「交渉成立だ」

　オレは龍園の手を取ることにした。

　どちらにせよ龍園は簡単に制御できる存在じゃない。

　隠居させつつ、邪魔されないよう誘導出来るのなら得な買い物だろう。

　いや、この件だけではまだ油断ならない。

「これで話は終わりか？　元々の誘い文句じゃ、会わせたい人間がいるって話だったが。その価値のあるヤツが１年の中にいるとは思えないけどな」

「そうだな。１年の中にはいないかも知れない」

「何？」

「丁度良い頃合だ」

　予定の時間が差し迫っていたところで計ったように男が遠くから姿を見せる。

　その姿を見て、龍園も意外な来客に驚きを隠せないようだった。

　その男はこちらまで歩いてくると、丁度オレと龍園の間ほどで立ち止まる。

「……まさかコイツか？　おまえが会わせたいって言ってたのは」

　オレは龍園からの問いかけを否定することなく、その男に視線を向ける。

「朝早くから悪かったな」

「構わん。密会するには良い時間だ。場所のチョイスも悪くない」

　限られた学校の敷地、そのリソースの中だからな。

　左右から来る人物が遠めにもすぐに分かる位置。

　万が一誰か来れば、この男は他人の振りをして歩き出すだろう。

「元生徒会長と随ずい分ぶんと親しいようだな。鈴すず音ねにも役立つことがあったか」

　この間の屋上の件も含めて、龍園は小さく笑った。既に生徒会長の妹であることは察しがついていたか、調べがついていたようだ。

「綾あやの小路こうじ一人だと思っていたが、龍園も同席とはな」

　驚いた、というよりは念のために確認した、というべきか。

　一度オレの頭に積もった雪を見たあと、気にもせず堀ほり北きた兄は話を始める。

「なら、龍園翔かけるもおまえの協力者、という前提の下勝手に話を進めさせてもらおう。悠ゆう長ちようにしていると、誰の目に触れるか分からないからな」

「ちょっと待て。誰が協力者だと？」

「少なくとも外敵じゃないことだけは保証する」

　味方、協力者とは嘘うそでも言えないためそんな風に答えておく。

「綾あやの小路こうじ、以前俺に手助けを求めた際、約束したことは覚えているな？」

「ああ。南な雲ぐも雅みやびを止めるための手伝いのことだろう」

「南雲？　新任の生徒会長か」

　この場に龍りゆう園えんを同席させたのは、堀ほり北きた兄の考えを龍園にも知らせておきたかったからだ。もちろんオレが個別に話をすることも出来たが、堀北兄が直接語るほうが遥はるかに説得力が出る。

「南雲のやり方が気に入らないらしい」

「なるほど。それで綾小路を利用して南雲を止める算段か。２年がヤツに支配されているのは有名な話だからな。対処するには１年を使うしかないわけだ。ひとつ教えてくれよ堀北。いつから綾小路に目をつけていたんだ？」

　龍園は堀北兄に対して呼び捨てにする。それだけじゃなく態度は上からそのものだった。

　まぁ、オレも似たようなものなので人のことは言えないが。

「入学してすぐにだ。そっちは随ずい分ぶんと見つけるのに苦労したようだがな」

　やり返したわけじゃないだろうが、龍園に対して堀北兄は淡々とそう答える。

「クク。俺は過程をじっくり楽しむタイプだからな」

「それにしては随分なやられようだ」

　高圧的な態度を取る龍園に対してお灸きゆうを据すえるように言い放つ。

　龍園もそれを感じ取ったのか視線を強める。

「俺の腕が大したことないと思ってるのなら、この場で試してやろうか？」

　手負いでも仕留とめられる相手だ、というように挑発した。

「遠慮しておこう。そんなことに興味はない」

　堀北兄は冷静に返す。

「クク。乗ってこないと思ったぜ」

　龍園は鼻で薄ら笑うと、組んでいた足を地に着ける。

　その直後、前蹴げりをして雪を堀北兄の顔へと散り飛ばした。目潰つぶしの要領。

　雪で視界が一瞬失われ、動揺したであろう瞬間を狙い、龍園は右拳を堀北兄の腹部を目掛けて繰り出す。

　それを堀北兄は視界が悪いことなど感じさせず予測で完璧にガードする。

　後方に下がりながら、慌てることなく冷静に、僅わずかにズレたメガネのブリッジを中指であげて修正した。

「賢いだけのインテリ野郎かと思ったら、なかなかどうしてやるじゃねえか」

　不意打ちにもかかわらず、攻撃を防ぎきった堀ほり北きた兄に賛さん辞じを飛ばす。

「遠慮すると言ったはずだがな」

「どうした。不服ならいつでも仕掛けて来いよ。それとも１年には反撃できないのか？」

「随ずい分ぶんと頼もしい友人を得たようだな、綾あやの小路こうじ」

　パン、と服についた雪と土を払いのける堀北兄。

「オレもそう思ってるところだ」

　龍りゆう園えんの誰にでも噛かみ付つく姿勢は変わらない。

「まぁいいさ。それなりに出来る男って分かっただけ評価してやるよ。堀北『先輩』」

　嫌いや味みのようにも取れなくはないが、龍園は敬称をつけた。

「こちらも同じだ。おまえは生徒会向きではないが、一定の評価はしているつもりだ」

「元生徒会長様に褒ほめられるとは。ありがたいことで」

　本気で受け取らず、龍園は受け流すように手を挙あげて答えた。

　そんな２人のやり取りが終わったところで、堀北兄は本題に移る。

「綾小路にやってもらいたいことはこの学校の秩ちつ序じよを守り、維持すること。そのための手段は問わない。生徒会長南な雲ぐも雅みやびをその座から退かせる、あるいは不用意な行動を自じ粛しゆくさせる、もしくは阻そ止しする、やりやすい方法を選べばいい。３学期になれば、南雲の実権は強まり、本格的に行動を起こし始めるだろう」

「具体的にはどう変わっていくんだ？　生徒会にはそんな権力があると？」

「もちろん生徒会は万能ではない。しかし、他校のようなお飾りの生徒会とは違い一定の権限を与えられていることは事実だ。現に学校で問題が起きた時には生徒会が中心となって解決する。そのことは綾小路も龍園も理解しているはずだ」

　須す藤どう暴行事件の時にも、その審判をしたのは教員ではなく堀北兄率いる生徒会だった。

「そして生徒会には特別試験の一部を考え決定する権利も与えられている。今年は１年が無人島によるサバイバル試験を行ったが、あれは昔の生徒会が考えた案を軸にしている」

　つまり、南雲が特別試験でこれまでと違ったものを作り出す可能性はあるのか。

「テメェらの築きあげてきた糞くそつまらねえ学校生活を楽しくしようとしてるんだろ。歓迎してやれよ」

　鼻で笑い、龍園は一度足を組みなおした。

「それが正しい方法であればな。だが南雲はこれまで、幾いく人にんもの生徒を退学に導く手段を用いてきた。事実、２年の生徒は今日までに17名の退学者が出ている。退学前の面談によれば、分かっているだけでもその半数以上に南雲が関与していた」

　17人。けして少なくない数であることは分かる。

「それだけの退学者を出せば、学年を支配することは難しくないだろうな」

　恐らくは南雲を止めようとした勢力もいたはずだ。

　だが返り討ちにあったとすれば、次第に勢力は弱まり吸収され軍門に下る。

　そうして、南な雲ぐもは２年全てを束ねることに成功したのだろう。

「生徒会長に就任した今、その手は１年、３年にも及んでくるだろう。来年になれば新しい１年生にも、その影響が色濃く出ることが予想される」

　放置すれば10人20人の退学者ではすまなくなるかも知れないな。

「合理的じゃねえか南雲は。その17人はただ無価値な人間だから潰つぶされただけだろ」

「ルールを破ったものは退学になる。それは当然のことだ。だが、誰一人欠けることなく卒業まで導く。それが理想の指導者というものだろう」

「だったら堀ほり北きた先輩様は、誰一人退学者を出してないとでも言うつもりか？」

「あくまでも理想の話だ。少なくとも、今の段階で１年の中には退学者が出ていない。その理想を追求することは悪いことではないだろう」

「だとよ綾あやの小路こうじ。おまえはどう思ってんだ？　この男の理想とやらを」

「理想としては理解できる。それを志こころざす人間が居てもいい。ただ、少なくともオレや龍りゆう園えんはその手の理想を追求するタイプじゃないことは言い切れるな」

「ククッ。その通りだ」

　今その資格があるとすれば、Ｂクラスの一いち之の瀬せ帆ほ波なみをおいて他にはいないだろう。

「もちろんそこまでをおまえに望むつもりはない。南雲の暴走を止められればそれでいい」

　簡単に言うが、そんなことが容易に出来るなら堀北兄も頼んではこない。

　生徒会にそれなりの実権があるなら、尚なおのこと止められるようなものじゃないだろう。

　不用意に退学者を出さないようにするなら、１年が試験内容やペナルティに振り回されないように尽力するくらいしか出来ないからだ。

「俺はここで帰らせてもらうぜ。秘密の共有者にも仕立て上げられたことだしな」

　生徒会のごたごたに龍園は興味がない、ということだろう。

「なかなか面白い話だったけどな、これ以上は時間の無駄だ。じゃあな」

　満足のいく交渉だったのか、龍園は迷うことなく寮りように足を向ける。

　そんな龍園の背中にオレは語りかけた。

「これから先、ずっと一人でいるつもりか？」

「ほっとけよ。元々俺はこっちの方が性しようにあってんだよ」

　そう言い残して、龍園は雪の足跡と共に去っていった。

「綾小路。おまえが龍園にこの話を聞かせたのは、味方に引き入れるためなのか？」

「無きにしもあらずだが……どちらかというとオレ自身をヤツの興味対象から外す目的の方が強い」

　オレが確実に１年のクラス争いには参加しないことを、龍園にアピールする狙いがあった。

　これから生徒会対策に取り掛かると感じれば、再び牙を剥むく可能性を下げられる。

　好戦的で相手になってくれる坂さか柳やなぎの方がまだ龍りゆう園えん的には楽しめるはずだ。

　もっとも、あいつはもう誰とも本気で戦う気がないようにも見えるが。

「何にせよ、今後はおまえにも理解ある友人が必要になってくるだろう。そういう意味では一戦を交まじえた龍園は良き存在になるかもしれないな」

「友人、ね」

　まぁそんなことよりも、今は情報を取れるだけ取っておかないとな。

　堀ほり北きた兄との接触は龍園と同じく、頻ひん繁ぱんに行いたいものじゃない。一回一回の機会を大切にしたい。

「オレは上級生に関する情報を殆ほとんど持ってない。その提供は頼めるのか？」

「もちろんだ。その準備は既に済ませてある」

　そう言って堀北兄は携帯を取り出す。オレの連絡先を伝えるとすぐにメッセージが飛んできた。そのメッセージに目を通しながら堀北兄の説明を受ける。

「生徒会のメンバーで、南な雲ぐも以外に抑えておくべき存在を教えておく。一人は副会長に就任した２年Ｂクラスの『桐きり山やま』という男。書記の『溝みぞ脇わき』。そしてもう一人、書記の『殿との河かわ』だ。この書記両名は南雲と最初から苦楽を共にしている元Ｂクラスの生徒たちで、数少ない南雲に意見出来る生徒だ。そして、残りのメンバーだ」

　ご丁寧に履歴書のような形で、顔写真つきのものが送られてくる。

　誰がどのクラスに所属しているかが一目で分かるものだった。

　副会長を始め、現在Ａクラスに所属していない生徒も数名在籍しているところを見ると、南雲の支配力が如い何かに高いかを推測することができる。

　何にせよこの情報は貴重なものだ。他学年の生徒に接触するのは簡単じゃない。特に生徒会長周辺ともなれば、こちらは迂う闊かつな行動を取れない。

　今貰もらった情報を集めるだけでも、本来なら相当時間を要するはずだ。

「南雲の行動や性格の詳細を知っているのは同学年の人間だけだろう。生徒会で繋つながっていたとは言え、俺も南雲の全てを知っているわけではないからな」

　本来、南雲を崩していくには更なる情報が必要不可欠だ。どのような性格で、どのような戦略を好むのか。それらを把は握あくしていかなければならない。

「肝心の２年が南雲に掌握されてるんじゃ、それも難しそうだな」

「その通りだ……だが、２年の中に今も南雲を敵視している生徒は存在する」

　心当たりのある言い方だった。

「名前は？」

「残念だが、今の段階では教えることは出来ない。俺と繋がっていることが南雲に知られれば、その生徒の安全は保証できないからな」

「裏切り者として処分……退学させられる可能性があるってことか」

「俺が在学中なら守ることも出来るかもしれないが、卒業後は後ろ盾もなくなる」

　気にするべきは、何な故ぜこの話を堀ほり北きた兄がしてきたか、だ。

「オレとその２年の生徒を繋つなげるために何かするつもりなんだな？」

「おまえがその気なら、１年の中で動ける生徒としておまえの名前を出したい」

　ってことなんだろうな。

　向こうから正体を明かせない以上、こっちが名乗りを挙あげるしかないわけだ。

　南な雲ぐもを敵視するとはいっても２年。来年以降のことも考えれば、不用意にオレのことが知れ渡るのは出来れば避けたいところだ。

「どうするかはお前次第だ」

　普通なら断るのが得策だろう。ただ、これはオレが誰にも自分のスペックを悟さとられていない場合に限る。あるいは口外しないと言い切れる生徒だけに限る。

　しかし現状、既に坂さか柳やなぎや龍りゆう園えんといったメンバーにオレのことは筒抜けになっている。

　特に坂柳に関してはホワイトルームの背景まで知っている生徒だ。

　秘密として守れば守るほど、坂柳にとってはひとつの武器を与えてしまうことになるだろう。ここで提案を断っても実入りは少ないか。

「分かった。２年にはオレのことを伝えてくれても構わない」

「思い切った判断だが、正しい判断だ」

「後はあんたの言葉に重みがあるかどうかだな」

　頼れる生徒がいる、といっても向こうからしてみれば１年。年下を頼りにして大丈夫か不安になるはずだ。

「俺の発言を信じないのであれば、南雲降ろしなど到底出来ることじゃない」

「まぁ任せるさ」

「出会った頃からは想像しづらい謙けん虚きよさだな」

「あんたには借りを作ったからな」

　もちろんこれは、素直に堀北兄に従って行動するならの話だ。

　平穏な日々を目指す身として、生徒会に関与することは当然ながら避けたい。堀北兄が卒業するまでの間の辛抱とはいえ、気になる点もある。

　自身の卒業後、オレが約束を律りち儀ぎに守って南雲潰つぶしを手伝うと思っているのだろうか。

　そんなはずはないだろう。

「あんたにオレの考えていることが何か分かるか？」

「俺が卒業した後のこと、といったところか」

　お見事。

「自分から切り出すとは思わなかったな。伏せておいた方がいい問題だと思うが？」

「あんたの腹の底が見えなくて、ちょっと不気味に感じたからな」

「結果的に、おまえの協力は俺が卒業するまでの間でも構わん。それまでに在校生の意識が変わることがなければ、それはこの学校がそれまでだった、ということになる」

「それ以前の問題かも知れないぞ。オレが南な雲ぐもに歯が立たなかったら？」

「出来ないと思う人間に大切な案件を任せたりはしない」

　堀ほり北きた兄はオレになら南雲を止められると踏んでいるのか。

　あるいは豚も煽おだてれば木に登るように、とりあえず褒ほめているだけか。

　どちらにせよまだ、この男の底は見えないな。

「手は考えてみるが、あんたの卒業までに成果を残せる保証は無いぞ」

「そんなことは分かっている」

　何な故ぜ、この男は未知の存在であるオレにここまでして頼み込んでくるのか。高度育成高等学校の伝統を守りたいのなら、もっと熱意のある人間に依頼すべきだ。

　元生徒会長として、学校に誇りを持っているとしても異常すぎるくらいだ。

　そもそも、堀北兄は南雲の異常性のようなものに気づきつつも静観していた。

　オレが現れたからと表現したが、それも少しばかり引っかかる。

「おまえが借りひとつで全て俺の希望通りに動くとは思っていない。お前も最初からそのつもりで南雲降ろしを引き受けたはずだ。違うか？」

　堀北兄もその辺りはしっかりと理解してくれているようだな。

「元生徒会長とはいえ、あんたには一定の権力……いや、影響力はあるからな。味方につけておけば利用できる場面もあると考えた。当然のことだろ？」

　直接的には、堀北兄は公平な立場を貫きこちらに肩入れはしないだろう。

　だが、要所要所で頼れば裏で繋つながっている以上協力を得られるケースは多い。この学校に在籍している限りは、少なからず様々なリスクと対面していくことになるだろう。

　そんな時利害関係や、パートナー関係を構築しておけば助かる場面も出てくる。

「俺を頼るのは勝手だが、過度な期待をしてもらっては困るぞ」

「そのつもりはない。あくまでも『最後の一押し』で役立ってもらえればそれでいい」

　もちろん、そんな『一押し』が必要ないに越したことはないんだが。

　ともかく大切なのはその『一押し』を有しているかどうか。

「いいだろう。南雲降ろしは簡単に出来ることじゃないだろうからな」

　堀北兄の卒業まで厄介ごとに付き合わされる反面、いざという時の切り札は得られた。

「ちなみに南雲への対策はこれからゆっくり立てる。けどそのまえに確かめておきたいことがある。あんたの妹のことだ」

「鈴すず音ねを使おうと使うまいと、それはおまえの自由だ」

「そういうことじゃない。オレは１年近く堀北と同じクラスでやってきたが、あいつには一定の才能があると思ってる。長い間妹を傍そばで見てきたのに気づいていないのか？」

「才能か。何をもって才能とする。勉学の良よし悪あしか？　運動能力の有無か？」

　こちらの気にしている部分に、既に気が付いていたようだ。

「総合的な意味だ。堀ほり北きたは不器用な面もあるが総じて能力は高い」

「不出来な妹だ。常に俺の影だけを追い、そこに追いつくことを目標にしている」

　浅はかだ、と吐き捨てる。

　しかし今の言い回しは……。

「もしかして……それは『終着駅』としての問題なのか？」

「どう解釈するかはおまえに任せる。このことで何かが変わるわけでもないだろう？」

「そうかもな」

　でもこれで、堀北兄が何な故ぜ妹に厳しく当たるのか、その理由を知れた気がする。

「もし妹が生徒会に入ると言ったら、あんたは『一押し』してくれるんだろうな？」

「可能な限りは協力する」

　それが聞けただけでも、僅わずかながら南な雲ぐも攻略の糸口も見えてくる。

「データは貰もらった。経緯も理解できた、あとはゆっくり待ってくれ」

「そうさせてもらおう。これからの学校生活は、お前にかかっていると言えるからな」

　過度なプレッシャーを与えつつ、堀北兄も去っていった。
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　そんな龍りゆう園えんや堀北兄とのやり取りを終え、オレは時間をずらして一度寮りように戻った。

　昼過ぎまで部屋でのんびり過ごし、ネットをしたり本を読んだりして時間を潰つぶした。

　そして次の行動は、堀北にチャットを飛ばすこと。

　堀北兄からの推薦も約束されたことで、堀北に生徒会入りの打診が出来るようになった。

　基本が一人行動である堀北なんかは、オレのように部屋に篭こもっているかも知れない。何となく寒さに弱そうだし。それなら話は早いんだがな。

『少し話がある』

　そう切り出して送ったメッセージは、数分後に既読がついた。

『構わないけれど、電話がいいかしら？　それとも直接？』

『直接かな。可能なら今からでもどうだ？』

『今カフェにいるわ。来てもらえるなら話を聞く』

　勝手なイメージとは裏腹に、その堀北は外出中らしい。

　少し面倒な気もしたが、面倒なことは早めに終わらせてしまったほうがいい。

『すぐに行く』

　とだけ返事を返し、オレはコートに身を包んだ。

　寮りようのロビーまで降りてくると、池いけと山やま内うち、それに須す藤どうの３人が集まっていた。

　エレベーターで降りて外に向かう途中らしく背後のオレには気づいていない。

　特に声をかけることもなく同じ方向へと歩き出すと会話が聞こえてきた。

「何だよ健けん。結局堀ほり北きたにはクリスマスデート断られたのかよ」

「うるせえな春はる樹き。ほっとけ」

「俺たちは結局、今年は彼女もいないまま終了ってわけか。虚むなしいぜ」

「ちっ。俺はゆっくり行くんだよ。鈴すず音ねのヤツに彼氏がいるわけじゃねえ。ただなんつーか、まだ恋愛ってもんに興味を示してないだけなんだよ。これからは焦らずに行くぜ」

　どうやら須藤は堀北にアクションを起こしていたらしい。

　しかし見事に玉ぎよく砕さいしたようだな。

　だが諦あきらめないどころか、地道に行くことを選択したようだ。

「一いち途ずだなー。なあ寛かん治じ、今日カラオケでオールでもしねえ？　孤独なクリスマスソングをひたすら熱唱してやろうぜ」

「え、な、何がだよ」

「何だよ何がって。今日カラオケでオールしようって言ったんだよ」

「いやぁ、悪いな春樹。ちょっとそれは無理だ」

「は？　何だよ無理って。イヴにすることなんてないだろ？　右手だけが恋人なのに」

「……ちょっと色々あるんだよ。俺にだって」

　明らかに動揺する池だったが、カラオケに参加できない理由を答えようとしない。

「おいまさか寛治……！」

　その雰囲気の異様さに須藤も気づいたようで詰め寄る。

「べ、別に違うって」

　何かを問いただしたわけじゃないのに、池はそう言って否定した後理由を話す。

「ちょっと、友達と飯食うだけだって……」

　そう言った池は視線をそらし、小声だった。

　その『友達』が男ではないことは後ろで聞いていたオレにも分かった。

　そして先日の光景が頭を過よぎる。

「誰だよ！　誰と遊びに行くんだ！　吐け！　吐け！」

　冷静さを失った山内が、池の胸倉を掴つかみながら叫ぶ。

「ま、マジで大したことねえって。……し、篠しの原はらだよ」

「しのはら……って、うちのクラスの、あの篠原か!?」

　白状した池が、小さく頷うなずく。

「なんで篠原なんだよ。おまえあいつとしょっちゅう喧けん嘩かばっかりしてるだろ」

　須す藤どうの素朴な疑問は山やま内うちも同感だったはずだ。意外な組み合わせ。

「だから飯に行くだけだって。俺があんな女で満足するわけないだろ？　この間ちょっと面倒ごとがあってさ、それを俺が助けてやったらお礼がしたいって言われたんだよ！」

「いやいやいや、お礼がどうだかしんねーけどイヴだぞイヴ!?」

「なんもねーってマジで！　あんなのと付き合うとか天変地異が起こってもねえから！」

「信じらんねー！　尾行しようぜ健けん。尾行尾行！」

「おま、ちょマジでやめろよ。篠しの原はらみたいなブスと噂うわさ立ったら困るんだからさ！」

　そんな風に答える池いけだが、満更でもないように見えた。

　池と篠原か。意外とお似合いのカップルになるかも知れない。

　もちろんそうなる可能性は、今のところ未知数としか言いようがないが。
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　冬休み、殆ほとんどの生徒が毎日のようにお世話になるケヤキモール。

　目的地は混雑していた。８割以上の客が女子のため、すぐには堀ほり北きたを見つけられない。

　店内をうろうろしながら見渡していると、やっとその後姿を見つける。

「来たぞ」

「早かったわね」

　そんな堀北とのやりとりの直後、傍そばにいたもう１人からも声をかけられた。

「おはよう綾あやの小路こうじくん」

　何とも意外な組み合わせの２人と遭そう遇ぐうしたものだ。

　未いまだかつてあっただろうか。堀北と[image: ]くし田だの２人だけなんて。第三者がいるとしか思えない。オレは視線だけで辺りを見渡した。

「他には誰もいないわよ」

　わざわざこちらの視線に答えるように、堀北が淡々と答える。

　あり得るとしたら平ひら田たが一枚噛かんでるくらいだったが、それもないのか。

「基本的に邪魔するつもりはないんだが……どっちから誘ったんだ？」

　そんなオレの問いかけに、[image: ]田は優しく微笑ほほえんだ。

「私よ。私が[image: ]田さんを誘ったの」

　答えはそうじゃないと思っていた方で解決した。

　いや、不自然ではないのか。むしろ堀北は最近積極的に[image: ]田との確かく執しつ問題を解決しようとしている。恐らくこの集まりも、その部分が起因しているんだろう。

　[image: ]田は堀北だけが相手なら遠慮しない物言いだが、こういった公共の場では仮面を被らなければならなくなる。上う手まく外に引きずり出したな。

[image: ]

「ところで堀ほり北きたさん、須す藤どうくんとは最近どうなのかな？」

「どう、とはどういう意味かしら？」

「クリスマスは一緒に過ごしたりしないのかなーって」

「するわけないでしょう」

　ぴしゃりと言い放つ。

「そうなの？　須藤くん誘ってこなかった？」

「今この場では関係のないことでしょう？」

　オレが登場したことで場の流れを変えようと試みた[image: ]くし田だだが、堀北に阻そ止しされる。

　元々強気な態度の堀北は、テストで勝った優位性と人目につくカフェの２点を武器に容よう赦しやなく[image: ]田という鉄壁の城へ攻め込んでいく。

「それから綾あやの小路こうじくん。あなたはいつまで突っ立っているつもりかしら。話があるのなら切り出してもらえない？」

　今は[image: ]田との会話で忙しい、とでも言いたげだ。

　事実堀北にとってみれば貴重な場だろう。

「悪い。他に誰か居るとは思わなかったんだ。また今度にする」

　明らかにこの場に不要なオレは立ち去ることを決める。

　しかしこの瞬間に限っては、逆にオレの存在が生きると[image: ]田の方は判断した。

「いいじゃない堀ほり北きたさん。どうせなら綾あやの小路こうじくんも一緒にお茶しよっ？」

　そう言って踵きびすを返すことを封じてきた。

　だが堀北に無言の圧を食らって、平然と席につけるほどオレの肝きもは据すわっていない。

「またの機会に」

　そう言って、そそくさと退散することにした。

「待って。ここで聞くわ」

「いや、全然関係ない話だからな」

　オレは[image: ]くし田だに余計な話を聞かれることを嫌いそう逃れようとする。

　最近は様々な人間に事情を聞かせてきたが、今回に限っては全く聞かせるメリットが無い。それどころかデメリットの塊かたまりだ。

「もしかして、彼女に聞かせたくないような話なのかしら」

　鋭い堀北の指摘が飛んでくる。

「そうなの？　綾小路くん」

　悲しそうな目で[image: ]田がこちらを見てくる。

　もちろん、オレは即座に否定するつもりだった。

　しかしそれを封じるように堀北が回りこんでくる。

「悪いけれど彼女はクラスの一員よ。無む為いな隠し事は不要だわ」

「そうじゃない。これはクラスの話とは一切関係がない。あくまでもオレと堀北の個人間での問題だ」

「そう。だったら別に構わないわ。私に関することなのでしょう？　ここで話して」

「遠慮しておく」

「なら今からあなたがしようとした話を、他の場では絶対に聞かないわよ」

　どうやら堀北の意思は相当に固いらしい。

　包み隠さず物事を話すことが、[image: ]田との関係改善の一歩と考えているんだろうか。

　[image: ]田の表情はいつもと変わらない優しさに満みち溢あふれている。

　何度沼地に誘い込まれ死にそうになっても、その笑顔を見れば今度こそ、と信じたくもなるだろう。適当な話をでっち上げて、この場では納得させられるかも知れない。

　しかし警戒心を強めた堀北が後日、今から話す提案を受け入れるとは思えなかった。

「分かった。だったら率直に言う。いいんだな？」

「ええ。話して」

「生徒会に入るつもりはないか？」

　後悔先に立たず。堀北がどう受け取るかは知らない。オレは用件をそのまま伝えた。

「……ごめんなさい。ちょっと理解が追いついていないようね」

　どうしてそんな話が出てきたのか、と首を捻ひねる。

「脈みやく絡らくが無さ過ぎないかしら。どうしてそんなことを言い出したの？」

「その辺も踏まえて話がしたかったんだ」

「いいわ、続けて」

「あの、いいの？　堀ほり北きたさん」

　話を遮さえぎったのは[image: ]くし田だだった。

「いい、とは？」

「生徒会って言うと、堀北さんのお兄さんも関係してくる話だと思うの。それを私が聞いちゃってもいいの？」

「あなたは中学時代から、私と兄さんのことを知っているもの。今更だわ」

　堀北が兄貴を証人にしたのも、[image: ]田が兄妹きようだいであることを知っていることが関係する。隠し立てすることでない以上有効に使うってことか。

　すぐに終わる話でもない。オレは覚悟を決め２人の傍そばの席に腰を下ろした。

「ある人間がおまえの生徒会入りを熱望している」

「ある人間？」

「……おまえの兄貴だよ」

　もちろん、厳密には堀北兄に頼まれているわけじゃない。堀北を利用するもしないも好きにしろと言われただけ。だが、堀北を動かすには兄貴を使うしかない。

「どうして兄さんが私に生徒会に入れと言うの？　あり得ないわね」

　やや不服そうにしながら否定する堀北。

「本当の話だ」

「もし本当にそうなら兄さんは直接私に言うはずよ。どうしてあなたを通すの」

「あの兄貴が直接言うと思うか？」

「思わないわ。そもそも生徒会に入れなんてことを言い出すはずがないもの」

　つまり堀北はオレの話を最初から信じていないということだ。

　ここまで凝り固まった兄妹関係だと、嘘うそは嘘としか取られないようだな。

　かといって、これ以上真実を含んだ踏み込みをするには[image: ]田の存在が余計だ。３学期になれば龍りゆう園えんの失脚を知り、オレの暗躍も確信にいたるかも知れない。

　そうなれば更に面倒なことが増えてくる。いずれそうなるにしろ、その時が今である必要は全くない。

「あなたの嘘に付き合うつもりはないの。一体何が言いたいのかしら」

「本当のことだ。嘘だと思うなら直接確かめてみればいいんじゃないか？」

　嘘で切り出した話を本当に変える。

「随ずい分ぶんと強気ね……」

「強気でもなんでも疑ってるんだろ？　連絡すればいい」

「じゃああなたは、その、兄さんの連絡先を知っているの？」

「オレは知らないが妹のおまえなら知ってて当然じゃないのか」

「知らないわよ」

「もし良かったら、橘たちばな先輩に連絡してみようか？」

「橘って、兄さんの書記をやっていた人？」

「うん。私、橘先輩とは何度か話したことがあって、連絡先聞いてるから」

　さすが[image: ]くし田だ、思わぬところにも友人を作っていたようだ。

「本当に確かめていいのね綾あやの小路こうじくん。嘘うそだった時には責任は重いわよ」

「好きにしてくれ」

　どうせ堀ほり北きた兄はオレの策略と知れば口裏を合わせてくれる。堀北が確かめるものは全て真実へと塗り替えられるのだ。

「ありがとうございます先輩。はいっ、失礼しますっ」

　直接電話していた[image: ]田が通話を終えると、すぐに携帯を操作した。直後堀北の携帯が短く鳴る。どうやら堀北兄の電話番号を無事聞き終え、堀北に転送したようだ。

「ありがとう[image: ]田さん」

「ううん、どういたしましてっ」

　人の目があるとはいえ、堀北に優しい対応を見せるのは辛つらいだろうな。それをおくびにも出さないのはさすがだが。堀北は携帯の画面に視線を落とす。

　それからすぐに電話をかけると思ったが、その手が動くことはなく、両手で携帯を握り締めたままだった。

「……ふーっ」

　深いため息、いや深呼吸。

　家族に電話するだけで、こんなに緊張することも普通はないだろう。

「もし全てが嘘だったら……覚悟してもらうわよ」

「念を押されるまでもない」

　これは堀北の駆け引き。

　自分の兄貴が生徒会入りしろなんて言ってくるはずがない。だがオレが自信に溢あふれていることが気にかかっている。ハッタリだと思いつつも、本当かもしれないと思っている。直接兄貴に電話せずに確かめられるならそれに越したことは無いが、それは無理な話だ。

　オレを信じきることの出来ない堀北は意を決して通話ボタンを押した。

　携帯を耳に当てること数秒。

　電話の相手が通話に出たのか、堀北がよりいっそう緊張するのが伝わってきた。

「あ、あのっ。わ、私です。堀北鈴すず音ねです」

　他人行儀な入り方をする堀北。

「橘たちばな先輩に連絡先をお聞きして、その、兄さんにご連絡しました」

　それから堀ほり北きたは普段見ることの出来ないしどろもどろな様子をオレたちに見せながらも（本人は見せたくないだろうが）必要なことを聞き出した。

　そして、オレが持ちかけた生徒会入りの話が本当であることを聞かされたのだろう。

「はい。あ、ありがとうございました。失礼します」

　通話を終えると一息つき、そして強烈にオレを睨にらみつけてきた。

「本当だっただろ？　なんで睨まれなきゃならない」

「どうしてあなたが橋渡しの役をしているのか、それが不可解だからよ」

　実に分かりやすい話だ。確かに誰の目から見ても不自然だよな。

「堀北さん生徒会に入るの？」

「……いいえ、入らないわ」

「ちょっと待て。おまえの兄貴に入るように言われたんだろ？」

「入ることが私のためになる、そう言ってくれたわ。でも……私は生徒会に入ることが自分のためになるとは思えない」

　絶対な存在である兄の希望とあっても、堀北は飲むつもりはないらしい。

　これ以上この場で粘っても良いことはないだろう。

　[image: ]くし田だに余計な情報を与えるのはこの辺りで打ち止めにしておきたい。

「分かった。とりあえず、また今度話す機会を設けてくれ」

「どうかしらね。時間の無駄だと思うけれど？」

「かもな」

　こちらが切り上げる空気を出したことを堀北も察知したのか、引き止めるようなことはしなかった。今大切なのは次に繋つなげることだ。

　[image: ]田がいては、これ以上踏み込んだ話も出来ないしな。

「またね綾あやの小路こうじくん」

　そう優しく声をかけてきた[image: ]田には、只ただならぬ気配を感じた。
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　夜の10時を回った。

　イヴは刻一刻と過ぎていく。

　オレは男友達と騒ぐこともなく、一人テレビを観みていた。

　生中継で東京の街並みを映し、クリスマス一色のムードを伝えている。試しにチャンネルを切り替えてみても、やはりクリスマスに関連する番組ばかりだった。女性に贈るプレゼントのランキング（タイミング的に遅い気もするが）だったり、子供が喜ぶクリスマスプレゼントのランキングもあった（やはりタイミング的に遅い気がする）が、特に面白いと思えるような番組は見当たらない。

　テレビを観みることを止やめ、パソコンの電源を入れた。

　クリスマス以外の情報が何か見たいと思い、適当に上がっている記事に目を通す。事故や事件、海外のスポーツ選手の朗報など様々だ。クリスマスと言えど一日は一日なわけで、時間の流れは変わらず動いている。




　部屋のチャイムが鳴った。ロビーからではなく、玄関側からだ。

「はい」

　玄関に向かいながら返事をすると、尋ね人の正体が判明する。

「こ、ここ、こんばんわっ」

　聞き馴な染じみのある、クラスメイトの声だった。

　オレは玄関の施せ錠じようを解除して、扉を開ける。

「き、清きよ隆たかくん！」

「どうした愛あい里り。こんな夜中に」

　時刻は既に夜の10時を過ぎているが、格かつ好こうを見るに今戻ってきたようだった。

「今まで遊んでたのか。でも確か集まりは明日じゃなかったか？」

「うんっ。それとは別なの。波は瑠る加かちゃんとお昼から２人で遊んでたんだ」

「そうか」

　昼前くらいから合流していたのだとしたら、ほぼ半日か。

「楽しかったか？」

「ちょっと疲れちゃったけど、でも楽しかったよ」

「それは良かった」

　もはやオレが都つ度ど、愛里の心配をする必要などないだろう。少なくともオレたちのグループ内においては、この状態が続いていく。明日も楽しく過ごすことだろう。

「波瑠加ちゃんから明日用事があって清隆くんが来られないって聞いたんだけど……」

　そうか。そう言えば波瑠加とそんな話をしたな。

　上う手まくやっておくといったのは、今日遊んだことも関係しているのかもな。

「ちょっと予定があるんだ。参加できなくて悪いな」

「ううん、それは全然いいのっ。えっとね、本当は明日渡そうと思ってたんだけどっ！」

　そう言って、愛里は両手をオレに向けて差し出した。

　シンプルながらも可愛かわいらしい赤いリボンが結ばれた包みを差し出される。

「これ……良かったらっ」

　どうやらクリスマスプレゼントを用意してくれていたらしい。

[image: ]

「いいのか？　貰もらっても」

「うんっ！　そ、その、他のみんなにも用意してるしっ」

　それならオレとしても受け取りやすい。ありがたく貰うことにしよう。

　差し出されたプレゼントを受け取る。

　こういう時、どうするのが良いんだろうか。

　この場で中身を確認したほうがいいのか、愛あい里りが帰った後で確認するほうがいいのか。

　どうしていいかわからず悩んでいると照れくさそうにしながら愛里が言った。

「あ、開けてみてもいいよ？」

　とのことだったので、オレはその言葉に遠慮なく従うことにした。小さめの袋を開けると、中から出てきたのは暖かそうな手袋だった。

「清きよ隆たかくん、ちょっと前から手袋欲しそうにしてたから……。まだ持ってない、よね？」

「買おうと思って、結局買ってなかったんだ。ありがとう愛里」

「へへへ……良かった」

　つい買うのを先延ばしにしてしまっていた物、青色のシンプルな手袋だった。下手にイラストや模様があるよりもずっと使いやすい。

　早速手に付けてみる。人生初の手袋だが、その辺は申告しない。

　左手にはめ、右手にもはめる。それから二度三度グーとパーを繰り返してみる。その様子を愛あい里りが嬉うれしそうに見ていた。

「ど、どうかな？」

「サイズもぴったりだし、暖かい」

「良かったっ」

　好みについて話したことはなかったが、オレが自分で買いに行っても選んでいそうな手袋だった。

「それじゃ、その、夜遅くにごめんね。お休みなさい清きよ隆たかくんっ」

　長居することを悪いと思ったのだろう、愛里はそう言って背を向けた。こっちとしてはお茶くらい飲んでいって貰もらって構わなかったのだが、もう夜も遅いしな。

　しかもイヴの24日に女の子を部屋に上げるのは色々と問題だろう。そのままエレベーターに向かう愛里を見送っていると、視線に気づいてか気づかずか一度振り向いた。

　そして小さく手を振ってからエレベーターに乗って上階へと帰っていった。

　それを見届けてからオレは部屋に戻る。

「……お礼っていつ返せばいいんだろうな」

　バレンタインのお返しがホワイトデー、というのはさすがに知っているが、クリスマスのお礼はいつ返すものなんだろな。

　後で調べておこう。






○波乱のＷデート









　クリスマス、25日の朝がやってきた。

　今までのオレにとっては何でもない一日だったが、今日はそうじゃない。

　人生で初めて、異性と過ごすクリスマス。

　佐さ藤とうにとっては、どんな一日に映っているのだろうか。

　オレたちは互いに互いのことを良く知らない。

　そういう意味で、今日が良い日になればいいが。

「……何となく、不思議な感覚だ」

　これまで、正式に１対１のデートと言える行為をしたことがない。

　だから地に足がついていないというか、勝手の分からない部分がある。

　そんな自分だからこそ、今日のデートには大きな意味があると言えるだろう。

　ただし成功するか失敗するか、それは今現在不透明だ。

「成なるように成る、か」

　どうせ考えたって答えが出るわけでもない。

　部屋を出て寮りようのロビーへとエレベーターで降りる。

　確か今日から公開の映画を観みるんだったよな……。

　天気は生あい憎にくの曇くもり空で、終日厚い雲に覆おおわれることになりそうだった。

　約束の時間は11時30分だが、少し早めに着くように行動しよう。
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　待ち合わせ場所に着き、時刻を確認する。

　あと10分ほどで約束の時間か。

　そう思い顔を上げると、こちらに向かって歩いてくる佐さ藤とうがいた。オレを探しているのか、どこか落ち着かない様子で辺りを見渡している。

　程なくしてオレと目が合うと、佐藤は嬉うれしそうに目を細めた。

「おはよー綾あやの小路こうじくん！」

　そう言って小走りに距離を詰めて来る。

　立ち止まると、それと共に佐藤から程よく鼻び腔こうをくすぐる香りが飛んできた。

「早かったな」

「綾小路くんだって……。もしかして、結構待たせちゃった系？」

「ついさっきついたところだ」

　べたなセリフだが事実なのでそのまま伝える。

「ほんと？」

　食い気味に詰めてくる佐藤に少し気け圧おされながらも頷うなずく。

　予定の時刻までは数分あったが、早めに行動する分には問題ないだろう。

　すぐに移動するかと思ったが、何な故ぜか佐藤は再び辺りを見回し始めた。

　動き出す様子がないので声をかける。

「行かないのか？」

「そ、そうね。あ、ちょっと待って」

　手にしていた鞄かばんの中に手を入れ、何かを探し始める。

「もしかして忘れちゃったかな……」

　オレに聞こえるくらいの声のボリュームで、そんなことを呟つぶやく。

「忘れ物か？」

「あぁううん、携帯どうしたかな、って思って」

　揺れる鞄に視線をやると、中からは包装紙に包まれた細長い箱が少し顔を覗のぞかせていたが、ジロジロ見ているのは悪いと思い視線を外した。

「携帯鳴らしてもいいからな」

「うんありがとう。優しいね綾小路くん」

　携帯を探す手伝い、ましてコールすることくらい優しいうちには入らない。

　きっと他の誰であっても同じように協力を申し出ただろう。

「確か朝───」

　なんてどこかぎこちないセリフを口にしていたが、

「あ、あったあった」

　程なくして佐藤からの明るい朗報が聞こえてきた。

　振り返ると携帯を手にして佐さ藤とうが笑う。

「お待たせ、いこっか」

　携帯をポケットに仕し舞まいなおした佐藤だったが───。

「おはよう綾あやの小路こうじくん」

　直後、オレは背後から声をかけられた。

　振り返った先にいたのは平ひら田た洋よう介すけだった。あいも変わらず爽さわやかな好青年だ。

　おはよう、とこちらも軽く手を挙あげて答える。

　ちなみに、平田の隣には恋人である軽かる井い沢ざわ恵けいの姿もある。

　どうやらクリスマスのこの日、２人もデートに出かける予定だったらしい。２人の関係がフェイクなことは知っているが、周囲に本当だと認知させるための行動だろうか。だとすれば効果はてきめんだろう。

「おはよう軽井沢さんっ」

　佐藤が声をかけ、軽井沢に駆け寄っていく。

「おはよ」

　そんな佐藤に対して軽井沢も、自然に笑みをこぼし会話を始めた。

「ちょっと珍しい組み合わせだね」

　オレと佐藤を見て、平田がそんなことを言うのも無理はない。

「そっちはデートか？」

　一応形だけでも、そう聞いておいたほうが良いだろう。

「うん。僕は『もしも』の時のためにクリスマス期間は特に予定も入れていなかったからね。幸い、他の人にも声はかけられなかったし」

　万全を期すため、偽の恋人である軽井沢のために空けていたようだ。

　平田は自分のことなど二の次で、常に周囲の人間のための行動を心がけている。

　見習おうと思っても、そうそう出来ることじゃない。

「友達連中には声をかけられてそうなもんだけどな。音沙汰なしか？」

　同級生だけじゃなく、サッカー部等の先輩から声がかかってもおかしくない。

「どうだろう。多分遠慮してくれたんじゃないかなぁ」

　そう答えて平田が暖かい眼まな差ざしで軽井沢のほうを見た。

　なるほど。平ひら田たと軽かる井い沢ざわは周囲からは理想のカップルの一組として見られている。彼女持ちに対して、クリスマス前後に声をかける野や暮ぼなことはしないってことだろう。

　平田と軽井沢がカップルとしてキチンと周知されている証拠か。

　しかし、偽のカップルが成立している間は、他の女の子とは親しくなることが難しい。異性と気軽に距離を詰められないのは少し可哀想だな。もし気になる存在ができても、平田のことだ、軽井沢からの頼みを打ち切るような真ま似ねはしないだろう。

　そういう信頼ができるからこそ、軽井沢も平田を宿やどり木ぎに選びやすかったはずだ。

「軽井沢さんは元々、クラスの女子とは打ち解けてる方だけど、佐さ藤とうさんとここまで仲が良いのは知らなかったなぁ」

　妹や娘を想おもう家族のような目で２人を見ながら、平田が呟つぶやく。

「休みなんかも、よく遊んでそうなイメージがあるけどな。そうじゃないのか？」

「少なくとも休日に遊んだりするほど、では無かったと思うよ」

「そうなのか」

「どうして珍しくないと思ったのかな？」

「いや、何となくな」

　ともかくこれ以上平田と軽井沢の邪魔をしても仕方がない。

　オレは携帯で時刻を確認する。

　既に時刻は11時40分、上映時間が近づきつつあった。

　そろそろ佐藤を連れて映画館に向かおう。

　そう思ったのだが、佐藤と軽井沢は随ずい分ぶんと楽しげに話しこんでいるようだ。

　２人の会話は小声だったため、オレにはその内容までは聞き取れなかったが。

　このまま待っていても話が終わる気配は一向に訪れそうにないな。

　どうしようか迷っていると、平田と目が合う。

　それだけでこちらの思っていることを汲くみ取とってくれたようだ。

　長居することが邪魔に繋つながると判断した平田が軽井沢に声をかける。

「これ以上は邪魔しちゃ悪いんじゃないかな。軽井沢さん、そろそろ行こうか」

　いつもの優しげな口調で、２人の会話を打ち切らせるように上う手まく割り込んだ。

　現実に引き戻されるように軽井沢と佐藤がこちらに近づいてくる。

「ところでさ。２人っていつから付き合ってるの？」

　そんな質問が突如、軽井沢から飛んできた。

　いや、ある意味最初に出てもおかしくない自然な質問だったかもしれない。

「ええっ。べ、別に私たち付き合ってなんてないよ!?　ね、ねえ綾あやの小路こうじくんっ」

　慌てる佐藤の視線に、オレも小さく頷うなずいて答える。

　しかし、軽井沢が露骨に怪しむような目を向けた。

「えー？　だってクリスマスにデートしようとしてるんだし、どうみても付き合ってるでしょ。平ひら田たくんもそう思うよね？」

「そう……だね。２人が否定するなら違うんだろうけど、他の人からは付き合ってるように見えているかも知れないね」

「それは、その……私が綾あやの小路こうじくんを遊びに誘っただけでさ……」

　佐さ藤とうがもじもじとしながら、再びこちらに視線をむけてくる。

「あ、綾小路くん、良かったの？　クリスマスに私なんかと遊んで」

「嫌なら断ってる」

「……へへへ」

　テレ臭そうに佐藤が頬ほおを掻かく。

「へー……満更でもないってところなんだ。ってことは、綾小路くんは佐藤さんのことが気になってるってこと？」

「やっ、やめてよ軽かる井い沢ざわさ～ん」

　顔を真っ赤にしながら佐藤はパタパタと手で扇あおぐように自分の顔に風を送った。

　だが軽井沢はそのまま続ける。

「だったら、いっそ今付き合っちゃえば？　そしたら恋人同士のデートになるし」

「軽井沢さん。流石さすがにそれは僕たちが言うことじゃないと思うよ」

　困っているこちらを見て、平田がやんわりと軽井沢を止める。

「ごめんごめん、ちょっとお節介過ぎたかも。ごめんね佐藤さん」

「ううん、全然気にしてないからっ」

「ねえ洋よう介すけくん。２人のことも気になるし、いっそＷデートなんて面白そうじゃない？」

　何な故ぜか軽井沢はそんなことを言い出した。

「Ｗデート？」

　オレと平田は思いがけない提案に顔を一度見合わせる。

「そそ。あたしと平田くん。そして佐藤さんと綾小路くんでデートするわけ。面白そうじゃない？　たまには４人デートってのも悪くないかなって思ってさ」

　前々から打ち合わせていたならともかく、当日の、しかもこの段階でＷデートを提案されれば当然困惑する。立てていた一日のプランだって大きく変更、崩れてしまう。それらをすり合わせていくのは簡単じゃない。

　平田の表情からも、オレと同じ懸け念ねんが浮かんでいることが容易に読み取れた。

　一方の佐藤は、そんな突然の提案にも驚いた顔ひとつ見せなかった。

「それは難しいんじゃないかな？　２人にも別の予定があると思うし」

　やんわりと平田はその事実を分からせるよう伝えるが、軽井沢には響かない。

「佐藤さんも面白そうだって言ってくれたんだよねー」

「うんっ。面白そうっ」

　どうやら先ほど２人は長々と、Ｗデートに関して話し合っていたらしい。

　しかしどちらが言い出した提案にしろ、やや強引な話だ。

「また今度にしたらどうかな。今日は別々に過ごすべきだと思う。Ｗデートをするなら、それなりの計画を立ててからの方が、問題も起きないはずだよ」

　当然の配はい慮りよ、というより憂ゆう慮りよが平ひら田たから入れられる。

「そうかも知れないけどさ、何が起こるかわからない面白さもあるじゃない？」

　軽かる井い沢ざわは既にＷデートに乗り気のようで、テンション高く答える。

　計画性のなさを不安視するオレたちと違い、軽井沢は先の見えない展開に楽しみを見み出いだしているようだった。平田とのデートが形式的なものだからこそ、刺激を求めたってことだろうか？　これがオレとは無関係なところで起こった出来事なら素直にそう受け取ったと思うが、果たしてどうだろうか。軽井沢の全てを知るオレが行動を共にして、この先行き不透明な状況をエンジョイできるかどうかは、甚はなはだ疑問が残る。

　とは言え、それ以外にＷデートを提案する理由も見当たらない。

「一応クリスマス、だしね」

　こちらの邪魔になると見ている平田は、困った顔を浮かべる。

　その顔を見た軽井沢は、イエスかノーかをストレートに聞いてきた。

「平田くんは反対ってこと？」

「僕自身は大丈夫、だけどね。佐さ藤とうさんと綾あやの小路こうじくん次第じゃないかな」

　こちらの意見が分からない平田には、そう答えるしかないよな。

　平田の許可を取った軽井沢が、ひょっとして迷惑だった？　と佐藤の方に視線を送る。

　肝心の佐藤は、このＷデートのことをどう捉とらえているだろうか。

「ちょっと急な話ではあるけど、私はしてみたいかなあ……なんて」

　本当に随ずい分ぶんと急な展開だ。しかし佐藤はこの状況を受け入れ、許きよ諾だくの返事をした。Ｄクラスにおけるスクールカースト、その最上位に位置する軽井沢からの提案に佐藤が反論できないのか、とも思ったがそういうわけではなさそうだ。

「綾小路くんは、どうかなぁ？」

　平田から軽井沢、軽井沢から佐藤。そして佐藤からオレへと渡ってきたバトン。

　迂う闊かつには落とせない。慎重に受け取る必要がある。

「そうだな……」

　即答はせず、考える。

　女子と２人きりで遊びに行くだけでも色々と手一杯だったところに、Ｗデートとは。

　とてもじゃないがこういった状況に不慣れな初心者には荷が重い追加イベントだ。

　しかし、Ｗデートは嫌だから止やめてくれ、と言うのも中々にハードルが高い。

　周囲が同調している流れの中で、一人反対の意を唱えるのは至し難なんの業わざだ。

　今日の主役でもある佐さ藤とうが快く受けたのなら、こっちから否定することはないだろう。

　軽かる井い沢ざわの言う『何が起こるかわからない面白さ』に乗っかってみるのもいい。

　ただ、それでも少し引っかかる部分はある。

　そもそもこれから映画を観みにいくのに、いきなりＷデートなんて可能なのだろうか。

　そんな当たり前の疑問だ。

　急きゆう遽きよ席を確保するにしても、並びあって観ることはほぼほぼ不可能だ。

　あるいはそれすらも『面白さ』のひとつなんだろうか。

　本来の『デート』の目的からは遠ざかってしまう印象は否めないが、別の側面から見るとＷデートは悪いことばかりではないか。佐藤と２人きりだと会話に詰まったり、気まずい雰囲気が流れる瞬間もあることが予想される。だが平ひら田たと軽井沢がいれば上う手まく話題を繋つなげてくれる。それに波は瑠る加かは愛あい里りを連れて遭そう遇ぐうしないよう立ち回ってくれる話になっているが、それでも不測の事態は起こりうる。

　その時に佐藤と２人で遊んでいるところを見られるよりも４人で行動している方が自然に映るんじゃないだろうか。どうせ断れない空気なら、そんな風に考えておくべきだな。

「３人がそれでいいなら、特に異論はないかな」

　待たせるわけにもいかず『イエス』の答えを出すと、軽井沢は即行動を始めた。

「じゃあ決まりね。２人はこれからどこに行く予定だったわけ？」

　あっさりとＷデートが確定し、軽井沢がぐいぐいと引っ張るように進行し始める。

　そんな様子に佐藤はどこかホッとするような、落ち着いた雰囲気を見せていた。

　もしかしたら佐藤も緊張していて、２人きりは不安だったのかも知れない。

　この突如湧いて出たイベントが功を奏そうすることを期待しよう。

「えっとね、綾あやの小路こうじくんとこれから映画を観にいく予定だったの」

　佐藤がこちらのデート内容を携帯を使いながら伝え、軽井沢と打ち合わせる。

「今日から公開の映画？　それならめっちゃラッキーかも。あたしたちも観にいく予定だったんだよね。うわ、しかも上映時間まで一緒だし。凄すごい凄い！」

　ひょんな偶然に盛り上がりを見せる２人。

　やや佐藤の表情が固いというか、ぎこちないのが気になるな。

「偶然だね、綾小路くん」

「みたいだな」

　同じ映画を同じ時間に観にいくことは平田にとっても驚きだったようだ。

　いくら上映初日だからって、ここまで見事に重なるとは本当にラッキーな話だ。

「一緒に行くにしても映画だと、席はどうなるんだ？　変更はきかないよな？」

　オレは２人に対して席がどこなのかを聞いてみた。

　偶然に偶然が重なっていくのかどうか。

「そうね。えっと……」

　軽かる井い沢ざわが携帯を操作し、確認する。

「どうなの？　軽井沢さん」

　軽井沢の携帯を佐さ藤とうが覗のぞき込み、自分たちの席位置を確認しあっていた。

「席は……バラバラか。まぁそれは仕方ないかー」

　軽井沢は平ひら田たに席を見せてくる。互いの位置は全く異なっていた。

　どうやら偶然はそう続かないようだ。

「じゃあ、そろそろ行こうよ綾あやの小路こうじくんっ！」

　会った時はしおらしい、緊張した面持ちの佐藤だったが、軽井沢たちが合流したことでいつもの調子を取り戻したのか、オレにべったりと並んで歩き出す。

「……近い」

　誰にも聞かれないような小声で、オレは思わず呟つぶやいた。

　Ｗデートになったオレたちは４人で映画館に向けて歩き出す。

　４人が横並びになる形で、一同モール内を歩いていく。端からオレ、佐藤、その隣に軽井沢、そして一番遠くに平田だ。

「へえ……なんか２人結構サマになってない？」

　密接して歩くオレたちを見て軽井沢が呟く。

「そ、そう？」

「どこからどう見ても、クリスマスを仲睦むつまじく過ごすカップルって感じ？」

「へへへ。なんか恥ずかしいね綾小路くん。私たちカップルみたいだってさ」

「……そうだな」

　そう見えるような状況なのは否定できないか。

　まあクリスマスにデートしている以上多少の言われようは仕方ない。

「でも２人ってマジで付き合ってないの？　実は付き合ってたりして～」

「ちち、違うよ。全然っ。私たちまだそんな関係じゃなくって！」

「ほんとにぃ？　隠してるなら今のうちに話してよね」

　興味本位というよりは明らかにこちらを茶ちや化かしに来ている。

　ただ佐藤が心底嫌がったり困ってる様子は見受けられない。

　どちらかと言えばそんな軽井沢からの茶化しを喜んでいるように見えた。

　その様子が不思議というか、やや理解が及ばず混乱してしまう。

　しかし、すぐに自分に置き換えることで一定の理解に気づく。

　例えば学校のアイドル的な女子とオレが何かの間違いでデートをしていたとして、その様子を目撃した友人に彼女か？　なんて茶化されると気恥ずかしさを覚えると同時に、勘違いながらも優越感のようなものを得る気がしたからだ。

　ただ、この場合は『学校のアイドル』という明らかなステータスが自慢なわけであり、佐さ藤とうがオレにそんなものを感じているかどうかは強い疑問が残る。

「確か佐藤さんって、まだ彼氏いないんだったよね？」

「う、うん」

　軽かる井い沢ざわからの執しつ拗ような攻めは終わらず、次々と話が振られてくる。

　オレは半分ほど話を聞き流し、予定外のＷデートをどうやって無難に凌しのぐか考えることにした。

　それから暫しばらくは軽井沢からの質問に答えつつも、受け流す時間が続いたが……。

「あたしたちはあたしたちで楽しんでるから、２人は気にしないでね」

　やがて、そう言って軽井沢は平ひら田たの方へと顔を向けた。

　好き放題話した後は放任か。

　軽井沢の狙いは何となく予測がつくが、それでも分からない部分は多い。

　ともかくここからのＷデートは、要はグループとして行動はするが、基本的には２人で会話をしろってことらしい。

　オレはそのルールというか線引きが良く分からなかったが、気にしないことにしよう。

　問題はここからだ。佐藤と何を話すのが正解か分からない。

　オレはクラスメイトとしての佐藤のことを、殆ほとんど知らないのだ。

　時間の無い中で情報を得ようと動いたりもしたが、殆ど手がかりは得られなかった。

　屋上での一件に冬休みと、佐藤とは接触できるような機会もなかった。

　もしデートまで猶ゆう予よがあれば、もう少しマシな状態に持っていけただろう。

　しかし、手探り状態は佐藤も同じはず。緊張もするだろう。

　もちろん前日までに多少なり質問は考えてみた。

　好きな食べ物とか、趣味を聞くだとか、そういうベタなことだ。

　しかしいざとなってみると中々聞きにくいな。

　うわ、コイツネットに書いてあるようなマニュアル通りだ、と思われたくないからかもしれない。

　話題に悩んでいると、こちらの沈黙に気づいたのか軽井沢が一瞬こっちを向いた。

　そして視線が１秒にも満たない間だけ交まじわりあう。

『随ずい分ぶん大人しいじゃない。大人しい役を演じるのも大変そうじゃない』

『別に演じてるわけじゃない。単純に話題の持って行き方が分からないだけだ』

　そんなやり取りが目だけで交わされる。

　もちろん、軽井沢の言葉はオレの勝手な想像だ。

　いつまでもこちらから切り出さないでいると……。

「佐さ藤とうさん。綾あやの小路こうじくん何話していいかわかんないんじゃない？」

　沈黙を破るかのように、軽かる井い沢ざわから放たれた一矢が飛んできた。

　どうやらオレの想像はほぼ全て当たっていたらしい。

　それを機に佐藤はハッとした表情を浮かべ会話を始める。

「あのさ、綾小路くんってアイドルとか好き？」

　佐藤も色々と話題を考えてくれていたのか、そう聞いてきてくれた。投げられる、高めのボール。キャッチしやすい位置にふわりと飛んでくる。

「アイドル、は正直詳しくないな……好き嫌いは特にない。佐藤は好きなのか？」

「私は結構好きなんだよね、カッコいいアイドルも好きだけど今のブームは女の子のアイドルグループかな。ほら聞いたことない？　50人くらいいる───」

「ああ、連日テレビで見かけるな。奇抜な歌のダンスしたりするグループのことだろ？」

「そうそう。私それが凄すごく好きでさ。歌も良いのが多いんだよね」

「へえ……」

　ぐいぐいと攻めてくる佐藤に気おされながらも、頷うなずく。

「特にデビュー曲はオススメできるから聞いてみてよ。今度ＣＤ貸してあげるから」

「ありがとう」

　そう返事したところで、自分が会話のやり取りを間違えていたことに気づく。

　自然と空いてしまう会話の間。

　相あい槌づちを打ったり返事をするだけでは、一方的にボールを投げさせていることになる。

　こっちが受け取ったボール、当然投げ返すのはオレでなければならない。

「どんな曲とか聴いたりするの？」

　すると、そんなオレの苦悩を知ってか知らずか佐藤が再び投球してくれた。

　再び投げてくれた話題という名のボールを、今度はしっかりと返球できるようにしよう。

　どんな曲を聴くのか。意外とシンプルで答えやすい話題だ。

　そう思ったが、オレは喉元まで出かかった曲を引っ込める。

　もし素直にオレの趣味を露ろ呈ていしたならば、どうなるだろうか。

　ここでベートーヴェンやモーツァルトを引っ張り出せば確実に外す。かといって、ヒーリングミュージック、なかでも雨音や鳥のさえずり、と答えるのもミスだ。

　つまりオレの趣味がどうであるか、はこの問い的には無視するべきだ。

　求められている回答は有名なミュージシャンやアイドル系の、言わば今時の曲だろう。佐藤の期待する眼まな差ざしになんとか答えなければ。

「……今年、流は行やった映画があったよな？　アニメの」

「あぁうんうん。あの恋愛映画よね、超感動したよねー」

「あれの主題歌を歌ってるグループとか、その辺かな、最近聞くのは」

　オレはグループ名を覚えていなかったが曲は何度か耳にしていた。それを手がかりに話を進める。

「あー！　わかる！　凄すごいわかる！　私も超好きなの！」

　どうやら上う手まく返球できたようで、佐さ藤とうは万歳するようにボールをキャッチしていた。

　ただこの話題が深くなると途端にボロが出てしまう。

　そこは上手く切り抜けないとな。

「色々と詳しいんだな」

「そう？　私は多分普通くらいだと思うけど」

　どうやら女子という生き物は、想像以上にこの手の事情に詳しいらしい。原始時代からの男女の役割分担が現代にまで強く浸しん透とうしていると聞いたことがあるが、まさにそれかも知れない。女性はコミュニケーション能力が特に磨みがかれたらしいからな。

「今って部活とかしてないよね？　前って陸上部だったりする？」

　話題が部活に変わった。何な故ぜそんな話になったのかは分かりやすい。体育祭でのオレのリレーに関係しているんだろう。

「いや、オレは部活はしたことないんだ」

「そうなんだ!?　それなのにあんなに足が速いなんて凄くない!?　だってあの生徒会長よりも速かったんだよ！」

　万年帰宅部だったことを伝えると、佐藤は何故か感激したように興奮した。そんな佐藤のはしゃぎぶりが目立ったのか、軽かる井い沢ざわが横目に一言だけ突っ込んできた。

「生徒会長が遅かっただけってことはないわけ？　勝手に足が速いと思い込んでただけで、実は足が遅い者同士の戦いだったりして」

「流石さすがにそれはないよ軽井沢さん。２人とも凄く速かったよ」

「ふーん。俄にわかには信じられないけどね。喧けん嘩かとかも弱そうだしさ。それに綾あやの小路こうじくんって意外とドライそうって言うか、大切な人が風邪で寝込んだりしてもお見舞いにすら来ないようなタイプだったりして～」

　全く関係のない流れで喧嘩のくだりを持ち出してくる辺り、嫌いや味みがこもっている。

　そして今日の攻撃の要因がそこにあったことを知る。

　屋上で龍りゆう園えんによって繰り返し身体からだを冷やされ、体調を崩した可能性のある軽井沢を気にかけなかったことを恨うらんでいるようだ。もしかするとＷデートの提案は、オレの行動を妨害して憂うさ晴ばらしをしようとしているのかも知れない。

「私はそんな風に見えないけどな。綾小路くんって絶対優しいと思う」

「えー？　そうー？」

「僕も綾小路くんは、優しい人だと思うよ」

「うわ、なんかあたしだけ悪者みたいじゃない」

　不満そうにそう言いながらも、軽かる井い沢ざわは会話の中心人物として常に目立っていた。

　オレ個人を弄いじりながら佐さ藤とうにそれをフォローさせているのが伝わってくる。

　そしてその流れが、佐藤とオレをカップルにするための狙いであることも分かる。

「あ、あのね？　あの、その……」

　ふと、気がつけば笑顔がなくなっている佐藤。

　オレからの話題が無いことに嫌気が差したかと思ったが、違うようだ。

　何かを言い出したいのに口に出来ない、そんな風に見えた。

　しばらく黙って佐藤の出方を窺うかがっていたが、言葉が続くことは無かった。

「あ、あのさ。なにか私に聞きたいこととかない？」

　そう言って会話の主導権をオレへと譲ってきた。

　確かに先ほどから話題の中心はオレのことばかりだ。

　ここはこちらからも佐藤に対して何か話をするべきだろう。

「この学校に入ると、外部と連絡が取れないだろ？　それで困ったこととかないか？」

　そんな変わった質問をしてみると、佐藤は真面目に考え込んだ。

「そう、だなぁ……色々ある気がするけど……」

　考えた末、中でもこれは、と思われるものを佐藤が口にする。

「私、中学の時は猫を飼っててさ。今はお母さんが面倒を見てくれてると思うんだけど、猫に会えないのが一番つらいかも」

　家族との距離が開く、というのは確かに一般的な回答かも知れない。

　可愛かわいがっていたペットと会えないのは、我が子と会うことを許されない親のような心境だろうしな。

「３年間会えないのは確かに辛つらそうだな」

「綾あやの小路こうじくんはペットとか飼ってなかったの？」

「ああ。犬が飼いたくて興味はあったけど両親が許してくれなかったんだ」

　興味があったことは事実なので、そんな風に答えておいた。

「そうなんだ。犬と言えばさ、私この間、敷地内で子犬見かけたんだよね」

　そんなことを佐藤が言う。

「え、そうなの？」

　自分からこっちはこっちで楽しんでいるから気にするなと言った軽井沢が、何な故ぜか再び佐藤の会話に合流する。しっかりと話は聞いていたらしい。

「うん。しかも飼い犬っぽかったんだよね。可愛かったなー」

「学生は飼えないはずだから、大人の誰かだろうね。従業員や先生とか」

　敷地内に迷い込むとは思えないため、平ひら田たが言う。

　確かに考えられるとしたらその線が濃いな。

「いいなーペット。寮りようでも飼えたら最高なのに」

「あたしも賛成。ペットショップとかあったらいいよねー」

「ていうかなんで飼えないのかな」

「確かに確かにー。色々売ってるのにペットがないのは、なんか納得いかないよね」

　女子２人はペットについて盛り上がりを見せたが、男２人は置いてけぼりだ。

　確かにペットは癒いやされると思うが、寮で飼えるようになると様々な問題が出てくる。１人１匹飼える前提なら、数百匹の動物が飼われる可能性がある。それを学校のある半日の間、全ての部屋に放置すればたちまち問題が発生するからだ。

　必然的に飼えないことは納得できそうなものだが、その考えには至いたらないらしい。

　ちゃんとした理由など、カケラも考えてはいないだろう。

　可愛かわいい可愛くない、飼いたい飼いたくないだけで話を完結させている。

「……くだらない考えだな」

　オレは物凄すごく面白くないことを考えている。自分でもそれがハッキリと分かった。

　この場に必要なのは、そんな現実的な話じゃない。

　ペットを飼うようにはなれない。ベラベラそんなことを喋しやべってもこの場をしらけさせるだけだ。

「僕はウサギが飼いたいな。飼育も比較的しやすいし、大人しいからね」

　素直に女子の会話の流れに乗って平ひら田たが言うと、女子の２人も笑顔で賛同する。

　きっとこういう会話の出来る男がモテるのだろう。

　気がつけばペットの話題も終了し、次の話題を模索する時間になっていた。

　どうしたものかあれこれ考えていると、佐さ藤とうと目が合う。

「ね、ねえ綾あやの小路こうじくん。あのえっと……」

　さっきまで調子を取り戻していた佐藤だが、また急に言葉に詰まりだす。

　どうやら佐藤は本当に聞き出したいことがある時、極度に緊張するらしい。それが異性絡がらみの時だけなのか、普段でもそうなのかは不明だ。

　しかし意を決したように言葉を吐きだそう……としてまた閉じる。

　さっきのことよりも聞きづらいことなんだろうか。

「綾小路くんの好みの女子ってどんなの？」

　佐藤の言葉が出てくる前に、その隣の軽かる井い沢ざわが質問してきた。

「わ、私も聞きたいかなっ」

　便乗するように佐藤も同意する。

　自分の質問が遮さえぎられたことに不満を示さない佐藤。

　もしかすると同じ質問をぶつけたかったのだろうか。

　もしそうだとすると、どうやらこのＷデートは、単なる偶然ではなさそうだ。

　最初から薄々感じてはいたが、どうやら仕組まれていたものと観みるべきだろう。

　ともかく、今は質問に答えなければならない。好みの女子か。

「……なんか答えにくいな」

　キラキラとした目で見てくる佐さ藤とうに、ジッと睨にらむような目つきの軽かる井い沢ざわ。なんだか楽しそうにこちらを見ている平ひら田たと、三者三様の眼まな差ざしだ。

「元気系……とか？」

　懸けん命めいに搾しぼり出だした言葉だったが、それが自分の好みかと聞かれると怪しい。

　単に女子は元気な子が多いため場を荒さない一言を狙ったつもりだったが、オレの思った通りにはならなかった。

「意外。なんか綾あやの小路こうじくんってそういう子が好きだと思わなかった」

　もしかして佐藤や軽井沢たちは、元気系、に属する女子ではないのか？

　堀ほり北きたのようなタイプこそ違うと言い切れるが、[image: ]くし田だも、一いち之の瀬せも元気系……だよな？

「もしかして綾小路くんって、元気系かそうじゃない大人しい系の２種類しか女子にはいないとか思ってるんじゃないの？」

　そんな、妙に鋭い突っ込みが軽井沢から入る。

「そうなの？」

「そうじゃない。オレが比較的静かなタイプってこともあるから、逆に牽けん引いんしてくれるような子が良いなと思っただけだ。言葉の表現を間違ったのなら訂正する」

　そう答えたが、あまり佐藤たちには伝わらなかった気がする。

「じゃあさ。堀北さんとはどんな感じなわけ？」

　また急に、そんな話を軽井沢から振られた。

　全く関係ないだろう、そう言いたかったが明らかに佐藤の顔つきが変わる。

　これも、佐藤がしたいと思っていた質問だろう。

　聞きづらい佐藤の代わりに、軽井沢が聞いてきたと見るべきだ。

　オレと堀北の関係性を正しくクラスで理解している人間は限られているが、その理解している少ない生徒が軽井沢だ。

　こんな質問が飛んでくることそのものが不自然。確実に佐藤のためだろう。

　佐藤が本気でオレに対して異性としての好意を抱いてくれているのなら、そのことを軽井沢に打ち明けＷデートへと持ち込んだ道筋が見えてくる。

　つまりそのための援えん護ご射しや撃げきのようなものを軽井沢に頼んだのだろう。色々と探りを入れて外堀を埋めていこうってことだろうか。

　見えない軽井沢がどこかでオレを狙っている、そんな感覚だ。

　今回のＷデートを持ちかけたのがどちらかは分からないが、細かな作戦を決めているのは軽井沢であると推測される。

[image: ]

「堀ほり北きたとは別に何も。事実、こうしてクリスマスだって別だ」

　論より証拠。今ここに堀北がいないことが、何よりの証明だとアピールして見せた。

「でも、だからって何もないとは言い切れないんじゃないの？」

　これで十分なはずなのに、軽かる井い沢ざわが食い下がってきた。

「綾あやの小路こうじくんは堀北さんが気になってるけど、相手にしてもらえなかったパターンもあるし、誘いたいけど誘う勇気がなかったってこともあるでしょ？」

「……確かにな」

　真面目に考察すれば、その線はありうる話だ。

「ど、どうなの？　誘って迷惑だった？」

　不安そうに佐さ藤とうが、覗のぞき込むようにこちらを見てきた。

「さっきも言ったが、もし迷惑だと思ってたなら事前に断ってる」

「そっかぁ。よかった……！」

「けどいるのよねー。自分が好きな相手に振り向いてもらえないからって、保険をかけておく男子って。本命と付き合えなかったらキープしてる女子と、なんてことも」

　軽井沢は意地の悪い質問をぶつけてくる。

　ここで、そんな器用なことが出来る人間に見えるか？　と問い返しても、見えると答えられてしまったら詰む。佐藤のためと、そんな風に軽井沢が追い詰めてくるかもな。

　うじゃうじゃワニが泳いでいるナイル川に飛び込むようなものだ。

「オレがそんな器用なことが出来る人間に見えるか？」

「見えるけど？」

「……おい」

　分かっていて飛び込んでみたら、見事に噛かみ付つかれた。

「本命は堀ほり北きたさんだけど、キープとして佐さ藤とうさんと遊んでる可能性もあるじゃない」

　佐藤を持ち上げたいんじゃなく、オレを落としたいようだな軽かる井い沢ざわは。

　もしかしたら佐藤と上う手まく行くように仕向けようとしているのではなく、オレのような人間では佐藤に釣り合わないと佐藤に教えているのかも知れない。

「綾あやの小路こうじくんは、そういうことする人じゃないと思うけど」

　厳しい軽井沢からの突っ込みに、佐藤が反論する。

「ね？　綾小路くん」

「そこまで器用じゃないからな」

　軽井沢からの猛攻を逃げ切った。

　そう思った矢先、第三の攻撃がやってきた。

「でもさ、綾小路くんって[image: ]くし田ださんともちょっと仲良かったりしない？」

「え、そうなの!?」

　気づかなかった、と佐藤が飛び跳ねるように驚く。

「[image: ]田の場合は誰とでも仲が良いと思うんだが……」

　もはやワニが噛み付いたどころじゃない。水中から飛び出して空を飛んだ。

「男子の大半は[image: ]田さんと付き合いたいとか思ってるんじゃないの？」

「そう思うか？　平ひら田た」

　オレはワニから逃れるため、平田にアドバイスを求めることにした。

　こっちが困っていると分かっていれば、上手く対応してくれるはずだ。

「確かに[image: ]田さんは人気だと思うけど、皆が皆そうじゃないと僕は思うな。それに綾小路くんはまだ、特定の誰かを、って気持ちは持ってないんじゃないかな」

　正解だ平田。おまえはオレの願う方向性１００％のことを答えてくれた。

　[image: ]田に対する誤解を解くと同時に、それ以外の問題も解決する。

「洋よう介すけくんが言うなら、きっとそうなんだろうけどね」

　不服そうながらも、軽井沢が頷うなずく。平田の言葉には不思議な重みがあり、簡単には覆くつがえせない。佐藤ならもっと感じているだろう。

　ナイス平田。凄すごいぞ平田。イケイケ平田っ。

「なあそこの４人、ちょっといいか？」

　４人で映画館の傍そばまで来た時、背後から声をかけられた。それぞれが振り返る。

「おまえ綾あやの小路こうじ、だよな？」

「……そうですけど」

　どちら様ですか、という言葉は喉の奥にすぐさま引っ込んだ。鋭い眼光と、爽さわやかさを兼ね備えた男には幾いく度どか見覚えがあったからだ。

　この学校で知らない生徒はいないであろう、２年Ａクラス南な雲ぐも雅みやび。

　そしてその友人であろう生徒たち男女数人が南雲の周りに集まっていた。メンバーの中には生徒会の生徒たちも揃そろっている。

　書記の溝みぞ脇わきと殿との河かわ、そして副会長の桐きり山やま。それに女子の生徒会メンバーも。

　そして唯一、１年で生徒会に名を連つらねることになった少女の姿もあった。

　１年Ｂクラス一いち之の瀬せ帆ほ波なみだ。だがこの面子メンツの中では無む闇やみに前に出てこず、軽く視線を合わせると微笑ほほえむ程度の反応を示すだけだった。

　一之瀬以外の生徒会メンバーはオレに見向きもせず、雑談を続けている。

　しかし、錚そう々そうたる上級生たちの登場。この場の空気が重くなる。

「１年よね？　雅の友達？」

　殆ほとんどの上級生がこちらを認識しない中、一人の女子が視線を向けてきた。

　以前、道ですれ違った時にお守りを落としていった上級生だ。

　とは言え、向こうはこちらのことなど知るはずも無いが。

「話したことはない。覚えがないか？　体育祭のリレーで堀ほり北きた先輩と勝負してた生徒だ」

「あー。なんか見覚えがあると思ったら……あの時の」

「ちょっと話しようか。時間あるだろ？」

　そう南雲に声をかけられてしまう。今４人で遊んでいたことは誰の目にも明らかだ。しかし上級生でもあり新任生徒会長からの誘い、無む下げには断れない。思わぬ事態に佐さ藤とうは萎い縮しゆくし、軽かる井い沢ざわにも軽い動揺が見られた。

　そんな２人の様子を見てすぐに平ひら田たが前に出る。

　この中で唯一、南雲に対して面と向かっていける生徒だろう。

　とは言え、遊んでるので時間はありません、また今度にしてください、なんてことは言えないだろう。どう対処するつもりだろうか。

「おはようございます南雲先輩」

「よう平田。サッカーのほう、調子はどうだ？」

　南雲は生徒会長に就任する前はサッカー部に所属していた。その部分を生かして会話を切り出すことにしたようだ。

「皆懸けん命めいに頑張ってます。また今度、練習に付き合ってください。あの先輩、綾小路くんが何かしたんですか？」

　少し不安そうに切り出してみせる平田。

「え？　あぁいや、そういうわけじゃない。俺が後輩を虐いじめるわけないだろ？　ちょっとした興味本位だ」

　南な雲ぐもは笑って見せたが目は全く笑っていない。

　オレが切り出さないことには、この場の流れは変わらないだろう。

「何か用でしょうか」

　オレはやや窮きゆう屈くつに答えた。

「そう警戒するなよ。って言っても無理な話か、ちょっと先に行っててくれ」

　人数が多いと威い圧あつしてしまうと思ったのか、南雲は仲間にそう声をかけた。

「早くきてよ～？」

「分かってる」

　オレたちを解放する気はないのか、南雲は取り巻き連中を先にどこかへと向かわせた。

　その背中を何となく見ていると察知したかのように付け足す。

「カラオケだよ。この後おまえも来るか？」

「いえ……」

「冗談だ。友人でもないおまえが参加したら、場がしらける」

　今度は冷笑を浴びせる。

「堀ほり北きた先輩が気にかけてる生徒……そんな噂うわさに踊らされただけさ」

「先輩、それってリレーの時のことですか？」

　オレをフォローするように平ひら田たが上う手まく会話に入ってくる。

「ああ。おまえも見てただろ？」

「はい、綾あやの小路こうじくんの足が速いことは知っていましたので」

　それは平田の嘘うそだったが、真実を確かめる術すべは南雲にはない。

「でもそれ以外で、先輩たちの目に留とまるようなことは綾小路くんにはないかと」

「確かに普通の生徒に見える。おまえの言った足の速さ以外は……な」

　南雲が険しい顔でオレの腕を強く握り締めてきた。

　その異常な光景に、当然他の３人は驚いたことだろう。

　一触即発、喧けん嘩かが始まるように見えたんじゃないだろうか。南雲と親しい平田ですら、一瞬動きが固まるほどの気き迫はく。

「南雲会長っ、ちょっと顔怖いですよー」

　これ以上の事態には進ませまいと、軽かる井い沢ざわが笑って南雲に近づいてきた。

「怖がらせたかな？　悪い悪い、そんなつもりは最初から無いんだ」

　南雲は穏やかな表情を軽井沢に向けるが、オレの手を放そうとはしなかった。

　こちらに視線を戻してくる。

「だが───俺は生あい憎にくと堀北先輩のことは買ってる。あの人がお前に何かを見たというなら、それに間違いはないはずだ」

「随ずい分ぶんと買ってるんですね。生徒会長を」

「元生徒会長、をな。これからが楽しみだな綾あやの小路こうじ。あの人が卒業して去ったら、一年間は退屈な時間が流れる。俺の欲求を満たす遊び相手になってくれよ？」

　堀ほり北きた兄と南な雲ぐもとの間には色々と因縁めいたことがあったとは知っていたが、その当人を飛び越して、オレにまで飛び火するほど執しゆう着ちやくしていたとはな。少し想定外だった。

　南雲は自身や周囲が楽しければそれでいい、というようなタイプと読んでいたからだ。

　ところがこの態度を見るに、そういうわけじゃないらしい。

　己の強さ、己の凄すごさを周知させることにこそ、重きを置いているようだ。

「ひとつだけ聞いてもいいですか」

　これまで受身一いつ辺ぺん倒とうだったオレがそう聞くと、南雲は初めて少しだけ笑顔を見せた。

「以前生徒会長に就任された時、これから学校を面白く、実力で決めていくと言ってましたけど、具体的にはどんなことをするつもりですか？」

　ここまでくればひとつくらい話を振っておいても損はない。

　そう思い聞いてみる。

「１年がどんな試験をやってきたのかは知らないが、つまらない堅苦しいものばかりだったはずだ。俺はそんな試験に辟へき易えきしてるのさ。そうだな、流行のバーチャルオンラインゲームによる特別試験、なんてのは面白そうだと思わないか？」

「バーチャルオンライン、ゲーム……？」

　オレは一瞬携帯などによるアプリを連想したが、すぐに南雲は笑ってこう言った。

「本気にするなよ」

　ずっと掴つかんでいたオレの手を南雲は放すと、もう一度笑った。目は笑っていないが。

「デートの邪魔をして悪かったな。またな」

　そう言って、南雲は仲間を追ってカラオケ屋の方へと歩いていった。

　程なくして訪れる静せい寂じやく。

「ふー。ちょっとしたハプニングだったね」

　何事もなかったことに胸を撫なでおろす平ひら田た。

　それに対して、今まで萎い縮しゆくして黙り込んでいた佐さ藤とうが弾はじけた。

「す、すごぉ、綾小路くん！　せ、生徒会長に一目置かれてるなんて！」

「いや別に凄くはない」

　テンションの高い佐藤に押されながらも、そう答えた。

「なんか納得いかないんだけど。綾小路くんなんて足が速かったってだけよね？　洋よう介すけくんの方が１００倍凄いし。足だってマッハだし。勉強だって出来るし。注目されるなら洋介くんじゃないとおかしくないー？」

　ねえ？　と軽かる井い沢ざわが平ひら田たに笑顔で話しかける。

「平田くんは確かに凄すごいけど……。でもでも綾あやの小路こうじくんも私負けてないと思う！」

　鼻息荒く、そうフォローしてくれるのは嬉うれしい気もするが、そこまでは求めていない。

　可も無く不可も無くくらいで評価してくれればそれが一番いいのだ。

　何よりそんな風に言えば、軽井沢に付けこまれる。

「負けてないって、平田くんに比べて全然勉強できなくない？」

「そ、それは……でも私より頭いいし！」

　確かに、そこは否定しないがそれでいいのか佐さ藤とう。

「よかったじゃない綾小路くん。佐藤さんがこんなに評価してくれるなんて、たまたま足が速くて得したって感じ？」

「そうかもな」

　やけに圧の強い軽井沢の褒ほめ……ではない言葉を受け止める。

　とにかく今日一日、軽井沢はオレを下げ続ける方針でいることだけはわかった。





　　　　２






　ケヤキモールの映画館は先日よりも混雑していた。新しく公開された映画の影響と、機材トラブルも関係しているかも知れない。

[image: ]

　さすがに伊い吹ぶきの姿はなさそうだ。

　海外の大手映像制作会社が製作した３Ｄアニメには興味がないのか、あるいはこの混雑を予見して避けたか。……多分後日観みに来るんだろうな。

　全員で予あらかじめ予約しておいたチケットを発券し、半券を渡して中へ。

「そ、そうだ軽かる井い沢ざわさん。お手洗いに付き合ってほしいんだけどっ」

「そうね。上映も近いし」

　そう言って佐さ藤とうは軽井沢をやや強引に連れトイレへと向かった。

　オレと平ひら田たの２人が残される。

「……なんていうか、ご苦労様」

　最初に出てきたのは、そんな素直な言葉だった。平田は偽りのカップルである軽井沢に貴重なクリスマスを潰つぶして付き合っている。素直に尊敬するところだ。

　それとも本当は軽井沢に対して気がある、ということもあるか？

「軽井沢さんは、僕が最初に救わなきゃならないと思ったクラスメイトだからね」

　その目は軽井沢を恋愛対象で見ている、という感じではなかった。

　日々クラスメイトのために奔ほん走そうする男、平田洋よう介すけの目だった。

「綾あやの小路こうじくんには本当に感謝してるんだ。軽井沢さんの件のこと」

「感謝されるようなことをした覚えは無いけどな」

「船上試験で君と軽井沢さんが同じグループになったことは、本当に良かった。もう彼女は、僕という存在を抜きにして歩き出すことが出来る」

　ひとつの荷物をゆっくりと下ろすように、平田は安あん堵どしたため息をついた。

「それはまだなんじゃないのか？」

「僕が彼女の彼氏、という役目をしているから？」

「ああ」

　精神的に軽井沢は強くなった。成長した。それを平田も肌で感じている。

　しかし本当の意味での成長はそこにあるはずだ。

「それは時間の問題、だと僕は思ってる。最近は連絡も最低限しか取り合っていないしね。今日みたいなちょっと例外のパターンは別として、僕はもう必要ないはずだよ」

　確かに平田が感じているように、軽井沢は既に一人で歩き出しているようだ。

　オレが認めるんじゃなく、第三者がそう感じているのなら間違いない。

「野や暮ぼなことを聞くけどクリスマスは良かったのか」

「うん。僕は軽井沢さんの彼氏だからね。少なくとも今日まで、他の女の子と何かが、なんてことは無いよ。それに多分これからも」

「これからも？」

　分かりもしない先のことを、平ひら田たは予言するように言った。

「僕はね綾あやの小路こうじくん。周囲の人たちが仲良くしてくれていたら、それで満足なんだ」

「だから恋愛は必要ないと？」

「そう、だね。少なくとも今はそう感じてる」

　これだけ恵まれた容姿、性格、能力を持っているのに勿もつ体たいないことだな。

「綾小路くんはどうなの？　佐さ藤とうさんとは付き合うつもりなのかな？」

「いや……」

　そんなつもりはない、と否定するとこのデートの行為そのものを否定することになってしまうので言葉に詰まった。

「どうだろうな。今は何とも言えない」

　そう答えることしか出来なかった。

「恋愛をしないって言った僕が言うことじゃないかも知れないけど、綾小路くんは一度誰かと付き合ってみるのも良いかも知れないね」

「今まで彼女が出来たことないんだろ？　という突っ込みか？」

「ははは、違うよ。確かに恋愛はしてなさそうだなと思ったけど。でもそれは綾小路くんがモテないからじゃないよね？　恋愛対象になる子がいなかっただけなんじゃない？」

「正直に言えばどっちもだ。モテることもなかったし、その対象もいなかった」

　そんなわけで恋愛に発展するわけもない。

　ホワイトルームにはアイドルたちのような恋愛禁止の決まりはなかったが、恋愛が成立するようなことは絶対になかったからな。

　遊ぶ時間、休日、そんなものはなかったし、トイレと風呂以外は常に監視されていた。恋愛関係に発展するはずもない。

「その生き方は疲れないのか？　自分のことを二の次にして、クラスのためだけに学校生活を送るなんて」

　そんな当たり前のように浮かぶ疑問をぶつけてみた。

「疲れる？　そんなことはないよ。むしろ僕にとっては、まとまりの欠けるクラスの方が辛つらいからね。入学当初に感じていた不安は、正直だいぶ薄らいできたよ」

　平田はこの学校に来て早々に、クラスをまとめるために動いていたからな。無人島では結束が大きく崩れ、一時的に平田の精神状態に陰りが見えたこともあった。しかし、最近はオレでも分かるくらいにＤクラスはまとまりを見せ始めている。

　クラス内での陰湿な虐いじめも見当たらない。Ｃクラスなどの外的要因は別として、だが。

　平田洋よう介すけはＤクラスにとって非常に大切な中核だ。

　もし平田がいなければ、間違いなくＤクラスは今も最下位を独走していた。

　だが、平田はどこか脆もろい……危うい一面も持つ。

　無人島の時は事なきを得たが、あの時以上のクラス崩壊が起きた時、平ひら田たがどうなってしまうのかは予測が付かない。

　こんなことを考えさせられるのは、[image: ]くし田だの存在が頭にあるからだ。

　中学時代、[image: ]田はクラスを崩壊させた経緯を持つ。そして今も、堀ほり北きたに対してそれをちらつかせるようなことをしている。

　つまり必要に駆られればクラスへ爆弾を投下することもある、ということだ。そうなれば平田にかかる心の負荷は相当なものになるだろう。

　中核が機能を止めれば、まとまりかけているＤクラスもどうなるか分からない。

　オレはまだ２人が戻ってこないことを確認して、少し違う話をすることにした。

「南な雲ぐも生徒会長について、平田はどれだけ知ってるんだ？」

　同じ部活仲間だったのなら、１年生の中でも南雲のことを知っている方のはずだ。

　このタイミングなら聞きやすいと判断した。

「どうかな。部活の先輩としてしか、普段は会うことがなかったからね。それも生徒会長に就任してからは挨拶する程度だし」

「なら印象みたいなものでもいい」

　そう少しだけ方向性を変えて聞き直してみた。

「僕の最初の印象としては、面白い先輩、かな。サッカーの練習ひとつとっても、今までにない奇抜なアイデアを積極的に取り入れる人だった。もちろん、全てが全て上う手まく行くわけじゃないけど、最終的に面白かった、と思えたりしたんだ。練習って過酷で大変なもののはずなのにね」

　その練習風景を思い出すかのように平田が笑った。

「それに最後には結果を出すって言うか、スキルアップしてるんだよ。僕らが入学する前から、南雲先輩は大会でも結果を出し続けてきたみたいだ」

「なるほど。完璧な先輩だったってことか」

「それは、また少しだけ違う話になるかな」

　肯定すると思っていたが、平田は首を左右に振った。

「栄光の陰には、苦難がつきもの。部をやめて行った人たちは多いみたいだね」

「けど悪い噂うわさは聞かないんじゃないのか？」

「もう学校に残ってないからじゃないかな。２年の先輩は南雲先輩と衝突して部をやめた後学校もやめちゃったみたいだからね」

「部活だけじゃなくて、学校をやめたのか」

「詳しい理由は、僕にも分からない。どこまで南雲先輩が関与しているかもね」

　あくまでも一連の流れから南雲が絡からんでいる可能性があるだけ。

　生徒が個人的な理由で学校をやめた可能性は大いにある。

　しかし、引っ掛かりを覚えるのもまた事実だ。

　似たようなことを堀ほり北きた兄も言っていたからだ。

　南な雲ぐもにとって邪魔な存在は徹底して排はい除じよしていると。その結果２年は一枚岩になった。

　南雲が光だとするなら、それを憎むべき相手は影。

　徹底的に闇やみを潰つぶしてきたのだろうが、世界はそう単純には出来ていない。

　光の先には必ず影がある。どれだけ排除しても、新たな影は生まれてくる。

「綾あやの小路こうじくん、もしかして生徒会に入るつもりなのかな」

　これまでの話の流れから、平ひら田たがそう推理するのも無理のない話だ。

「いや、そのつもりは全くない」

　その点はきっぱりと言っておく。もし堀北が生徒会入りを拒こばむ結果に終わったとしても、オレが生徒会に入ることは絶対にないだろう。

　だが対策を考える必要は出てくる。ちょっとした仕事を頼むのとは違い、生徒会入りすることは日常生活にも大きな影響を与えることになる。軽かる井い沢ざわなら指示には従うだろうが、得意不得意で考えれば向いていないのは明白。

　オレの指示に従い、尚なお且かつそれなりに優秀で生徒会入りしてもおかしくない人物。

　３つのハードルを越えられる存在など、ほぼほぼいないからな。

「そうなんだ。綾小路くんなら上う手まくやれそうな気がするんだけどな」

「それはこっちのセリフだ平田。おまえこそ生徒会っぽい人間だぞ」

「僕は似合わないよ。それに部活をやめたくはないしね」

　どうやら平田は卒業までの間、サッカーをやめるつもりはないらしい。

　平田が生徒会に入るなら、オレの手札が一枚増える可能性はあったんだがな。

　ここではそのことを深くは追求しない。

　オレはあくまでも外野である立場から変わるつもりがないからだ。

「生徒会の件はともかく、僕たちも来月からは大変な立場に変わるだろうね」

「それは、Ｃクラスに上がるからか？」

「うん。上からは警戒され、下からは追い上げられる。ましてクラスポイントの差は肉迫しているからね。下手すれば２月の頭にはＤクラスに逆戻りかも知れない」

　そう危き惧ぐするのも当然だ。

　クラスポイントは毎月のように変動する。

　何か些さ細さいなミスがあれば、平田が予想するような展開にも容易になるだろう。

「そうなった時に、努力出来るかどうかが問題だな」

「全員Ａクラスに上がりたいって気持ちは持ってると思うんだけどね」

「多大なる努力と運が必要だとしても、その気持ちは変わらないと思うか？」

「問題はそこだよね。結局上を目指すにはクラスに大きな負担を強しいることになる」

　好きに選べるのなら全員Ａクラスを選ぶだろう。それこそクラス争いに全く興味を示さない高こう円えん寺じであってもだ。だが、Ａクラスとそれ以外とでは要求される条件が異なる。

「僕は───」

　平ひら田たが続けようとしたところで、声が遠くからかかる。

「お待たせ綾あやの小路こうじくん！」

　話の途中ではあったが、佐さ藤とうと軽かる井い沢ざわが戻ってきた。

　映画の上映も近いため話は一度打ち切りとなり４人で劇場内へ向かった。





　　　　３






　３Ｄアニメ映画は普段観みないのだが、予想を裏切る形で面白かった。

　動物たちの様々な表情や動きを上う手まく再現し、そして熱く感動できるストーリーだったと言える。王道ながら、その王道を追求していくとこうなるんだろう、という出来だ。

　館内に持ち込んでいたジュースを両手に持ち佐藤とシアターを出る。

「面白かったね！」

　そう興奮気味に話す佐藤には同意しか出てこない。

　ちょうどお腹なかも空すいてきた頃合だ。

　少し遅れて平田と軽井沢もシアターから戻ってきた。

　予あらかじめ予約しているというランチを食べに４人で移動する。その最中、再び佐藤と２人の会話が始まった。

「あのさ、綾小路くん……。ちょっと野や暮ぼなことを聞いてもいいかな？」

　映画を一緒に観て距離が少し近づいたのか、佐藤は先ほどよりも近かった。

　物理的な近さというよりは、心と心が半歩だけ近づいたという方が正しいだろう。

「聞きたいことがあるなら聞いてくれ」

　何でも答えるわけじゃないが、答えられることには答えるつもりだった。

「あーあたしも聞きたーい」

　別々に話をしようと言い出しておきながら、またも軽井沢が乱入してきた。

　その状況を見ていた平田から、ちょっとした意見が上がってくる。

「いい機会だし、みんながお互いに聞きたいと思ってたことを聞きあうっていうのはどうかな？」

　その提案は悪いものではない気がした。

　オレもこの際、平田に聞きたくても聞けなかったことを聞いてみようか。

「賛成～。じゃああたしからね」

　賛成を表明するなり、軽井沢はすぐにオレに視線を向けてきた。

「綾あやの小路こうじくんって誰かと付き合ったこととかあるわけ？」

　その質問はさっき平ひら田たに受けた。いや、正確には受けるまでもなく見抜かれていたわけだが。一日に２回似たような話をされるとは思ってもいなかった。

　基本的に彼女がいない＝情けない、が通説の男子としては悲しい限りだ。あまり気持ちよく答えられるものじゃないが、軽かる井い沢ざわと佐さ藤とうの視線が熱く注そそがれる。

　佐藤はともかく軽井沢は完全に遊んでいるとしか思えないような態度だ。

「今はいない」

　オレは正直に話しつつも含みを持たせてみた。

　こう表現すれば、過去にはいた、という風に受け取らせることも出来る。

「はい。年齢イコール彼女なしの言げん質ち頂きましたっ」

　曖昧にして答えたつもりだったが、軽井沢は決め付けるようにそういいきった。

「綾小路くんさー。それってモテない男の逃げ口上だから覚えておくといいんじゃない？　『今は』なんてつけるほうが怪しいから」

「そうか？　過去に彼女がいても今いなければ『今は』いないになると思うが」

「じゃあ過去にはいたわけ？」

「いや……いない」

「ほらやっぱり！」

　嬉うれしそうに軽井沢がはしゃぐ。何となく佐藤も嬉しそうだ。

　軽井沢の理論には説得力が欠ける気がしたが否定する材料も見当たらない。

「私は、彼女がいないって全然気にすることじゃないと思うな。ほら、山やま内うちくんとか鬼おに塚づかくんみたいに露骨にモテない場合はマイナスだけどさ。付き合いたい相手を見極めてるって言うか焦ってないだけだよね綾小路くんは」

　そう言ってフォローのようなことを佐藤がしてくれる。

「佐藤さんって綾小路くんのこと、結構理解してるんだ」

「理解……出来てるといいなあ。でも、まだ全然わかんないことだらけ。私からも質問させてね。綾小路くんは、さ。髪の長い子と短い子だったらどっちが好き？」

　またオレに質問が飛んでくる。今度ぶつけられる質問も、結構ストレートだ。

　好きなタイプに彼女の有無、今度は好きな髪形か。

　複数の質問を組み合わせると女性像が浮かびだしそうな感じだな。

「気にしたことないな……。その人に合ってれば長くても短くてもいいんじゃないか？」

「なんか模も範はん的な回答よねー」

　まさに模範回答をしたせいで、軽井沢から指摘を受ける。

「僕も同じだよ。男子でも女子でも、その人に似合っている髪形なら問題ないと思う」

　絶妙なタイミングで平田からのアシストが入る。

　形勢不利と見るや否や、軽かる井い沢ざわは平ひら田たに対して満面の笑みを見せた。

「やっぱり？　あたしも実はそれ派なんだよね。相手の好みに合わせて髪の長さ変えたりする子もいるけど、似合ってるかどうかを最優先に考えなきゃ意味ないって感じ？」

　当初から軽井沢は平田推し、平田イズムを人前では貫いてきているが、相変わらず見事だ。強気な性格と強引さが態度に見事に表れている。

　佐さ藤とうとオレをくっつけるのが軽井沢の目的だとするならば、オレの悪印象を植え付けるのは如何いかがなものかと思うが、時として予測は大きく外れるのかも知れない。

「髪形とか束縛してこないって、凄すごくいいと思う！」

　佐藤はオレに対してマイナスの印象を持つどころか、ちょっと目を輝かせている気がしたのだ。

　軽井沢も何な故ぜか、意外とやるわね佐藤さん、みたいな目で見ている。

　下げるようなオレへの発言を、佐藤が救い上げてくれていた。

「なあ平田、モテる自覚みたいなのって、あるのか？」

　ここはやはり天下の平田大先生に意見を伺おう。

　そう思ったが、何故か軽井沢に睨にらまれる。佐藤も同じような顔をしていた。

「ちょっと綾あやの小路こうじくん。洋よう介すけくんに質問じゃなくて佐藤さんにするべきじゃないの？」

「そうだよ。これじゃ綾小路くんと平田くんがお見合いしてる感じ？」

「……そう言われてもな」

　佐藤の前ではオレと軽井沢には大して交流がないことになっているため、変に食い込んだ話題は振れない。かといってほぼ初対面の佐藤にも話題を振りづらい。

　となると、一番話しやすい平田に逃げたくなるのも無理のない話だ。

　こっちがどれだけ微妙な話題を振っても、平田は上う手まく捌さばいてくれる。

　それに個人的に、平田に聞いてみたいことがあるんだから仕方ないだろう。

「何でも聞いてよ綾小路くんっ」

「……そうだな……」

　何とか脱出の糸口がないか探していると昼食場所のファミレスに辿たどり着ついた。

　自然な流れで一度会話が中断する。

　佐藤は事前に予約しているらしく、スムーズに席へと案内される。

　案内された席では４人分のお手拭や割り箸などが用意されていた。

「４人分、なんだな」

　予約していたのは２人。

　席には、オレと佐藤の分しか並べられていないはずなんだが。

「あー、さっきお手洗いに行くときに佐藤さんたちからここのこと聞いてさ。追加で予約しておいたんだよね。ね、佐藤さん」

「う、うんっ」

「そうなのか。手際がいいな」

「まーね。こういうことならあたし、百ひやく戦せん錬れん磨まだから」

　胸を張って自慢する軽かる井い沢ざわに、オレは視線を向ける。




『嘘うそつけ』




　と。すると軽井沢からも視線が戻ってくる。




『誰とも付き合ったことない清きよ隆たかには言われたくないしー』




　そんなところだろうか。

「綾あやの小路こうじくんから、何か佐さ藤とうさんに聞きたいこととかないの？」

　視線を向けた代償だろうか、席についても似たような話題からは逃げられないようだ。

　軽井沢は再び同じ話に戻してきた。

「……休日とかいつも何してるんだ？」

　困った末に出した話題だったが、露骨に軽井沢が、うわー、な顔を見せる。

「なにそれ。それが搾しぼり出だした質問？」

　先ほどから軽井沢は、平ひら田たにも分からない範囲で苛いら立だちを覚えているだろう。

　何な故ぜ、事前に仕入れた佐藤の情報を全く生かさないのか。疑問に思っているはずだ。

　だがオレは元々デートを成功させるためだけに情報を仕入れたわけじゃない。

　佐藤という人物について知りたいから情報を集めていた。その違いは大きい。

「いいよ軽井沢さん。私、綾小路くんから聞かれて嬉うれしいし」

　笑顔でそう答えると、佐藤は少し考える仕草を見せた。

「んー。基本は友達と遊んでるかなー。一人だとつまんないしね」

　多分、佐藤が仲良くしている女子グループとだろう。何となく面子メンツが頭に浮かぶ。

「でもたまに一人で色々検索とかしてるかも。ファッションデザイン関係とか」

　ファッションデザイン。普段あまり聞かない言葉が佐藤から出てくる。

「私、ちょっとデザイナーもいいなーって思ってるからさ」

「へぇ～初耳。佐藤さんそっち系だったんだ」

　どっち系かは分からないが、女子には女子に通じる会話があるらしい。

　佐藤は二度三度頷うなずいて見せた。

「もしＡクラスで卒業できたら、良いとこ入っちゃおうかな、なんて」

　そう言って佐藤は嬉しそうに妄想を膨ふくらませる。

　Ａクラス卒業の恩おん恵けいを期待するのは悪いことじゃないが、Ｂクラス以下で卒業した時にも上う手まくやれるよう考えておくとベストだ。

「綾あやの小路こうじくんは、将来どうするとか考えてるの？」

　オレが投げたボールが、緩ゆるやかに佐さ藤とうから返球された。

「……進学、かな」

　まだ将来の職業なんてものを想定していなかったオレは、無難に答えた。

「うわ、私はやだな。高校卒業してからも勉強するなんて耐えられないし、絶対」

　進学と聞いて佐藤が拒絶反応を示す。

「中学が終わったら義務教育も終わりって言うけどさ、実質高校までが義務教育みたいなものじゃない？　中卒だと何かとバカにされちゃうわけだし」

　バカにされるかどうかはともかく、高校は出て当たり前、という風ふう潮ちようはある。

　実質義務教育という表現もけして大げさではないかも知れないな。

「あたしは大学ありかも。サークルとか凄すごく楽しそうだしさ」

　一方、軽かる井い沢ざわは意外にも進学には否定的じゃなく大学生活を想像して答えた。

　おのおのぼんやりとだが、将来のことは考えているんだろうな。

　そんなこんなで、いつものグループとは違った楽しさの一面を持った食事だった。

　ただ毎日だと物凄く疲れるだろうな、という疲労感もあった。





　　　　４






　食事を終え、ケヤキモールを遊び歩き終わると時刻は５時前。

　５時間ほどにもなったＷデートもそろそろ終わりが近づいてきた。

　過ぎ去ってみれば意外と面白かったと言える一日だったかも知れない。

　ただし、軽井沢を含めると色々大変なので次回は遠慮願いたいところだ。

「それでどうする？」

　解散になるのかどうか、その確認をオレからする。

　もしかしたら追加でどこかに行こう、そんな可能性も視野に入れていたが……。

「それじゃああたしたちは……帰ろうか、洋よう介すけくん」

　先ほどまで楽しそうにオレを散々いじって来た軽井沢だったが、突如退散を宣言する。

　ここからは邪魔者だろうと、急な配はい慮りよを見せたのだ。

　どうやらこの先、２人きりにするのが狙いの何かがあるのだろう。

　佐藤と軽井沢が目と目で合図を送っているのが見えた。

　勝手ながら想像を膨ふくらませるのは難しくない。

　ともあれ、それに同意を示すように平ひら田たが頷うなずく。

「もう遅くなってきたしね。帰ろうか軽かる井い沢ざわさん。今日は遊べて楽しかったよ綾あやの小路こうじくん。またね。それと佐さ藤とうさんも」

　一日平ひら田たと過ごしたが、実に聖人君子にふさわしい男の動きをしていた。

　全ての人間に対して、上手に接することが出来る平田。Ｗデートなんて慣れないものに対するメリットはこの男を置いて他にないだろう。

「２人とも今日はありがとう」

　平田と軽井沢は寄り道せずに寮りように戻るようだ。２人で足早に歩き出す。

　佐藤がその背中を暖かく見守る。

「それでどうする？」

「えーっと、さ。ちょっとだけ遠回りして帰らない？」

　そんな佐藤の提案。特に断る理由は無いので承しよう諾だくする。

「そうだな……じゃあ、あっちから帰ろうか」

　少しだけ、オレたちは遠回りすることを決め、遅れて帰路に就くことにする。

　先ほどまでマシンガンのようにトークしていた佐藤は、随ずい分ぶんと静かになっていた。

「ごめんね、なんかＷデートみたいなのになっちゃって」

「最初は驚いたけどな」

「やっぱりあの２人って凄すごいよね。なんかカップルとしてのオーラが違うって言うか」

　常に軽井沢は、彼氏役である平田を目立たせるように動いている。

　それが佐藤にも当然伝わり、自然と軽井沢の存在も大きく見えているからな。

「憧あこがれちゃうよね～」

「確かにな」

　オレたちは近い距離を歩きつつも、手と手が触れ合うことはない。

　軽井沢たちといる時に見せていた大胆さは、カケラも見られなかった。

　けして居心地が悪いわけではない、だけど普通ではない空気への変化。

「今日は誘ってくれてありがとう。楽しかった」

　沈黙を破るようにそう答えたが、何な故ぜか佐藤の顔は浮かなかった。

「ねえ綾小路くん……今日は楽しくなかったんじゃない？」

　そんなことを聞かれる。

「そんなことはない」

　素直に楽しめたからこそ否定したが、何故か佐藤には伝わらなかったようだ。

「けど……」

「なんでそんな風に思ったんだ？」

　理由が分からなかったため、問い返してみる。

「だって、今日一度も綾小路くん笑ってないし……」

「笑ってない、か」

　そのことについて説明する前に、佐さ藤とうが言葉を続ける。

「一度くらいは笑顔が見れるかなって思ってたんだけどね」

　どうやら佐藤は、オレと一緒にいてそんな部分を気にしていたらしい。

　Ｗデートの内容そのものに、不満は本当になかったんだが。

　それをどう伝えたものか考えていると、佐藤は重そうに口を開いた。

「やっぱり私が、前に堀ほり北きたさんを虐いじめようって言ったこと……関係してる？」

　不安げな瞳。泣き出しそうな顔をしていた。

「そういえばそんなこともあったか」

　入学して間もない頃、堀北は孤立してクラスメイトをバカにする傾向が強かった。

　その風当たりは当たり前のことで仕方のないものだったが、佐藤もまた、堀北に対して良い感情を抱いていなかったのも事実だろう。

　実際、一度グループチャットでは堀北を虐めないかという提案もあった。

　オレはそれを蹴けったが、今も本人はそれを覚えていたらしい。

「そのことは気にしてない。というか今の今まで忘れていたくらいだ」

「……本当に？」

「そもそもあの時点で堀北が疎うとまれるのは無理もないことだった。それに、本人のいないところでちょっと話題に出しただけで、実際に何か行動したわけでもない。そんな下らないことで相手の評価を決めたりはしない」

　陰口なんてものは、人間誰しも言葉にするものだ。

　それを当人の前で言ったり実際に実行しなければさしたる問題にはならない。

　ただし『自分も陰口を言われても文句は言えない』という部分さえ理解していればの話だが。

「ほんと？」

「ああ。本当だ」

「でも、楽しくなかったんじゃないの？　笑ってくれなかったし、さ」

「笑わないのは……なんていうか単純に笑うのが苦手なだけなんだ」

　さっき否定し損そこねた部分をフォローしておく。

　それがどこまで佐藤に伝わったかは、正直分からない。恐らくは慰なぐさめ程度に言ったと受け止められただろう。正直に言えば、幾いくらでもフォローのしようはある。

　昼間軽かる井い沢ざわからの質問等に関しても、もっと良い受け答えをする自信はあった。

　だが、オレは意図的にそうしなかった。




『そうするほどの相手ではない』というジャッジを下していたからだ。




　そういう意味では、佐さ藤とうの感じていた『面白くなかったんじゃないの？』という疑問もあながち間違ってはいなかったのかも知れない。

　オレは遊びとして楽しいとは感じていたが、佐藤の願う方向でないことだけは確かだからだ。これ以上好かれても困る、という判断を下していた。

「笑ってなかった理由、納得できないか？」

「ううん……そんなことはないけどさ」

　重たい沈黙が流れる。

　今日一日、自分で過信するわけではないが佐藤からは悪くない好意を向けられていた。

　だが、出来ればここでその好意が踏みとどまって欲しい。

　そのために会話もままならない男として、微妙な立ち振る舞いを続けたのだから。

　しかし、佐藤は一度背を向けると鞄かばんから何かを取り出し、自分の後ろに回した。

「あ、あのさ───」

　そして振り返る。何かを決心したかのような、佐藤の強い視線がオレを捉とらえた。




　どうやらオレの願いは叶かなわないらしい。




「あの……その……わ、私と付き合って！　綾あやの小路こうじくん!!」




　びゅっと、一陣の風が吹いた。




　人生で初めて受ける正真正銘の告白。

　視線の先、茂しげみに隠れる存在はひとまず無視しておく。

　ここでの無む為いな長考は、単純に佐藤を苦しめるだけにしか繋つながらない。

　オレはすぐに言葉を選び決断を下す。

「悪いな佐藤。オレは、おまえの期待に答えてやることはできない」

「っ！」

　勇気を振り絞って告白してくれた佐藤に、オレは素直にそう答えた。

　いや、佐藤のことが嫌いなわけじゃない。性格や外見に問題があるわけでもない。

「そ、そっか。やっぱり、ダメ、か」

　苦笑いなのかなんなのか分からない表情を見せながらも、佐藤は必死に笑顔を崩さないように取り繕っていた。デートの最中、佐藤も薄々は感じていたはずだ。

　佐藤に対して強い興味を抱いていないように見える、ということに。

「よ、良かったらさ、今後の参考までに……理由を教えてもらえない、かな？　やっぱり他に好きな人がいるから？」
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「それはない。ただ、今の段階では付き合えない。純粋な気持ちの問題だ」

　相手を好きになっていない状況で、付き合う選択を選ぶことは失礼に当たる。

　これがオレの表の理由。

　佐さ藤とうに向けるべき真っ当な理由だった。

「佐藤だろうと、無関係だが話に出てきた堀ほり北きただろうと[image: ]くし田だだろうと、答えは全部同じだ。相手を好きになってないのに付き合うことは出来ない」

　もちろん、内心想おもってくれているであろう愛あい里りだったとしても同じ返事をした。

　彼女が直接想いをぶつけてきているかそうでないかの違いでしかない。

「情けない話とも言えるが、オレはまだ本気で異性を好きになれたことが一度もない。だから振ったとか振られたとかじゃなく、まだ恋愛を出来るほどオレが成長出来てないってことなんだ」

「……そっか」

　その事実を受け止めてもらうことしかオレには出来ない。

「私、急ぎすぎたのかも知れないね。そうだよね、１回のデートじゃ、相手のことなんてまだ全然わかんないもんね」

　眉まゆを寄せながらも、佐藤は自分に言い聞かせるように二度三度頷うなずいた。

　告白も、その返事も、お互いに物凄すごい勇気を必要とする。

「オレはチャンスを逃したのかも知れないな」

　懸けん命めいに思いを伝えてくれた子の返事を断る。

　バカな選択だと自分でも感じる。

　彼女を作って人並みの学生生活を送りたい。

　そんな気持ちはしっかり持っている。佐さ藤とうが相手なら文句もない。

　今からでも、やっぱり付き合って欲しいと願い出るほうが正しいジャッジだ。

　だがそれでも、もうオレの口は閉ざされて開かない。

　ポケットの中の携帯が震える。

　誰からかは分からないが、電話の着信だった。

　もちろんこの状況で出るわけにもいかず無視をする。

　その間、佐藤は手にしていた包装された箱を鞄かばんの中に仕し舞まいなおしていた。

　そして顔をあげてこう言った。

「今日はありがとう、綾あやの小路こうじくん」

　オレからの返事、その内容が変わらないことを悟さとった表情だった。

　佐藤が今この瞬間、オレを好きでいてくれたとしても、明日もそうである保証は無い。

　この先、オレを見続けてくれるのか新しい恋を見つけるのかも分からない。

　ただ佐藤が、初めてオレに告白をしてくれた相手だということだけは生しよう涯がい忘れないだろう。

「また……遊びに誘ってもいいかな？」

　恐らく佐藤が搾しぼり出だした精一杯の手向けの言葉。

「もちろんだ。オレも佐藤と遊ぶのは楽しかったし、誘いたいと思ってる」

　それは紛まぎれもない本音だ。

「うんっ」

　返ってくる短い頷うなずき。

　どこまで佐藤に届いたかは分からないが、告白の時間は過ぎ去った。

　重苦しい空気が残りつつも、急速に戻ってきた日常。

　木こ枯がらしが吹き荒れ、冷える身体からだに突き刺さる。

「寒くなってきた。帰ろうか」

　望む望まないにかかわらず、時間は過ぎている。

　いつまでもここで、２人立ち尽くしているわけにはいかない。

　オレが歩き出そうとすると、佐藤は立ち止まったまま動かなかった。

「佐藤？」

　不思議に思い振り返ると、佐藤の目の端には大粒の涙が溜たまっていた。

　それが零こぼれ落おちる前に腕で涙を拭ぬぐい、佐さ藤とうは一度笑う。

「ごめ。ちょっと、私走って帰る！」

　そう言って佐藤は雪を踏み鳴らし、オレを置いて寮りようへと駆け出した。

　その背中に声をかけることが出来ず、ただオレは静かに見送ることしかできなかった。

「考えるまでもない、か」

　オレのような人間に振られたからと言って気にすることはないが、当の本人にしてみれば精一杯の勇気を振り絞った上でのことだ。

　その気持ちが通じなかった以上、平然と隣を歩いてなんて帰れないか。

　あとで寮で鉢はち合あわせないよう、その背中が見えなくなるまで見送る。

　もしも生徒会の件や父親の件がなければ、オレの答えは違っていただろうか。純粋な高校１年生の男子として、好意を向けてくれる女子の手を取っていただろうか。

　もし、なんて仮定で考える。体育祭のリレー前の告白だったなら、オレは佐藤を受け入れていた気がする。しかし皮肉なことに、佐藤がオレに好意を抱いたのはそのリレーだ。

　自分自身の思考回路が、普通とは違うことは客観的に理解している。

　降りかかる災難を防ぐことを優先し、行動している。

「さて……」

　帰る前に片付けておくべき問題を終わらせておくか。

　そう思い茂しげみに向かって声をかけようとした時だった。

　オレの下に再び一本の電話がかかってくる。

　携帯の画面には『非通知』の文字。

　一瞬無視しようかとも考えたが、単なる悪戯いたずら電話とは思えなかった。

　通話ボタンを押し、耳にあてる。

　性別すら分からない相手の出方を窺うかがったが、数秒待っても沈黙が続いた。

「もしもし」

　こちらから一度、そう声をかけてみる。

　だが返事が返ってこない。

　なのでオレはすぐに結論を出そうとした。

「切るぞ」




「信じていいのか？」




　破られた沈黙から返ってきた言葉。

　意味を成なしていない言葉。

「唐突だな。何を信じてもらうのかがさっぱり分からないんだが」

　説明を求めて聞き返す。

「堀ほり北きた先輩が言う、南な雲ぐも降ろしだ。おまえが協力者になると聞いた」

　どうやら堀北兄からオレのことが例の２年の生徒に伝わったようだ。

　非通知でわざわざかけてくるとは、慎重なことで。

　だが電話してきたということは、これから会うつもりがあるってことだろう。

　電話番号を伏せていても、声を聞かせているのだからそうでなければおかしい。

「念のために聞きたい。名前は？」

　堀北の兄貴はこちらの番号を伝えても、その正体は教えていないようだ。

　ま、声を聞かせているし番号も知られている。

　調べていけばオレまで辿たどり着つくのは難しくないだろう。

「答える必要はないと思うんだが」

　そう分かっていつつも、一度断る。

「まぁいい。声には覚えがある。大体見当はついているからな」

　予測はついている、か。となるとこちらも大体の目星はつけられそうだ。

　２年でオレの声を知っている生徒はそう多くない。

「急な話だと思うだろうが、今から会いたい」

　やはりそう切り出してきたか。

　だが、こっちがその予測をしていたことは伝える必要はないか。

「それも唐突だな。もっと警戒しなくていいのか？」

　既に夕暮れ時、間もなく陽ひは沈んでいくだろう。

「こっちは問題ない。おまえにその意思があるならな。すぐ合流できるのか？」

　オレは一度茂しげみを見た。

「そうだな。あんたも運がいいな」

「運だと？」

「正直、今じゃなかったら断ってるところだ」

　電話の向こうで、相手は不可解さを感じているだろう。

　今なら応じてもいい、とオレが言ったことの意味を考えている。

　そんなものを考えても理解など出来るはずもない。

　オレは今自分がいる場所を口頭で伝える。

「近くの校舎の傍そばに人目につきにくい場所がある。そこで10分後に会いたい」

　そう短く返事が返ってくる。

「悪いがちょっと片付ける用件がある。20分後でもいいか？」

「……分かった」

　通話を終える。

　指定された場所までは５分もかからないが、あえて猶ゆう予よを設けた。

　とりあえず、15分の間に片付けておくべきことをやっておくか。

　寒空の下で凍こごえて待っている相手がいる。

「そんなところにいつまでも隠れてると風邪引くぞ」

　オレは樹木と茂しげみの陰に隠れる人物に声をかける。

　だが返事は返ってこない。

「これから予定が入った。置いていくけどいいのか？」

　もう一度声をかける。

　すると中途半端に観念したのか、姿を現さず声だけが届く。

「……いつから気づいてたわけ？」

「最初からだ。ここで佐さ藤とうが告白することも聞いてたんだな、軽かる井い沢ざわ」

「べ、別に。ちょっとね」

　微妙な誤ご魔ま化かし方をしながら、軽井沢が立ち上がる。

　茂みに身を寄せていたためか少しだけ肩に雪が乗っかっていた。

「さむっ」

「平ひら田たはどうしたんだ？」

「さあ。適当に帰ったんじゃない？」

　興味なさそうに答えてから、道路に出てくると身体からだの汚れと雪を払った。

　音を立てないためにずっと潜んでいたのか、鼻が赤くなっていた。

「寒かっただろ」

「ちょっとだけね」

　強がる必要の無いところで強がって見せる軽井沢。

　そんな軽井沢には、凍えていた自分のことよりも気になることがあるらしい。

「ってかさ、なんで佐藤さんからの告白断ったの」

「なんでって。おまえが言ってただろ。好きでも無いヤツと付き合うのは最低だって」

「それはそうだけど……据すえ膳ぜん食わねば高たか楊よう枝じって言うでしょ」

　どんなだそれは。聞きかじった知識を使おうとして間違えている。

「据え膳食わぬは男の恥、だろ」

　据え膳とは、すぐに食べられる状態で用意された食事のこと。

　そしてそれに手を付けないのは男の恥だってことから、情事のことを言う。

　まぁ軽井沢の場合は性的な意味じゃなく、付き合える状況なんだから付き合わないのはおかしいと言いたいんだろうが。

「佐藤は良くも悪くも普通の女子だ。当たり前の恋愛をしたいと思ってる。けど、客観的に見てオレにその当たり前の恋愛が出来ると思うか？」

「それは……ちょっと想像しづらいかもね」

　オレのことを誰よりも知る軽かる井い沢ざわだからこそ、その点を理解することが出来る。

　当たり前の恋愛にはオレだって人並みに憧あこがれる。可愛かわいい子に告白されて、甘酸っぱい学校生活を送ってみたいと考えたことも１度や２度じゃない。

　ただ、やっぱり佐さ藤とうの思い描く恋愛模様にはならないだろう。

　ここで強引に付き合っても、彼女の時間を無駄に浪ろう費ひさせるだけ。あとで幻げん滅めつしても失った学校生活は戻ってこないからな。

「あんたさ～。あたしが言うことじゃないけど、ちょっと卑ひ屈くつすぎかもね」

「卑屈？」

「確かに、清きよ隆たかは普通の男子とは違う。それに普段みんなが見てる姿は嘘うそなわけでしょ」

「嘘というか、全部を見せてないのは事実だな」

「だからその姿を見せた時に幻滅する女子がいるって考えるのは、正しい判断。だけどさ、好きになったらそんなこと関係なかったりするもんなのよね。あたしの勝手な予想だけど佐藤さんは清隆を受け入れたと思う」

「そういうもの、なのか？」

「そういうもんなの。ま、でも振っちゃった以上それも終わりだけどね。折せつ角かくあたしがキューピッドの矢を放って上げたのに。弾はじき返かえしちゃうなんて」

「キューピッドの矢？」

「気にしないで。もう関係ないことだから」

　ニヤッと小悪魔みたいに笑ってきた。

「女子って切り替え早い子多いから。佐藤さん、他の男子を好きになるんじゃない？」

「それならそれで仕方ない。そういうものだろ」

「なーんか悔くやし紛まぎれにも聞こえるけどね」

「ほっといてくれ。オレの選択だ」

　そう言ったが軽井沢には納得できない部分が残ったようだ。

「もう遅いけどさ、試しに付き合って見ることも出来たんじゃないの？　違う？」

　その指摘は正しい。

　最終的な着地点に問題はあったにしても、上う手まく行く可能性は十分あったからだ。

　今オレ自身が佐藤を異性として『好き』ではなくても、大切にしていけば、好きになっていたことだってある。

「それにさ、あんたなら佐藤さんの気持ちには気づいてたんじゃない？　クリスマスにデート誘ってくるなんて普通の友達だったら絶対ないし。それをオッケーしたってことは、付き合うことだって頭に入れてたんじゃないの？」

「デートしてみた結果、佐藤と馬が合わなかったから、とは捉とらえないのか？」

「それは……あるかも知れないけどさ。でも今日見てる限りじゃ上う手まく行ってるように見えたし。あんただって結構楽しそうにしてたじゃん」

「正直に言えば、佐さ藤とうと付き合うことを全く考えなかったわけじゃない」

「ほ、ほらやっぱりね」

「佐藤と付き合うことで、多分色々経験出来ただろうしな」

　そんなオレの言葉に引っ掛かりを覚えたのか、やや怒ったような顔を見せる。

「何よ、その色々って」

「恋人同士の行き着く先、ってことだな」

　出来る限りマイルドにだが伝える。当然意味は軽かる井い沢ざわにも分かっただろう。

「はあ!?　あんた、そんな最低な理由で付き合うつもりだったわけ!?」

「おまえはしたいと思わないのか？」

「し、知らないし！　あたしだって全く未知の世界なんだから！」

「なら、その未知の世界ってヤツに飛び込んでみたいとは考えないのか？」

「それは───それは、だって、結局のところ相手次第じゃないの？」

「……まぁ、誰でもとは思わないな」

　想像してみたが、もちろん出来る限り自分が良いと思える相手ではあってほしい。

「でしょ！」

「けど佐藤なら別に不満はなかった」

「む……じゃあ、じゃあなんで佐藤さんの告白断ったのよ。あんたの言う、その未知の世界ってヤツを経験できたんじゃないの！」

「そんなに怒って責め立てるな」

「怒ってないし！」

　１００人が１００人、今の軽井沢は怒っていると答えるだろう。

　もちろん、何な故ぜ怒っているのかは考えるまでも無い。

「オレが佐藤と付き合う選択を選んでいたとして……おまえは今、オレの隣にいたか？」

「え？」

「それが、オレが佐藤を選ばなかった一番の理由でもある」

　理解の及ばなかった軽井沢が、言葉の意味を考える。

　あの告白で佐藤と付き合う選択をオレが選ぶことは、確かに学生生活の楽しみに大きく繋つながっただろう。恋人が出来て、楽しい時も辛つらい時も共にする。そしてより深い仲になる。世の学生の大半がそんな甘い未来を一度は想像したはずだ。しかしこれらは、佐藤と付き合うことが軽井沢のメンタルに全く影響を与えない場合に限っていた。

　特定の相手を選ぶということは、つまりは取捨選択でもある。

　ここで佐藤を選べば、今後軽井沢を有用に使いこなして行くのは難しくなっただろう。

　それは単なる予測ではなく、事実こうして軽かる井い沢ざわはオレに詰め寄ってきている。

　もし佐さ藤とうを選んでいたら、軽井沢はオレへの警戒心を強めたはずだ。

　屋上での一件は、確かに軽井沢にとって大きなターニングポイントだった。オレに対する軽井沢の信頼度は跳ね上がったし、今後裏切ることは無くなったと言っても過言じゃない。龍りゆう園えんや坂さか柳やなぎ、あるいは南な雲ぐものような存在が近づいてきても、軽井沢は崩れない。

　しかし、唯一例外を生むとすれば今回のような件だろう。

『自分の代わり』という存在。自分が不要になってしまうんじゃないか、という不安は焦りを生む。結果出来ないことを出来ると言ったり、弱気になって出来ることが出来なくなってしまう恐れが生まれる。

　そうなった時、軽井沢の魅力は半減するといってもいい。それを危き惧ぐした。

　もちろん、佐藤が本当に軽井沢に取って代わるほどの逸いつ材ざいだったなら、話は違っただろう。佐藤をメインに据すえつつ、軽井沢をサブで利用する手もあった。

　だが今日の接触を踏まえて改めて確信する。

　佐藤では軽井沢の代わりは務まらない。

　根本的な考え方や、メンタル面などで、軽井沢には遠く及ばないと断言できる。

　奇くしくも１回目のデートにして、その部分が強く露ろ呈ていした。

　仕組まれていたＷデートを偶然と装いきり、今も平然と隠し続けている軽井沢に対し、佐藤は明らかに何度か動揺していたり、逆に落ち着きすぎている部分があった。

　そして決定打となったのは南雲とオレが対たい峙じした時だ。軽井沢は迅速に行動を示したが、佐藤には割って入ることすら出来なかった。いざという時その部分は大きく差が出る。

　この先、オレには避けては通れないであろう問題が３つある。

　生徒会の問題は究極のところ無視も出来るが、坂柳とオレの父親はそうはいかない。

　連中が暴走してしまうと、それだけでオレの立場は平気で一転二転する。その危険性が排はい除じよされるまでの間、軽井沢には円滑に働いてもらわなければならないのだ。

　それに茶ちや柱ばしらや坂柳理事長の動向も気がかりだ。教師側が不用意なことをするとは思えないが、バックグラウンドが見えてきた今、それもまたオレの監視対象だ。

　そういう意味でも軽井沢恵けいの存在は、オレにとって欠かせないものだと言える。学生から見れば圧倒的立場と権けん威いを持つ理事長ですら、軽井沢をハニートラップに使えば社会的に沈めることだって不可能ではないだろう。

　まぁ、向き不向きはあるが……。性的なものは軽井沢には対応出来ないだろうしな。

　軽井沢はとにかく汎用性が高い。

「薄々そうじゃないかとは思ってたけどさ。清きよ隆たかは相手を道具としてしか見てないよね」

「そんなつもりはない」

　そう答えたが、これまで何度も利用されてきた軽井沢に届くはずも無い。

「あのさー、素朴な疑問なんだけど、あんたって誰かを好きになったこととか、ない？」

「今のところはないな」

　好きになってみたい、と思ったことはある。

　その機会が、偶然訪れていないだけだ。




　───あるいは。




　オレの心には『恋心』なんてものは、最初から存在しないのかも知れないが。

　男だとか女だとか、生物学的な違いは理解していても、その先が真っ暗だ。

　ホワイトルームにおいて、それが常識だったように。

「……結局……」

「なに？」

「いや、なんでもない」

　結局オレは、ホワイトルームを出ても尚なお、やはりホワイトルームの中にいるんだろう。

　常に自分を守るための下準備を欠かさない。

　本来の学生生活に、そんなものは不要なはずなのに。

　素直にデートを楽しみ佐さ藤とうと付き合う。それが当たり前の未来でもあるはず。

　そんな未来を、キャンバスに描くことができない。

　様々な相手からの仕掛けに対して、万が一の保険をかけようと動いてしまっている。

　他人がどうなろうと、最後に自分が勝ってさえいればいい。

　……この根本的な考え方は死ぬまで捨てられそうに無いな。

　オレが歩き出すと、軽かる井い沢ざわは少し遅れて歩き出した。

　けして隣に並ぶことはなく、されど会話は出来る距離をキープする。

　もし誰かに見られても偶然を装える絶妙な距離だ。

「あーあ。佐藤さんのために一日頑張ってあげたのに、無駄骨だったなー」

　数日前、屋上でひどい目に遭わされたとは思えないような立ち振る舞いだ。

「ちょっと前にあんな出来事があった割りに、よく立ち直ったな、軽井沢」

「……伊だ達てに何年も虐いじめぬかれてないし」

「年季が違うってことか。確か小学生に上がった頃から、だったか」

　長きに渡る虐め、それがやっと解放されたんだ。

　これだけ身軽になって、高校生活を楽しめるのは天てん賦ぷの才とも言える。

　しかし軽井沢は少し不思議そうな顔をして今の話を聞いていた。

　だがすぐに理解できたのか、納得して口を開いた。

「あ……そっか。そういうことだよね。ごめん清きよ隆たか、その話ちょっとだけ嘘うそが入ってる」

　ふと、何かに納得したように軽かる井い沢ざわが頷うなずいた。

「嘘うそ？」

「あたしが９年間虐いじめられてたって洋よう介すけくんが言ってた話。あれは嘘。ほら、中学時代だけ虐められてたって言うより小学生の頃から虐められてたって言った方が助けてもらいやすいと思ったのよね。環境が変わっても虐めが続いているって知ったら、高校でも同じことが起きかねないって考えてくれそうじゃない？」

　軽く笑って見せて、ちょろっと舌を出した。

　そういうことか。平ひら田たを確実に利用するためについた嘘。相手を利用する時にそこまで考えていたのも、軽井沢のしたたかさを窺うかがわせていた。

「つか……真ま鍋なべたちをけしかけたこと、改めて謝罪とかないの？」

「言われてみればそうだな。デートのことですっかり失念していた」

「後あれ。もう連絡しないとか言ってたのにあっさり連絡して頼ってきたし。そういうとこ、ちょっとフォローが足りないって感じ」

「連絡しないと言った件は撤てつ回かいする。障害は取り除かれたしな。良かったら今度お詫わびさせてくれ」

「全然心のこもってなさそうな話だけど。先には期待しないから今お詫びしてよ」

「今？　どうやって」

「あたしも色々話したんだからさ、清きよ隆たかからも少し聞かせなさいよ」

「何を」

「今日の昼間、南な雲ぐも生徒会長に声かけられてたじゃない？　あれどういう流れ？」

　軽井沢としては佐さ藤とうの件と同じくらい気になっていたことなのかも知れない。

　お詫びに要求してきたのが生徒会の話とは。

「あんたも大変よね。どういう理由で体育祭のリレーを本気で走ったのか知らないけど、どんどん事実に気づく人が増えていってる感じでさ」

「それも打ち止めにするさ。幸いクラスは当初に比べて団結力が強まってきた。オレが何かしなくてももう問題ないだろ」

「そうだけど、その考えってらしくないじゃない。団結力だったらＢクラスの方がずっとずっと上だし。その点で勝てるとは思えないけど？」

　そう言って軽井沢は続ける。

「団結力が強まったことにして、自分が抜け出したいだけでしょ？」

「流石さすがだな。正解だ」

　まだＤクラスは発展途上も発展途上。ＡクラスにもＢクラスにも負けている。

　だが、勝てるようになるまで面倒を見るつもりは更々ない。

「けど体育祭でちょっと目立ったからってあそこまで注目される？　不自然じゃない？」

　足が速いくらいで、南な雲ぐも雅みやびに目を付けられるのはおかしいと言いたいようだ。

　今の軽かる井い沢ざわになら説明しておいても問題ないだろう。

　いや、むしろ話しておくべきことだ。

　こちらから切り出そうと思っていた件だけに手間が省けた。

「ウチのクラスの堀ほり北きたと元生徒会長が兄妹きようだいだってことは？」

「なん、となくは把は握あくしてるかな。そうじゃないかな？　ってレベルだったけど。そういえばリレーの時、生徒会長……元って付けなきゃ分かりにくいか……の人と一緒にスタート切ったりしてたじゃない？　清きよ隆たかは顔見知りなのよね？」

「ああ。妹の方との繋つながりで。それで色々と兄貴側に目を付けられてる」

「あんたの隠れた仮面の下の素顔を知ってるってわけね」

「仮面の下、か。知られてるのは表面上だ。この学校でお前ほどオレを深く知ってる人間は他にいない」

「……ふうん。別に嬉うれしくなんてないけどね」

　そう答える軽井沢ではあったが、満更でもないように見えた。

　他人の秘密を知ることは、当人にとって重たいケースも間々あるが、自分が特別だと思われていることに喜ぶケースも珍しくはない。軽井沢にしてみれば自分が握られている秘密と同様にオレの秘密を知っているという事実が心に刺さるだろう。

「元生徒会長って肩書きは色々と便利だからな。屋上の件でも少し世話になった」

　屋上から先に軽井沢を下ろしたとき、スタンバイしていた元生徒会長と顔合わせしたはずだ。

「そういえば……うん、あの時会った」

「それと似たような形で、向こうからも恩義を返せと迫られてるのさ」

「それが南雲生徒会長に目を付けられるのと関係あるわけ？」

「堀北の兄貴と南雲は対立関係にある。マイルドに言えばライバル関係だな。その堀北兄がオレと話していたことが南雲にとっては気に入らなかったんだろ。リレーでも戦いたがってる素振りだったしな」

「なーんか、ややこしいわね。２人の戦いに割って入ったってことかー」

　これで、南雲がオレに関与してくる理由は伝わっただろう。

　だが本題はここからだ。

「そのせいもあってか、堀北の兄貴からは手を貸すように頼まれてる。南雲を生徒会長の座から引きずり下ろしたいようだ」

「……もしかして、その役目を清隆に？」

「大たい儀ぎだろ？」

「でも、凄すごそうな生徒会長をどうにかできるとしたらあんたくらいよね」

「オレに出来ると思ってるのかよ」

「あんたに出来なきゃ、他の誰にも止められないんじゃない？」

　気が付けば随ずい分ぶんとオレの株も上がったものだ。

　どれだけ謙けん虚きよに言っても軽かる井い沢ざわは信じようとすらしない。

「ちなみに、話の流れだから言うが、今からある２年生と落ち合うことになってる」

「２年生と？　誰？」

「さあ。素す性じようは不明だ。向こうもオレだとは確信できてない。ただ、２年の中で唯一南な雲ぐもに対して快く思っていない生徒ってことだけは判明している」

「へえ……あたし邪魔？」

「立ち会いたいなら、別にいてもいい。どうする？」

　ついてくることを確信しつつ確認だけはする。

「……いく」

　少しだけ悩んだ後、軽井沢はそう答えた。

　その言葉を聞き、オレは携帯の電源を落とす。

　それからオレたちは電話口で伝えられた校舎近くへと移動をする。






○矢の行方









　クリスマスのこの日、部活する生徒も既に学校にはおらず帰路に就いている。

　もし誰か通るとしても教師くらいなものだろう。

　いや、それもほぼないと見るべきか。学校には明かりらしい明かりはついていない。

「寒い。まだ来ないの？」

「予定の時刻にはなってるんだがな」

　既に約束してから20分は過ぎた。

　周囲にはまだ人の気配は無い。

「呼び出しておいて遅刻？　なかなかやるじゃん」

「大方、近くでこっちの様子を窺うかがってるんじゃないか？」

「なにそれ。ずるくない？　清きよ隆たかの正体だけ確かめて帰っちゃうんじゃない？」

「そうしたいところだろうが、無理だろうな」

　ほぼ間違いなく接触してくるとは思っている。

　だが、その『ほぼ』を確実にするにはスパイスが欲しいところだった。

　それが隣にいる軽井沢の存在だ。

　もしこの人気のない場所に単独で現れたら、オレが協力者だと確信する。

　しかし、今日はクリスマス。２人きりになる場所を求めてここに辿たどり着ついた関係のないカップル、という選択肢も僅わずかながら顔を覗のぞかせるだろう。

　仮に身を潜めながら非通知で電話を鳴らして反応をみたいと思っても、オレの携帯の電源は落としてある。つまり確かめるには直接声をかける以外にない。

　オレと軽かる井い沢ざわが寒空の下辛抱強く並んで待っていると一人の生徒が近づいてくる。

　その生徒には見覚えがあった。

　目と目があった瞬間、電話の相手がそうであることを理解する。

　ただ意外……というべきなのか。そういう相手だった。

　まだ声をかけられたわけじゃない。たまたまここに来ている可能性もあるからな。

　もちろんその限りなく低い可能性はすぐに否定されることになる。

「待たせたな」

「今着いたばかりですよ。桐きり山やま副会長」

　オレが名前を呼ぶと一瞬驚いたが、すぐに真顔に戻る。

　まずは向こうの出方を窺うかがうとしよう。

「生徒会の情報はある程度集めているようだな。名前は確か……綾あやの小路こうじだったか」

　今日の南な雲ぐもとのやり取りを傍そばで聞いていた桐山が覚えていても不思議じゃない。

「南雲生徒会長に牙を剥むこうとしてるのが、副会長だとは思いませんでした」

「その話の前に聞きたい」

　こちらの言葉を手で遮さえぎり、視線を軽井沢に向ける。

「そっちの生徒は？　話には聞いていない」

「信頼できるパートナーです」

　軽井沢は少し動揺したがすぐに表情を引き締める。

「信頼か……１年を信じるしかない状況が虚むなしいな」

　イレギュラーな軽井沢を見ても、桐山は隠れずに姿を見せた。

　それだけ南雲政権に不満を持っている証拠なのか、あるいは堀ほり北きた兄を信じるが故か。

「なら本題に入らせてもらってもいいな？　長話は出来るだけ避けたい」

「こっちもですよ。いい加減風邪を引きそうなんで」

「俺は元々南雲とは反そりが合わなかった。生徒会に入ったのも、堀北先輩の存在に憧あこがれていたからだ。同じＡクラスの先輩としてな。もっとも、今は元Ａクラスになってしまったが」

　桐山は南雲に敗れＢクラスへと落ちたという事実。生徒会に入っていたのも堀北兄の影響と考えれば、今副会長の座に残っていることにも不自然さはない。

　逆に、南雲がそんな敵対しあっていた桐山を副会長に据すえていることに驚きを感じる。

「南な雲ぐもの生徒会長就任を阻そ止ししたかったが、到底不可能、既に俺の力の及ぶ範囲じゃなくなっていた。情けない話だ」

「南雲生徒会長が２年生全員を味方に引き込んだという話は、どこまで本当なんですか」

「ほぼ全て本当だ。もちろん内心では気に食わないと思っている生徒も少なからずいるだろうが、反対の一票を投じられるほどではない。付き従うしかないと諦あきらめている」

「ねえ清きよ隆たか。クラスが結束するのは分かるんだけどさ、他のクラスまで味方になんて出来るわけ？　Ａクラスを目指して競い合ってるんじゃないの？」

「それは桐きり山やま副会長が説明してくれるだろ」

「……南雲は改革を約束している。クラスの垣かき根ねを越えて、実力のある生徒はＡクラスに引き上げると公言しているからな。クラスによるチーム戦が原因で、下位クラスに沈んでいることを不満に思っていた生徒も多い」

　少し首を傾かしげる軽かる井い沢ざわにオレは補足する。

「分かりやすく言えば、堀ほり北きたや幸ゆき村むらみたいなタイプの連中ってことだ」

「なるほどねー」

　自分だけならＡクラスに上がれるのに、そう思っている生徒なら他クラスでも味方に引き入れられる。

「でも、それだけじゃ不十分ですよね。実力の無い下位クラスの生徒も大勢いますし」

「南雲の言葉を信じるのなら、全ての生徒にチャンスを与える、ということのようだ。具体的な部分は俺にも分からない」

「なんか怪しくない？」

「怪しくても、それにすがるしかない。Ｂクラス以下は既に逼ひつ迫ぱくしている。Ａクラスとのクラスポイントの差は歴然と開いてしまっているからな」

　南雲が２年全体を味方につけた、というのは何となくだが理解できた。

　しかしそうなると、桐山の存在が不可解になってくる。

「だったら桐山副会長も、その『チャンス』に賭かけるべきでは？　生徒会長と敵対して負けたら、それこそＡクラスには戻れませんよね」

「本当にチャンスがあるのなら、それも選択肢になったかも知れない。だが、俺は南雲がそんなチャンスを全員に与えるとは到底思えない。出来るはずがない。Ａクラスでの卒業が決まったところでちゃぶ台をひっくり返されたら、取り返しがつかないだろう」

　それが南雲に立ち向かう理由、ということか。

「南雲が生徒会長に就任した時点で、生徒会をやめる考えはなかったんですか？　普通敵対する人間の下で働きたいとは思いませんよね？」

「やめてどうなる。やめればその分、南雲が調子に乗るだけだ。それならば、せめてヤツの懐ふところに潜り込んで情報を集め、付け入る隙すきを見つけたいと考えた。堀北先輩に情報を渡せば、きっと役立ててくれると信じてな」

　桐きり山やま副会長は、淡々と話しながらも悔くやしさを滲にじませる。

「このままでは学校の伝統が失われると知りつつ、傍そばで歯を食いしばっているしかない惨みじめさが分かるか？」

　生あい憎にくと分からない。

　桐山も、分かってもらえるとは最初から思っていないだろう。

「分かるはずもないか……おまえたち１年の中には、南な雲ぐものような生徒はいないだろうしな」

　こちらが聞いてもいないのに、桐山は次々と話を続ける。

「だがけして無関係な話じゃない。今はまだ、南雲は堀ほり北きた先輩をはじめ３年生に対して警戒心を向けている。隙すきを見せれば自分の地位を脅おびやかす存在だからだ。だが卒業すればそれもなくなる、そうなれば次のターゲットは間違いなくおまえたち１年生になるだろう」

「そうは言っても、あたしたちと上級生が絡からむことなんてあるわけ？」

　ターゲットにされる理由も分からない、と軽かる井い沢ざわが首を傾かしげる。

「付き従わない生徒には容よう赦しやなく制裁を加える。それが南雲のやり方だ」

「どういうこと？」

「１年生でも南雲に牙を剥むけば、嫌がらせを受けるってことだろ」

「最悪な生徒会長じゃん」

　だが、従いさえすれば恩おん恵けいを受けられる可能性がある。

　２年間南雲をライバルとしてきた生徒たちが従っているからには、それなりの実力と説得力があるということなんだろう。

「牙を剥くも何も、生徒会長と絡むことなんて普通なくない？」

「それは２学期までの話だ。ここから先は上級生と接触する機会が格段に増える。通年、３学期の初めに１年から３年が一緒になった特別試験が行われるからだ。それを皮切りに似たようなことが繰り返されていく。去年の俺たちがそうだったようにな。要は１年生と２年生、場合によっては３年生と戦う場にもなるわけだ」

　つまり予定通りに行けば１月には殆ほとんど面識のない上級生と絡むことになる。

　体育祭で１度学年を飛び越す交流があったが、直接接する機会は殆どなかった。

「恐らくはそのタイミングで、南雲は１年生の中における要注意人物を絞り込むだろう」

　要注意人物、即すなわち自分の立場を揺るがしかねない生徒のことだろう。

　だったらその場では、目を付けられないようにやり過ごしたいものだ。

　それが既に叶かなわない状況になってる気もするのが残念だが。

「去年の試験内容は？」

「恐らく今年の特別試験とは十中八九関係がないだろう。特別試験の大半は、毎年大きく異なったものを実施することになっている。参考になることはない」

「それでも聞いておいたほうが、有利に運ぶこともありますよ」

「そうかも知れないな。だが、悪いがそれには答えられない。お前が堀ほり北きた先輩の推すい挙きよする生徒だとしても、学校のルールに抵触することは出来ないからな。この事実が知られた場合、退学処分を覚悟する必要がある。俺にその禁きん忌きは犯せない。犯すつもりもない」

　学校の作り上げたルールを重んじる堀北派であるなら、尚なお更さらだな。

「面倒な先輩が上にいたもんですね」

　素直な気持ちを口にする。

「ともかく、南な雲ぐもを生徒会長から引きずり下ろす方法は限られる。言うまでもなく退学にするというのが一番確実だが、実際そう甘くはないだろう。次に生徒会長として不適格であることを周知させ強制的にその座から引きずり下ろす。生徒会長でなくなれば２年の中からも南雲に見切りをつける生徒は現れるだろうし、おまえたち１年や来年入ってくる新入生にも被害が及ぶことはないはずだ」

　正味な話、南雲雅みやびがどんな生徒かもオレには分からない。隣にいる軽かる井い沢ざわに聞いても同じ感想を述べるだけだろう。それだけ現在は他学年との交流がないため、判断が出来ない。周囲の異様な持ち上げと警戒や平ひら田たの羨せん望ぼうを含めた尊敬を踏まえ、只ただならぬ生徒であると推測されるに過ぎない。

　本来は、２年生の中から桐きり山やまに同調する生徒を見つけ出し南雲を倒すのが望ましい。

　まあ、それが出来なくなったから１年にまで厄介ごとが回ってきたわけだが。

「退学にさせようとしたり引き摺り下ろしたり、物騒な話ばかりですね」

「厄介な敵を前にしても、おまえはそんな手段を使わないと？」

「考えたこともありませんね」

　隣の軽井沢が一瞬、疑うような眼まな差ざしを向けてきたが無視する。

「なら正攻法でやってみせてくれるのか？　南雲が自ら生徒会長をやめるよう誘導できるならそれ以上のことはないが、言うまでもなくもっとも難しい」

　この桐山という生徒、どこまで信用していいか分からないな。一定の負の感情、憎悪を南雲に対して抱いているのは態度から見ても間違いないが、発言に都合の良い部分が見て取れる。これが意図されたものかそうでないかでも変わってくるが、現状では判断しきる材料はない。

　軽井沢というカードを見せた以上のことは何も提供するべきじゃないだろう。

「あんたの希望を述べるのは自由だが、どうするかを決めるのはこっちだ」

「簡単には信用できないということか」

　こちらの不信感に当然桐山も気づいてくる。

「俺自身、過ぎた真ま似ねだとは思っている。南雲を止められなかった責任など負う必要はないのだが、後輩が同じように地獄を見るのは忍びない。それが本心だ」

　後輩のためを思う、か。

　俄にわかには信じがたい話だ。

　南な雲ぐもを倒せる人材が２年にいないため、已やむ無なく１年生に頼っている。

　止められなかった責任を感じている。

　そう言ったかと思えば、今度は後輩のため、か。

　これならまだ、南雲を排はい除じよすることでＡクラスに返り咲きを狙っていると言ってくれた方が話の信しん憑ぴよう性せいが高い。

　まぁ、醜みにくい真実を隠して聖人ぶるのもまた、人としての性さがか。

「何を感じ取るかはおまえの自由だが、ひとつ覚えておいてくれ。南雲を敵に回した生徒は必ず退学に追い込まれる」

「だったら、オレは生徒会長を敵に回さないのが一番な気がするんですけどね」

　これまで退学させられた中には、堂々と南雲を降ろそうと抗あらがった生徒もいたはず。だが結果反論の芽を摘まれ退学に追いやられたんだろう。それなら、気に入られることも嫌われることもなくやり過ごすのが最善の解じゃないだろうか。

　桐きり山やまとの話で抱いた全まつとうかつ正直な感想だった。

「……協力はしないと？」

「協力はしますよ。こっちも引き下がれない事情はあるんで」

「いいだろう。どの道おまえは南雲に目を付けられ始めている。それに、近いうちヤツがどんな人間かを嫌でも知る羽目になるからな。俺は今後おまえに南雲の行動や情報を流す。もちろんルールに抵触しない範囲でな。その先は勝手に判断すればいい」

　その材料を生かすも殺すも、オレ次第ということか。

　桐山もこっちが想像以上に乗り気じゃなかったことを感じ、半ば諦あきらめているようにも思えた。情報を提供しつつも、過度な期待は避けるつもりのようだ。

「正直なところ、おまえの印象は無いに等しい。体育祭で堀ほり北きた先輩とのリレーがなかったなら、恐らく俺はこの場で正式な協力要請をおまえにしなかっただろう。実際南雲がおまえに注目をしたのもあのリレーが理由だったからな」

　それが、唯一桐山を動かした『真実』ということだろうな。

　オレも南雲とのことを事前に知っていれば、リレーで目立つ真ま似ねはしなかったんだが。

　あの選択で、今こうして桐山と向かい合う羽目になっている。

「情報を提供するに値しないと思えば、すぐに手を引く」

「そうしなきゃ、桐山先輩が危ないってこと？」

　軽かる井い沢ざわからの質問に、桐山は声を出さなかったが静かに頷うなずいた。

　不服なんだろうが、それが現状の南雲と桐山のパワーバランスなのだろう。

「それと今後は一切おまえと直接会うことはない。適当なメールアカウントを作って連絡を取り合うことにしよう」

　それはこっちとしてもありがたい。

　フリーメールでのやりとりが一番だ。

「それと……万が一おまえの不手際で俺の内通が南な雲ぐもにバレた場合はどうなるか理解しておいてもらおう」

　直接口にはしなかったが、道連れにするってことだろう。

　南雲降ろしに奔ほん走そうしている１年がいると知れば、南雲は喰くらいついてくる。

　言いたいことをひとしきり話し終えた桐きり山やまは、足早にこの場を去っていった。

「なーんか終始感じ悪くなかった？」

「そうだな」

　それだけ桐山にも余裕がないってことなのかも知れないが。
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　桐山との密談を終え、オレたちはやっと帰路に就く。

　その帰り道、後ろを歩く軽かる井い沢ざわが声をかけてきた。

「なんかあたしの想像以上の展開になってるみたいね」

「おまえはどう思った。さっきの桐山副会長の話」

「そんなのあたしに分かるわけないじゃん。なんでそこまで南雲生徒会長を嫌ってるのかイマイチ分からないからだと思う」

　その軽井沢の感想は、オレが抱いたものと酷似している。

　君子危うきに近寄らず……かも知れないな。

　堀ほり北きた兄を味方につけるために、一時的に南雲を敵に回すことを検討していたが、どうにもその選択は正しくない気がしてきた。

　ただ悲しいことに、オレは堀北兄と体育祭で興じたリレーのせいで、南雲に一定の興味を持たれてしまっている。

　もちろん、それが南雲の思い過ごしであることを認知させれば、オレのことなどすぐに忘れてくれると思うが、場合によっては排はい除じよに動くかも知れない。

　周囲の言葉通りに受け取るなら、南雲は自分の敵になる存在を容認しない。

「ところでさ。さっきの何よ……パートナーって」

「気に入らなかったか？」

「勝手にパートナーにされたら、気に入らないって思っても仕方ないでしょ」

「なら解消か」

「……正式なパートナーになって欲しいなら、それなりの態度と誠意ってものがあるんじゃない？」

「その態度と誠意ってのを具体的に教えてもらえるか？」

「お金？」

「おい」

「冗談だって。清きよ隆たかなんてあたしにポイント借りるくらい困ってたみたいだしね」

　そこには期待してない、と軽かる井い沢ざわが言う。

　確かに今は、優待者の件もあり軽井沢の方がプライベートポイントを所有している。

「てか堀ほり北きたさんはいいわけ？　清隆のパートナーっていったらそっちでしょ」

「あいつはただの隣人だ。それ以上でもそれ以下でもない」

　もはや誰に何度言ったかも分からないことを繰り返す。

「あたしだけが認められたってわけ？」

「おまえに能力があるのは事実だ」

「……ま、まぁね」

　もちろん、堀北に能力がないわけじゃない。

　あいつの場合は別の方面、リーダーとしての素質を開花させてもらいたいものだ。そしていずれは平ひら田たと軽井沢が堀北を支えるパートナーになる。

　やがてＤクラスは強いと思える布陣になっていく、とオレは勝手に想像している。

　そうなるかどうかは、結局堀北の手腕にかかっていると言えるだろう。

「仕方ないからパートナーになってあげるわよ」

　これまでもそれ相応の仕事はしてもらっていたが、ここで改めて言げん質ちを取れた。

「あんたについていけば、美お味いしい思いできるかも知れないしね」

「それは……期待しないほうがいいと思うが」

　どちらかというと、損することになるかも知れない。

「オレと一緒におまえも敵として認定されるかもな」

「それって、生徒会長に？」

「本命枠としてはそうだな」

「まあ南な雲ぐも生徒会長を敵に回したとしてさ、清隆なら何とかできるんでしょ？」

「肉体的な強さや学力の良よし悪あしだけなら負ける気はない」

「流石さすが。言うじゃん」

　ニヤッと笑う軽井沢。

「だが、この学校のルールに当てはめた戦いになると、絶対はない。生いけ贄にえを使った自爆作戦のようなものを取られたら、退学という敗北を刻み込まれるかもな」

「自爆作戦？」

「まぁ須す藤どうとＣクラスの石いし崎ざきたちが揉もめた事件の延長とでも捉とらえてくれ。ジャッジする立場にあった生徒会長を抱き込んだりしていたら、結果は大きく違っただろうな」

　それに単なる暴力事件から更に上の段階に持って行かせれば、退学もあっただろう。

「うんよくわかんない。あの事件、全然興味なかったし」

「……そうか。じゃあ気にするな。とにかく望む望まないに拘かかわらず『退学させる』こと自体は比較的簡単だ」

　もちろんそのために払う犠牲やリスクを排はい除じよしての考え方だが。

「なりふり構わずきたら清きよ隆たかもヤバイってことね」

　一応正解には辿たどり着ついたので、それでよしとしよう。

「そういうことだ」

　どれだけセキュリティを厚くしても必ず突破口があるように、１００％確実に相手の攻撃を防ぎきることは出来ない。

　その攻撃を１手でも多く防ぐために必要なのが知恵であり、協力者だ。

「もしもの時はあたしが助けてあげるわよ」

「心強いパートナーだな」

「それ本心で言ってる？」

「ああ」

「そ、そう。てか清隆はさ、どんな中学生だったわけ？　絶対普通じゃないでしょ」

「ごくごく普通の中学生かも知れないだろ」

「ないない。あんたみたいなのが普通だったら、もう世の中の普通がひっくり返るって」

　軽かる井い沢ざわは手を左右に激しく振り、ないないと完全否定する。

「頭良いし喧けん嘩か強いし、でも普段静かだし。ちょっと世間知らずっぽいところとかあるし。正直やってること滅め茶ちや苦く茶ちやよね」

「じゃあおまえから見て、オレはどんな中学生だったと思う？」

「それがわかんないから聞いてるんでしょ」

　ぶー垂たれるように唇を尖とがらせる。

「推測でもいいぞ」

　何となく聞いてみたくなったので、そう問い返してみた。

「うぅ～ん……」

　すぐに思いつく回答がないのか、軽井沢は腕を組んで首を捻ひねった。

「これが漫画とかだったら、幼少期から厳しい機関で育てられたエージェント、とかなんとか答えるんだけどねー。もうなんか、それくらいしか思いつかないし」

　明後日あさつての方向を見ながら答える軽井沢の、想像以上なニアピンに吹き出しそうになった。

「あーもうわかんない、ギブ。正解は？」

「秘密だ」

「うわー。人に聞くだけ聞いといて、教えてくれないとか」

「そもそも答えるなんて言ってない」

「いつか絶対に聞かせてもらうからね」

「面白い話は出てこないから期待するなよ」

「あ、雪降ってきた」

「…………」

　軽かる井い沢ざわはオレの言葉を聞いているようには見えなかった。

　パラパラとだが雪が降り始める。

　夜中から朝にかけて、また雪が積もりそうだ。

　空を見上げ、視線を軽井沢に戻すと、軽井沢はジッとオレの方を見ていた。

「……そういえば、佐さ藤とうさんあんたに渡しそびれてたよね。クリスマスプレゼント」

「さあ」

「誤ご魔ま化かしても無駄。もしかしたら、合流した時から気づいてたんじゃないの？」

　オレと過ごす時間が長くなったことで必要以上に信頼を勝ち得ているようだな。

　佐藤との待ち合わせのとき、鞄かばんの隅から包装紙が僅わずかに顔を覗のぞかせていた。今日という日に意味もなく別人に渡すプレゼントをデート前に持ち歩いたりはしないだろう。

　十中八九オレに用意されていたモノだとは、感じていた。

　恐らく告白が成功したら、その時には渡すつもりだったんじゃないだろうか。

「貰もらい損そこねた気分はどう？」

　意地悪そうに聞いてくるが、別にショックのようなものはない。

「あんたのことだから、きっと誰にもプレゼント貰えてないんでしょ？」

　そう言って軽井沢は目を合わせることもなく、小さな袋をオレの前に差し出した。

　これは何だ？　と聞き返すのは幾いくらなんでも野や暮ぼだろう。

「あたしからのクリスマスプレゼント。ありがたく受け取りなさいよね」

「いいのか？　貰っても」

「カップル不成立の慰なぐさめみたいなものかな。あ、お返しは２倍くらいの金額でいいから」

「……詐さ欺ぎみたいなもんだな、それは」

　受け取るだけで損失が確定する。

「オレのために買ってたのか？」

「そんなわけないでしょ。一応形式上、洋よう介すけくんとは付き合ってるわけじゃない？　だから形だけでも用意しておいたって感じ。実際クリスマスプレゼント渡す予定の子たちと一緒に買いに行ったりして上う手まく有効活用したってわけ」

「抜かりないんだな」

　平ひら田たとのデートに備え、平田へのプレゼントも買っておく。

　誰がどう見ても、２人の関係性を疑う余地はない。

「平田に渡しておけば完璧だったんじゃないのか？」

「……そうね。普通ならね」

　歯切れ悪く、軽かる井い沢ざわは話を切り出す。

「ねえ清きよ隆たか。さっきの洋よう介すけくんの話ついでに悪いんだけどさ……」

「ん？」

「もしあたしがさ……洋介くんと別れたら……あたしの利用価値はなくなる？」

　そんなことを切り出した。

「それが平田にプレゼントを渡さなかった理由か？」

「そういう、こと。佐さ藤とうさんと上う手まくいかなかった後に言うのはズルい？」

　軽井沢が恐れているのは、オレが軽井沢よりも佐藤に価値を見み出いだすこと。

　平田と別れることによるリスクは、全くないとはお世辞にも言えない。

　軽井沢恵けいという存在の価値を下げる行為であることは明白だった。

　だが、もはやそれは以前までの話だ。価値が落ちるとはいっても、誤差の範囲。

「おまえはもう昔の軽井沢じゃない。平田という存在がなくなったとしても、今の地位から変わることはなにもないはずだ。それで何かが変わることはない」

「でも───あたしが洋介くんと別れることなんて、考えてなかったんじゃないの？」

　軽井沢の抱く不安は、けして小さなものではない。

　そんな彼女に対して、オレは言葉を続ける。

「平田との関係を続けることが軽井沢の価値なんだとしたら、オレはとっくに平田と別れることはこの先もやめてくれと伝えてる。そうしなかったことが答えだ」

　他でもない軽井沢になら、この表現が一番説得力を持たせるはずだ。

　オレの考えを身近で見ているからこそ、些さ細さいなミスをしないことを理解している。平田洋介が必要不可欠なピースなら、オレがそれを守るよう指示することは明白だからだ。

　ただ、厳密には真実ではない。

　軽井沢が平田と別れたがることは想定していた、というよりそう仕向けていたからだ。

　平田を失くしても自立出来るよう促うながすと同時に、新たな寄生先をオレにすることが目的だった。つまりここまでは全て順調に運べているということ。佐藤とのデートに乱入してくることは想定外だったが、結果的により強く軽井沢と繋つながることが出来た。

「そ、そっか……。実は、洋介くんともちょっと話しててさ。あたしたちって見せかけだけの関係だから、これ以上引っ張っても良くないよね、なんてなってて。迷ってた」

　そう言ってさらに続ける。

「それに、洋介くんの彼女役は権力が約束されるようなものだけど、その分プレッシャーって言うか、そういうのも強かったからさ」

　環境が整った今、その荷を降ろしたい。軽かる井い沢ざわはそう宣言する。

　その可愛かわいい嘘うそをオレは聞き流した。

　オレには然さ程ほどの問題は無いが、軽井沢にしてみればミスである。

　もしオレが軽井沢の立場なら、念のために保険を残しておく。オレが使えなくなった時のことを考えて平ひら田たをキープし、平田が使えなくなった時のことを考えてオレをキープしておくのが理想的だからだ。転ばぬ先の杖つえ。その戦略を取る権利を有していた。

　そんなことは軽井沢も分かっている。その上で保険を否定するのなら、それもまたいい。幾いくつもの戦略を抱えるにはそれだけの体力が必要になることも事実だ。

　小さな綻ほころびから両方を同時に失えば、その時のショックも２倍以上になるだろう。

　身の丈にあった戦略で自分を構築していけばいい。

「３学期になったらクラスの皆、驚くだろうな」

「それはそうだろ」

　平田と軽井沢のビッグカップルはクラスを超えて有名な存在だ。

　特に平田に関して言えば、その日のうちにでも次の彼女候補が現れるだろう。

「あいつ、他の誰かと付き合うと思うか？」

「あたしに聞かれてもわかんない。洋……ううん、平田くんのことは詳しいわけじゃないし。でもどっか清きよ隆たかと似て冷めてるところあるよね。あたしと嘘で付き合ってたら別の子と付き合ったり出来なくなるし、あんまり恋愛には興味ないのかも」

「平田の呼び方は戻すのに、オレはそのままなのか？」

「あ……そう、か。戻したほうがいい？」

　ちょっと不服そうに見上げる軽井沢。

「そういうわけじゃない。どんな風に呼んでも自由だけどな」

　今のグループでも呼び捨てではないが、下の名前で呼び合ったりしている。

「いい機会かもな」

　オレは立ち止まり、少しだけ後ろを歩く軽井沢を振り返った。

「オレも普通に『恵けい』って呼ぶことにする」

「たうわ!?」

「……たうわ？」

「な、ななな、なんでもない！　なんで清隆もあたしを名前で呼ぶわけ!?」

「片方だけが苗みよう字じで片方だけが名前、それに少し気持ち悪い感じがしてた」

　互いの距離感を掴つかみきれてない、ピントが合ってないイメージが付きやすい。

　恵が下の名前で呼ぶことを希望するなら、そちらに合わせるのは自然なことだ。

　とは言え、周囲に対してはこれからも綾あやの小路こうじ、軽井沢の関係のまま。

[image: ]

　それは普遍的で変わることの無いものだ。

「ところで……一応答え合わせしておきたいんだが。あのＷデートを仕組んだ発案者はおまえじゃなくて佐さ藤とうでいいんだよな？」

「な、何よ仕組んだって」

　そう言って誤ご魔ま化かすが、不意の図星に焦りが見えていた。

「おまえは結構上う手まく演技してたが、ところどころ佐藤の挙動がおかしかったからな」

「あー……やっぱ気づいてた？　あたしも佐藤さんは怪しいと思ってたのよね」

　恵けいの方も、佐藤の演技には思うところがあったらしい。

　ポケットの中に手を入れる。

　オレはそこで、小さな紙袋を入れたままにしていたことを思い出した。

「そうだ。オレもおまえにクリスマスプレゼントがある」

「え？　嘘うそっ!?」

「嘘だ」

「はあ？　あんたぶん殴られたいわけ？」

「正確には単なるプレゼントだな。おまえには不要の産物だと思うが」

　オレはコートの中から紙袋を取り出し、それを恵へと渡す。

「……ちょっと、ドラッグストアの袋って何よそれ。バカにしてんの？」

　そう言いながらも中身を確かめるため、セロハンテープを剥はがす。

　中から出てくるのはお洒落しやれなアクセサリーでも、可愛かわいらしいぬいぐるみでもない。

「風邪薬２つとレシート……？」

「レシートの方は気にするな、捨てておいてくれ」

「ねえ、このレシート23日の午前10時55分って書いてるんだけど……」

　気にするなと言ったのに、ちゃっかり目を通す恵けい。

「それを買った帰りに、おまえと佐さ藤とうが２人でケヤキモールにいたのを見た。それでＷデートが仕組まれたものだってことにも比較的早い段階で気がついたってことだ。てっきり体調を崩すと思ってたんだけどな。見事に予想は外れた」

「じゃあ……あんたがあたしを心配する連絡を寄よ越こさなかったのって……」

「マスクもしてなかったし、遠目にも元気なのは分かったからな」

「し、心配してくれてたんだったらさぁ……こんな遠回りなことしないで、もっと早くに訪ねてくるなり、電話一本かけるなりくらいしなさいよね。それで確認できたじゃない」

「目立つ寮りようで、直接お前の部屋を訪ねるわけにもいかない。電話は有効な手段だが、その場合は強がることも考慮した。おまえは自分の弱さを見せるのが苦手だからな」

「っ。で、でも結果さ、風邪薬のお金無駄にしちゃってんじゃない」

「風邪薬代だけなら安いものだろう。また別の機会で使うことだって出来る」

「それは……そうかも知んないけど……全く心配してくれてないと思って恨うらんでたあたしが、バカみたいじゃん」

　そう言ってうな垂だれる軽かる井い沢ざわ。

「屋上での一件はオレも大きく関与していた。それこそ殴られても文句の言えない非道なことをした。翌日とは言え不必要な連絡を入れれば、おまえの心身に負担をかけると思って避けたんだ。それも余計な配はい慮りよだったみたいだがな」

　オレから接触するどころか、軽井沢から近づいてくるとは。

「おまえの心の強さをちゃんと読みきれてなかった」

「そ、そうよ。舐なめないでよね」

「そんな強い心を持った軽井沢に、改めてひとつ確認させてくれ」

「何よ確認って」

「これから先、オレは目立ったことは極力避けるつもりだ。だが、場合によっては今までのように裏で立ち回らなきゃいけなくなることもあるかも知れない。その時におまえの力をこれまで通りオレに貸してくれ」

「それ、ちょっと遅くない？　さっきのパートナーの話の時にしなさいよ」

「そうだな」

　少しの沈黙の後、軽井沢があからさまなため息を一度ついた。

「いいわよ、手を貸してあげる。その代わり、あんたも全力であたしを守りなさいよね。平ひら田たくんとの関係が終わったら色々面倒なことも起こるかもしんないし」

「ああ、約束しよう」

　厚い雲に覆おおわれた向こうで、陽ひが沈んでいく。

　２人で共に、その見えない太陽を見つめた。

「もうクリスマスも終わりね」

「確か……24日の夕方から25日の夕方までの１日がクリスマス、だったか」

　だから恋人たちは、24日の夜から25日の夕方までを一緒に過ごすことが多いといわれている。25日になる瞬間を共に迎えることが恋人たちにとって一番の幸せと考えられているところがあるからだ。しかし、世界においてクリスマスはやや特殊な事情を抱えていると思われる。そもそも本来のクリスマスの祭さい礼れいとは、ユダヤ教の暦こよみを引ひき継ついだ教会暦が12月24日から12月25日の時間帯だったからだ。

　恋人たちはユダヤ教やキリストの誕生なんかを意識している人間は殆ほとんどいない。近代になって流行に乗って作られたイベントごとになってしまっていると言えるだろう。

　今年のクリスマス、イヴも含めてだが随ずい分ぶんと慌ただしかった。

　もうすぐ１年も終わる。

「そろそろ帰るか」

「そうね」

　オレは歩き出す。

　それから少し遅れて、恵けいも歩き出す。

　この一年間、思えば一番距離を縮めたのは後ろにいる恵かも知れない。

　それは恵自身も感じていることだろう。

　気が付けば必要不可欠な存在にまで昇華された。

　これを友人関係と呼ぶのは、いささか恵にとっては失礼な話であるだろうが……。

　ただ、今後オレがＡクラスを目指したり生徒会との関係性を絶たつことができれば、その時は友人……いや、それ以上の存在として変わっていける気がする。





あとがき







　寒い時期になりましたね。風邪を引いていませんか？　衣きぬ笠がさ彰しよう梧ごです。

　最近は風邪に対する耐性も上がってきたかな、なんて思っていた矢先、年末だけで２回も体調を崩す不甲斐なさを披ひ露ろうしました。しかし例年に比べると、だいぶ改善されてきた気がします。あと数年で完全無欠の衣笠が誕生するので期待しててください。

　去年も仕事に明け暮れていた１年でしたが、ありがたいことですね。仕事は大変で嫌になることもありますが、やることがあるって素晴らしい。ただ嬉うれしい反面、向こう３年くらいまで予定が埋まりに埋まっているのは、多少問題かも。たまには一ヶ月くらいワイハーとか、ベガスとかで寛くつろぎたいな～。海外？　生まれてこの方一度も行ったことないけどね。日本最高。

　さて、そんなこんなで過ぎ去った２０１７年。やってきました２０１８年。新年早々、十じゆう四よん代だいという高価な日本酒を飲ませて頂けたことで活力を得ました。もう一つ高価なお酒があったのですが、そちらは開封してもらえませんでした。今年も一年頑張って、来年に期待します。




　７・５巻は前の巻の補完的位置づけになるストーリーとなりました。

　屋上での出来事から、それぞれが何を考え何を思っているのかをお伝えできる一冊になっているのではないかと思います。

　何気に書き終わって気づきましたが、作中で時間経過が３日しか経たっていない……。

　まぁその辺は深く考えないようにしましょう。

　刊行ペースは初の３ヶ月ということで、さて次の８巻はいつ皆様にお届けできるでしょうか。具体的にいつか書かないのかって？　書いたらロクなことにならないからね！




　その８巻、内容は３学期からのストーリーになります。束の間の休息も終わり特別試験に入ります。そして、今まではＤクラス対Ｃクラスの戦いがメインでしたが、その展開にも変化が訪れていくことになるかと思います。坂さか柳やなぎは宣言通りＢクラスとの戦いに突入するのか、しないのか。綾あやの小路こうじは南な雲ぐもとの戦いを始めるのか始めないのか。そして龍りゆう園えんの抜けたＣクラスがどんな選択を選ぶのかなどにも注目をしていただければと思います。

　それでは皆さん。次回は４月末にお会いしましょう～。




　……!?
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